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この 人物を 山に すれば、 この 山な り。 あの 山を 人物に すれば、 あの人 物な りと、 山水に 
對 しては、 人物を 思 ひ 起し、 人物に 對 しては、 山水を 思 ひ 起す こと、 余 ひとりの 感想には 
あらざる べし。 山水は 山水 也。 人物は 人物 也。 然るに 彼此 相 比較して、 山水と 人物と を 一 
致せし むる は、 見る ものの 主觀に 基. つく。 その 主觀 にして 平凡な れ' は、 見る 所 皆 平凡 也。 
奇拔な れば 、見る 所 も奇拔 也。 故に 英雄、 英雄を 知る と 云へ り。 又 大蛇の 道は 蛇が 知る と 
云へ り。 余、 平生 旅行を 好みて、 山水を 品評す る こと 久し。 玆に 一風 變 りて、 近き 頃の 人 
物を 品評せ る舊 作を 集む。 余 や 愚物 也。 爭 でか 英雄を 知らむ。 又爭 でか 才物を 知らむ。 
人物を 品評 するとい ふ ものの、 實は 己れ の 思を 發表 せる に 外なら ず。 唯 求む るが 爲 めに 褒 


めず。 挾む 所 あるが 爲めに 罵らず。 全く 思 ふが ままを 吐露して、 秋 毫も 筆を 柱げ ざるは、 
世に 廣 言して 禪ら ざる 所 也。 

大正 五 年 春 

大町  桂月 
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德 富蘇峯 

嘗て 聞く、 或る 小學 校に て 『楠 公』 とい ふ 題を 出して、 文を 作らし めしに 『楠 公は 人を 以 
て 作り、 忠義の ために 用ゐる ものな り』 とい ふ 文を 作りた る 一生 徒 ありき とか や。 この 筆 
法を 以て 『德富 蘇峯』 を 評すれば 『蘇 峯は 才子を 以て 作り、 新聞の 爲に 用ゐる ものな り J 
■とで も 云は むか。 

學 、漢洋 を 兼ね、 識 、内外に 亙り、 政治、 宗敎 、哲學 、教育、 文學 、歴史、 美術、 何で 


も 一通りは 知り、 趣味 ひろく、 學才も あれば、 世才 も あり、 文章 も 達者、 口 も 達者、 交際 
も 上手の やぅな り。 而 して 勤勵に して、 壯健 にして、 新聞を 經營 し、 筆を 新聞に 執る こと、 
十年一日の 如し。 まことに 新聞記者と して、 至極 調法なる 人な り。 

かく 言へ ば、 蘇峯 は、 新聞記者と して、 えらき やぅに 聞 ゆれ ども、 すべて、 調法なる も 
のは、 诀 して、 えらから ざるな り。 何でも 出來 ると いふ 人に、 たいした 人な し。 分業の 世 
の 中、 一事に 精通す るを 尊ぶ。 田舍の 店屋の 如く、 何でも 間に合 ふは 調法な れど も、 良き 
品を 求むべからざる なり。 博士の 學位 は、 何でも 知つ てゐ ると いふ 事を 意味す るに あらず 
して、 一事に 精通す る 事を 意味す るな り。 新聞記者 とても、 必ずしも 何でも 知る を 要せず。 
經濟な ら經濟 、外交なら 外交、 軍事なら 軍事と 專門 的に 深き 知識 あるが 肝腎な り。 その 方 
が 新聞記者 として 價値 あ. る ものな り。 知らず 蘇 峯に專 門 的 知識 あり や 否や。 又ょ く 新聞 記 
者は、 布 衣の 宰相との 語 あるが、 知らず、 蘇峯 は、 布 衣の 宰相た るの 器量 あり や 否や。 
■余は、 蘇峯 に面晤 したる ことなし。 其 文 とても、 絕えず 讀んで 居る とい ふ譯 でもな く、 


蘇峯に 就いて 知れる 所、 多くは 世上の 噂な れば 、或は 誤解な きを 保せ ず。 元来、 批評、 殊 
に 人物評は、 人を 評する にあらず して、 己を 評するな り。 人を 罵る は •己を 罵るな り。 今 
の 余の 主觀に 映す る蘇峯 は、 至極 調法なる 新聞記者た るに 過ぎざる なり。 

余は、 前後 二 囘蘇峯 の 演說を 聞けり。 その 云 ふ 所は、 氣' か 利きたり。 音聲 はどぅ も 快感を 
與へざ る 一種の しやが れ聲な り。 その 聲にて 其 人となりを 想像す るに、 常人 以上を 感ずべ 
き 人とは 思 はれず。 鳥に たと ふれば 鴣な り。 鴉は、 好んで、 腐れた る 腸な どを 食 ふ。 ょき 
聲 の出づ べき 箸な し。 知らず、 鴉の 腹中、 何もの か ある。 天下の 名士.、 蘇峯 とも あるべき 
人を、 鴉に 比する は、 大に氣 の 毒な れど も， 實際 余が 蘇 峯の聲 を 聞いて 感ぜし 所を 直言す 
れば 、鴉 以上には 思 はれざる なり。 

聞く、 蘇峯 は、 日曜 每に 、必ず 逗子の 別 莊に勉 くと。 此 一事を 以て 察する に、 蘇峯 は規 
則 正しく 1 ょく 己れ に克ち 得る の 人な り。 世の 事務を 執る に、 必要なる 性格な り。 かくて、 
活きた る 新聞 機械た るを 得べ し。 聞く、 蘇峯が 當年 御用新聞 記者たり しや、 每朝 、雨が 降 


らうが、 火が 降らう が、 御用が あらう が、 あるまい が、 必ず 元老の 玄關に 伺候せ りと。 これ 
日曜 每に逗 子に 赴く 者は さも あるべき 事な り。 三 太夫た る ものは、 必す この 通りなら ざる 
ベから ざるな り。 御用 記者は、 三 太夫に あらず。 苟 くも、 我が 政見、 時の 政府と 合する 所 
あれば、 筆を 執つ て攻府 を 助け、 反對 派を 壓し 、以て 我が 政見を 貫き、 政府を して 我が 經 
綸を 行は しむ。 名は 御用 記者と いふ も、 實は 依然として # 衣の 宰相な り。 ょしや、 實 際の 
宰相の 上に あらず とも、 其 外に あり、 其 下には あらざる なり。 之に 反して、 た > 政府の 意 
を迎 へ、 政府の 申譯 のみを なさ ば、 それ こそ 眞の 御用 記者、 布 衣の 宰相は、 下つ て 三 太夫と 
なる。 殿樣の 仰せられる ことは、 何事 も 御 無理 御尤 、謹んで 承 はれと 忠義 顔す るいは ゆる 
三 太夫 根性は、 一片 氣骨 ある 男子の 爲 すに 忍びざる 所な り。 われ 蘇峯が 御用 記者と しての 
態度は、 前者な りし か 後者な りし かを 知らす。 さき 頃、 萬 朝 報に て、 淸浦 家の 諸子の 無賴 
荒淫なる ことを 記せし が、 五月 十六 日 G 同 新聞に 記して 日く 「淸浦 家に 關 する 當 社の 記事に 
就き、 淸浦 氏と 同鄉 の關保 ある 德富 蘇峯が 、當 社に 来りて 語りた る 所に ょれば、 淸浦 家の 


家庭に、. 紊亂 とい ふ 語に 相當 する 如き 事實 は認 むる に 由な し。 淸浦 氏は 同情に 富む。 品行 
方正な り。 夫人と 琴瑟相和す。 夫人は 賢 良の 聞え あり。 人竝 よりも 子を 愛する 方に て、 夜 
分歸 りの 遲き 時な どは* 深更まで も 端座して 待つ 程な り。 されば 子に 甘 過ぐ る ことは、 或 
は 云 ふを 得べ けれど、 最も 圓满な る 家庭なる ことは 十分に 認めら る」 と。 もし 之を 事實な 
りと すれば、 蘇峯 饒舌、 淸浦 家を 辯 護 せんとして、 淸浦 家の 非を あばきた る ものな り。 人 
拉 よりも 子を 愛す。 否、 子に 甘 過ぐ。 この やうな 女は、 诀 して 賢 良と いふべ から ^ 。 道樂 
息子は、 必ず この やうな 母を 有する 也。 萬 朝 報に 記した るが 如き、 淸浦 家の 諸子の 無賴荒 
淫な るは、 全く この 夫人の 致す ところたら ずん ば あらざる なり。 要するに、 この 蘇峯の 辯 
護を して 事實な らしむ れば 、蘇峯 は、 萬 朝 報の 記事に 證 明を 與へ たるに 外なら ざるな り。 
この やうな 人に、 御用 記者と なられて は、 政府 も 有難 迷惑の 思 ひを なすこと、 なほ 淸浦家 
の 如くなる べきな り。 

一面より 云へ ば、 蘇峯は 、文章 家な り。 當年 、一個 無名の 靑年 にして 「將來 の 日本」 を 著 


はし、 『國民 之 友』 を 發 行し、 その 清新なる 文章は、 實に 天下を 風靡し、 明治の. 時文に 一紀 
元を 劃せ り。 明治の 操觚者 中、. 第一の 才子と もい ふべ し。 余の 如きは、 蘇峯の 文章に 感化 
せられた る 一人な り。 この 點は 、われ あくまでも 感謝せ ざるを 得ず。 その後、 凡そ 二 十 年、 
蘇峯 は、 一度 も 筆を 絕たず 。思想 豐富 、文章ます/ \ 暢達したり。 兎にも角にも 一 代の 文 
章 家と いふべき かな。 

文章 上の 恩は、 恩と して、 こ、 に、 蘇峯の 文章に 就いて、 余の 感する 所を 申さ ば、 蘇峯が 
調法なる 新聞記者なる が 如く、 その 文章 もやは り 調法なる 文章な り。 篇を 終る まで も、 すら 
と 面白く 讀め るが、 さて 讀み 終りて は 何も 殘り 居らず。 威壓 する の强み もな けれは、 人 
を ひきつける 溫かみ もな し。 文章 家は 文章 家 なれ ども、 文章の 大家とは 云 ふべ からざる なり。 

世には、 蘇峯 見た やぅな 型の 人 も 少なからず。 事務を 執りて、 世に 生活す るに、 至極 調 
法な り。 間違 ひなし。 俗に 所謂 喰 ひは ぐれな し。 之を 官吏に あては むれば、 判任官 以上な 
り。 勅任官の 貫目な し。 先 〇 奏 任官と して、 恰當の 人材な り。 其 弟、 蘆 花は 蘇峯 ほどの 俗 
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才な し。 勅任、 奏 任、 判 任 以外に 逸出す。 其 文は、 天下の 逸品な り。 蘇峯 は、 奏任宫 的の 
處 ょり 逸出せ ざるべし。 思 ふに 蘇峯 は、 才の 人な り。 才の爲 に累せ られ て、 大きく もな れ 
す、 高く もな れず 。今の やぅな 具合に て 行けば、 一生の 間、 如何 ばかり、 多く 書を 讀む も、 
如何 ばかり、 多く 文を 作る も、 いは ゆる 垢ぬ けの せざる なり。 其 人 や、 大に 間に合 ふ 人な 
り。 常人 以上に あらず。 其 文 や、 勸 工場 物な り。 床の間に おくべき 品柄には あらざる なり。 


夏 目漱石 

夏 目 漱石論 

絕 代の 奇才と いふべき 哉。 大學を 出で、、 田舎の 中學敎 員と なり 居りし 間は、 日本 派の 
一# 人と して、 一部の 人に 知られし のみな り。 さまで 奇と する には 足ら ざり し 也。 進んで、 
高等 學 校の 敎員 となりし も、 これは 鰻上りと いふ ものに て、 さまで 奇 とする には 足らず。 
留學を 命ぜられ、 歸 りて、 大 學の敎 員と なりし は、 秀才には 相違な けれども、 他に 其 類 も 
少なから ざる ことなれば、 さまで 奇 とする には 足らず。 一朝、 『我輩は 猫で ある J を 著は 
すに 至りて、 夏目漱 石の 奇才、 こ、 に 始めて 穎脫 せり。 啻に 其 作が 奇拔な るの みならす、 
大學敎 員に して、 而も 四十 歳 近くに なりて、 始めて 小説を 草し、 而も 其 小說が 文壇を 風靡す 


ると いふ 事實が 奇拔 也。 やがて、 大學敎 員の 職を なげぅつ こと 敝 履の 如く、 tf' ん じて、} 
生を 一枝の 筆に 托する に 至りて は、 益奇拔 也。 

つら/、 漱石 の學や 文 や 人格 やを 察する に、 奇骨 あるの 士なる こと、 明治の 文壇、 實に 
空前な り。 日本 派の 俳壇に ありて、 正 岡 子規は、 趣味 ひろく、 大才な る點に 於て、 大將株 
の價値 あり。 內藤鳴 雪は 風韻 高き點 に 於て、 俳壇の 仙 也。 漱石 は、 奇拔を 以て、 一頭 地を 
拔く 。他の 諸子は、 凡骨 もしくは、 小才 子の 徒、 多く 言 ふに 足らず。 漱石 は、 滑稽を も 兼 
ねたり。 r かみなりの づ に乘り 過ぎて 落ちに けり』 は、 まだ 月竝の 痕跡 も あれ ど 『某は 雀 
にて 候 案山子 殿』 などに 至りて は、 滑稽の 妙を きは めて、 ょく 漱石 一家の 特色を 發撣 せる 
ものな り。 

はじめ、 帝 國文學 に、 『倫 敦塔』 出 〇 る や、 われ 激賞して 日く、 帝 國文學 空前の 美文な り 
と。 其 後、 『我輩は 猫で ある』 の 上 卷出づ る や、 われ 少しく 之を 抑へ たり。 抑へ たるは、 其 
大成を 期した るな り。 飮 酒、 道樂 、社交.。 旅行 等の 註文 も、 この 意に 外なら ず。 然るに、 中 


卷に 至りて は、 苦沙彌 先生、 二 杯の 晚 酒の 處を四 杯まで 飮み 過す。 細君 苦々 しき 顔を なす。 
先生 日く 『桂月が 飮 めと 勸め たり』 『桂月とは 何ぞ』 『さすがの 桂月 も、 細君に 逢つ ては、 一 
文の 價値 もな し。 桂月は 現今 一流の 批評家な り。 その 桂月の 言 ふ 事故、 よき 事な り』 とい 
へば 『桂月 だつ て、 梅 月 だつ て、 よけいな お 世話な り 1 とい ふ。 『酒の みならず、 交際を し 
て、 道樂 をして、 旅行を しろと す、 めたり』 『なほ、 悪き にあらず や』 と、 細君 柳眉を さか 
だつ るに 至りて、 われ 覺ぇず 案を 拍ちぬ 。 _ 劣、 余の 如き もの、 愚 評が、 作家に 對 して、 

こ、 まで 反應が あるかと 思へ ば、 大いに 張 合が あると いふ ものな り。 漱石 は、 なほ 余の 言 
を氣 にせし と 見ぇて、 他の 處に 於て、 『桂月は 主人の 事を 穉氣が あると 言つ て 居 6』 と 記せ 
り。 問 ふに 落ちず して、 語る に 落つ。 そんな 事 言 ふが、 卽ち 穉氣な り。 しかし、 冷やかす 
ことは、 さて 措き、 上卷の 三 四 倍大の ものにした しと 註文せ しに、 ぅれし や、 中卷 出で た 
り、 下卷 出で たり。 容量に 於ても、 大作の 資格を 備ふる ものと なれり。 

玆に 、余は、 さきに、 上 卷に對 して、 頌 よりも、 むしろ 規を 以てして、 抑へ たろ 批評を 
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取消して、 言は むと す、 一九の 『膝 栗毛』 三 馬の 『浮世 風呂』 が 傑作なる 以上は、 『我輩は 
猫で ある』 は、 或點に 於て は、 たしかに、 それ以上の 傑作な り。 空前の 作 也と。 

寫生 文に、 寫 生の 必要 あり。 晝 家に モデルの 必要 あら ば T 我輩は 猫で ある』 も、 モデル 
あるべ し。 漱 石の 人となり も あら はれて 居るな るべ し。 され ど、 それよりも、 直接 世に あ 
らはれ たる 事實に 就いて 吟味す る 方が、 早 手 廻し 也。 漱 石の 朝日 新酐 社に 入る や、 入社の 
辭を 草したり。 『大學 は 我を 冷遇したり。 年俸 僅々 八百圓 、衣食に も事缺 く。 故に 我を 優遇 
す 6 新聞社に 入れり』 との 言 あり。 其學 ぶ處が 英學 故、 知らす 英 國の氣 風に かぶれて、 そ 
れを當然の事と思ふのかも知れず。又天眞爛漫、己れを样らぬつもりかもしれねど、余を 
以て 見れば、 例の 穉氣む しろ 愛すべき 點も あれ ど、 立つ 鳥、 水を 濁さず とい ふ 事を 解せ ざ 
るな り。 大學の 諸 公、 多くは 皆 駿馬 也。 而も 槽櫪の 間に 一生を 送る の 駿馬な り。 冷遇に 腹 
立て、、 去るなら 去る で、 大いに 好し。 され ど 行きが けの 駄賃、 大學の 惡口言 ふの 必要、 
いづく にか 在る。 『文 學 論』 の 梓に 上る や 漱石 大いに 怒り、 校正 者を して 謝罪 狀を 新聞に 出 
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さしめ たり。 更に 活版屋と 爭 へり。 その 活版屋と 爭 ひしは、 愚の やぅな れど も、 活版屋を 
警戒して、 出版 上に 利益を 與 へたり とすれば、 大愚と 云 ひて 可也。 され ど 校正 者の 謝罪 廣 
告に 至りて は、 全く 痴愚な り。 公私の 區別を 知らざる なり。 校正 者 疎漏なら ば、 私に 於て 
は、 大に 校正 者を 叱るべし。 され ど、 公に 於て は、 責を 引きて、 自ら 謝罪せ ざるべ からず 0 
元來 、自著を 自ら 校正せ ぬと いふ ことは、 讀 者に對 して、 不忠 實き はまる ことなり 。され 
ど 自ら 信用す る 人なら ば ' 之に 托する も、 止む を 得ざる 揚合も あるべ し。 その場合には、 
校正の 誤謬は 校正 者の 罪に あらす して、 漱 石の 罪 也。 其 罪を 校正 者に のみ 嫁して、 己れ ひ 
とり、 い、 子と ならむ とする は、 餘り 得手勝手なる 我儘 者 也。 一寸 氣が 利いて、 大いに 間 
が 拔け たり。 所謂 頭 かくして、 尻隱さ  >  るの 類 也 〇卽ち 滑稽 也。 腹に 悪意 あるに あらず、 
罪な く、 無邪氣 也。 穉氣 、むしろ 愛すべき 也。 

事實 上の 漱 石、 旣に斯 く 滑稽を 帶び たり。 これを 『我輩は 猫で ある』 に擬 する に、 ハ、 ァ、 
出て 居る は、/ \ 。その 爲 めに、 『我輩は 猫で ある J に、 一種の 滑稽を 添へ たり。 大學の 薄 
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遇を 怒り •校正 者の £1 漏を 怒り、 活版屋の 不埒を 怒る の漱 石は、 苦沙彌 となりて、 金 田夫 
人の 鼻の 大な るが、 癥 にさは りて 怒りたり。 墙 外で、 サベ ー ジ 、チ ー と惡口 言 はれて、 怒 
かて 飛び出したり。 湯屋に て學 生と 喧嘩したり。 野球の 丸を なげ 込まれて、 怒りて 學 生を 
柿へ たり。 校長を 呼びたり。 その 結果 始めの 怒り も何處 へやら、 龍 頭 蛇 尾に 收ま りて、 門 
が 鳴る、 御兔 、丸を 拾は して 下さいと、 頻繁に 學 生の 入り 來る ことが 增し たる だけにて、 
丸の 飛來 は， 依然として もとの 如きな り。 苦沙彌 先生が 瘸癥を 起し、 は、 右に あげたる 揚 
合の みに て、 それ も 至つ て 無 邪氣な る、 罪の 無き 怒り 也。 平生は、 洒落 也、 飄 逸也。 白き 
鼻毛を 拔き 、珍ら しがり て、 う 為た て、、 面白がる 也。 細君 來て 、家計の 不足を 訴 ふれば， 
その 鼻毛に て、 おつ 拂 ひて、 うれしがる 也。 氣が きいた やうに て 間が 拔 け、 間拔け たやう 
にて、 氣が き、、 機智に とみ、 想像力に も 富めり。 盗賊に 物を 取られても、 くやしが らす。 
その 盜 まれた る 品物が もどる と 聞きても、 さまで、 うれしがり もせず。 友に 對 しても" 來 
る 者は 拒まず、 去る 者は 追は ず。 細君の 言 ふが 如く、 巡查を 恐れ 敬 ふは、 內氣 にして、 眞 
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面目に して、 臆病な ればな り。 我家に 入りた る盜賊 を、 それとは 知らす に、 刑事 巡査と 思 
ひ あやまりて、 慇黻に 之に 頭を 下げた るは 頗る 滑稽な り.。 迷亭に 注意せられ て も、 なほ 厝 
らず に、 其 ^ を 通す は、 ます^-滑稽 也。 內氣 にして 臆病なる は、 天才 者の I の 資格 也。 
しや あ^-と 蛙の M をす る ものに、 到底 大な る發 達な し。 姪の 少女、 小慧な り。 苦 沙彌先 
生の あまの じやくなる ことを 看破せ り。 買つ て くれと 言へ ば、 買つ て くれず、 いらない と 
云へ ば 買つ て くれる とい ふ 秘訣を 知りて、 いらない と 云 ひて、 蝙蝠傘を 買つ て もらへ り。 
得々 として 之を 叔母に 語る。 そんなら 返せと 苦沙彌 先生に 云 はれて、 忽ち 泣き出すな ど、 
目の前に 見る やうな り。 迷亭 も、 寒月 も、 越智 東風 も、 多々 良 三 平 も、 何れもみ な 苦沙彌 
先生の 變 形に 過ぎず。 谜亭は 洒落の やうな れど 小心 也。 うそをつけ ども、 惡意 はなし。 パ 
ナマ帽 の 說明 を爲 し、 薷麥の 食 ひかた を說 明す るな ど、 馬鹿の やうな れど 、馬鹿には あら 
ず。 寒月は 金 田 令孃に ほれて、 吾妻橋ょり 身を 投ず るまでの 馬鹿者な れど 、橋の 下には あ 
らで 、橋の 上に 身を 投げた る 利口者 也。 蛙の 目玉を 硏究 し、 博士論文を 草し、 博士と なり 
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て、 金 田の 女婿と ならむ と 思 ふまでの 馬鹿者 かと 思へ ば、 いつの 間に やら、 國 ょり 細君を 
つれて 來たる 利口者 也。 越智 東風は 我が 愛する 美人が 他に 嫁す ると 聞きても、 やきもち も 
嬈かず 、失戀 して、 華厳の 瀧に 赴き もせず、 喜んで 祝の 歌を つくる までに 洒々 落々 たり。 徹 
頭徹 尾、 滑稽に 富みて、 その 滑稽には、 機智 あり、 警句 あり、 いやみ 無く、 くすぐり 無し。 
諷刺の 出來る ほどの 度量な き 人 也。 否、 諷剌の 出來る ほどの 惡 人に 弗ざる 也。 直截に して、 
天眞 爛漫、 いつはらず、 ぶらず、 街は ずして、 氣品 自ら 高し。 終に 猫が ビ ー ルに 醉 ひて、 

甕 中に 落ち、 脫す るに 路な きを 知りて、 未練 も 言は ず、 愚痴 もこ ほさず、 泰然と して 死す 
るに 至りて、 漱 石の 面目、 所謂 畫 龍に 晴を點 ずるの 趣 あり。 漱 石の 作、 冷 かなる やぅな れ 
ども、 眞に冷 かなる に 非す。 腹には* 萬 斛の淚 ある 人な り。 され ど、 自 から 修養す ると こ 
ろ 深く、 理性 も發 達せり。 生死 得 喪の 上に 超脱す。 この 猫の 最期と 中卷の 序と を對照 すれ 
ば、 面白 かるべし。 留學 中、 正 岡 子規が 重病の 苦狀を 書きた る 手紙を 送りければ、 長々 と 
返書を おくれり。 子規 それを 面白がりて、 今一度 おこして くれと、 あはれ なる 事を 言 ひ來 
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れり 。され ど、 我は 我の 仕事 あるを 以て、 返書を 送ら ざり き。 子規むな しく 死せ り。 一寸、 
この 事を 聞か ば、 人 或は 不人情と 思 ふべ し。 然れ ども 不人情には あらず 〇漱 石の 所謂 非人 
情 也 〇漱石 孟 善人 也。 淚ある 人な り。 され ど、 自ら 生死 得 喪の 上に 超脫 す。 子規の 病苦は 
氣の 毒とは 云へ ど、 達人に ありて は、 一死 もとより 大事 件には あらざる なり。 一般の 俗人 
なら、 いざ 知らず。 正 岡 子規と も あるべき 人なら、 亦然 6 ベ ^ 箸な り。 根蒂 にこの 悟脫あ 
り、 故に 猫の 最後 も 見事 也。 漱石 自身の 最後 も、 亦 同じく 見事なる べきな り。 明治の 文壇" 
われ 漱石に 於て、 高士の 俤を 見る。 

it # も戾 ある 人の 滑稽に して、 はじめて 眞 の 滑稽な り。 さなく ば" いやみと なり、 駄洒 
落とな り、 くすぐりと なりて、 輕薄 の氣紛 々として 近づく ベから す。 『我輩は 猫で ある』 一 
篇 、一寸 冷 かなる やぅ なれ ども、 徹頭徹尾、 面白可笑しく 讀 まる {は、 作者 其 人の 腹に 淚 
あるが 故な り。 又漱 石の 人格の 高き が 故な り。 唯漱 石は、 事實 上に も、 下らぬ 事に 癇癥を 
起し、 それが & 二 あら はれて、 自然の 滑稽と なる。 穉氣と 云へ ば、 穉氣な れど も、 むしろ 
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愛すべき ものな り。 世 もし 輩に 漱 石の 滑稽の みを 味 ひ、 警句の みを 味 ふ もの あら ば、 これ 
ょく 漱 石の 作を 讀む 者と 云 ふべ からず。 草枕の 主人公が 陶淵 明の 『採， 一菊 東 籬下一 悠然 見 二 
南山 1』 を 激賞した るは、 やがて 之れ 漱 石の 趣味な り。 漱石は 英文 學に 精通し、 哲學 的頭腦 
を 有し、 西洋の 新 知識に 富め ども、 根本は 漢詩、 俳句、 禪 、武士道な どに 含まれた る氣品 
を 身 解した る 人なる べし。 淵 明 もし 小 說を 作ら ば、 漱 石に 似た る ものが 出来るべし。 雪 舟 
もし 小說を 作ら ば、 やはり 漱 石に 似た る ものが 出來 るべ し。 石 川 丈 山 もし 小說を 作ら ば、 
やはり 漱 石に 似た る ものが 出来るべし。 社會の 趣味 墮 落し、 浮薄に して、 唯、 新を 追 ひ、 
藝術も 徒に 西洋の 糟 粕を甞 めて 得々 たる 世の中に、 雪 舟、 揲幽な どの 名 轟は、 どし—、 西 
洋に飛 び 出しつ、 あるな り。 氣品 とい ふこと を 解せ ざる 者は 去つ て 自然 派の 小說 を讀 め、 
自然 派の 小說 は、 また 獨特の 別趣 味 ある 也。 氣品を 解す る もの、 漱 石の 小說を 讀まば 、塵 
外の 仙境に 遊びた るの 心地すべき 也。 この 點に 於て、 明治 輕文學 壇上、 漱石が 獨步 也。 

さらば、 漱石は 、氣 品の 極に 達し 居る かと 云 ふに。 余は、 否と 答 ふべ し。 味噌の 味噌く 


さきは、 眞の 味噌に 弗ず とか 云 ひぬ。 氣品の 氣品 くさき も、 亦 上 乘の氣 品には あらざる な 
り。 寫生 文と 題す る 論文の 中に、 漱石 は、 寫生 文の 要を 說き て、 寫生文 家の 社會 人生に 對 
する は、 親の 子に 對す るが 如しと 云へ り。 これ だけなら 大に 好し。 然るに、 其 理由を 問へ 
ば、 子が 犬に 吠 立ら れて 、あわて、 にげて、 菓子を 落して、 泣いた からと て、 親は 其 子と 
同じく 泣く 能は ざるな りと 云 ふ。 漱石 のま だ 氣品 くさき も、 こ、 也。 其 作の 冷やかに 見 ゆ 
る も、 こ、 也。 子と 同じ 心に なりて、 子と it ハに 遊び、 子と 共に 鬼戲 もな し、 子と ±fc ハに 笑 ひ 
子と 北 ハに 泣き、 しばらく 小我を 沒し てこ そ、 まことの 親な れ 。氣品 もこ、 に 到りて、 渾然 
たる 大氣品 也。 潔癖に して 理智 のす ぐれた る漱 石には、 無理なる 註文 かもしれ ざれ ど、 漱 
石 もし 其大を 望ま ば、 自から 力めて 其理智 をく らますべし。 愚になる の 趣を 解すべし。 西 
園 寺 侯が 聰明 純潔の 資を以 て、 豺狼の ょりあ ひの やぅな 政界に 立ち、 政友黨 の總理 となり、 
內 閣總理 大臣と なれる は、 之を 能くせ るに ょるな り。 書を 讀み 居りて は、 漱 石の 理智 は、 
益 長ず べし。 しばらく 書卷 を攤 ち、 世の 愚物、 俗物に 伍して、 外部の 圭角を 去れば、 それ 


でょ き 事 也。 余の 飲酒、 道樂 、社交、 旅行 云々 を 云 ひしは、 要するに、 愚に なれとの 事な 
り。 必ずしも 小說に 酒を 描け、 道樂を 描けとの 事には あらざる なり。 

單に氣 品の みなら ば、 明治の 世と 雖 も、 佛に 名僧 あるべく、 野に 高士 あるべ し。 漱 石の 
みに 限らざる なり。 藝術 上の 手腕と して、 漱 石に 多と すべきは、 其 獨創力 也。 獨創 力なき 
氣 品は、 氣品な れど も、 陳腐と なるべし。 漱 石は 奇才 也、 月竝を 嫌 ひ、 常套を 忌む。 杜甫 
は 『語 不レ驚 レ 人 死不レ 休』 と 云 ひたる が、 漱 石に もこの 槪 あり。 何事に も 古人、 もしくは 西洋 
人の 糟粕 を甞 めず。 今の 自然 派の 作家が、 西洋の 自然 派の 糟粕 を嘗む るが 如 t は、 漱石の 
蛇 竭視 する 所なる べし。 漱石は 其小說 のみならず、 其 文章にまで、 自家の 新機軸を 出して、 
すべて 所謂 夏 目 式 也。 これ 藝術 上の 一大 要件 也。 大を缺 きて は、 大家と 云 ふべ からす。 大 
家と 云 ふべ からざる のみならず 藝術 上の 生命な きなり。 トルストィを 眞似 て、 トルストィ 
まで 至り、 モー パス サンを 眞似 てモー パス サンまでに 至り たれば とて， 一時の 愛嬌には な 
れ 、こけを どし にはな れ 、藝術 史上、 何等 存在の 價値な きなり 0 『我輩は 猫で ある』 はたし か 
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に 一種の 夏 目 式 也。 所謂 非人情 小說の 『草枕』 は、 猫とは、 とびはなれて、 亦 一種の 夏 目 式 
也 0 『二百十日』 も 『坊ちゃん』 も、 皆 夏 目 式な り。 短篇に 至る まで、 それぐ 特色 あり。 『一 
夜』 は、 漱石が 自 から 『我輩は 猫で ある』 の 中に、 『先達ても、 私の 友人で 送籍と いふ 男が、 
一夜と いふ 短篇を かきました が， 誰が 讀ん でも 朦朧と して、 取りと めが つかない ので、 當 
、こ 逢つ て" 篤と 主意の ある 所を 乳して 見た のです が、 當人も そんな 事は 知らない よと 云 
つて、 取り合は ない のであります。 全く 其邊が 詩人の 特色 かと 思 ひます』 と 云へ るが 如く 
まことに 禪 問答み たやぅ にて、 とんと 分り かねる ものなる が、 とにかく" 一種の 特色 あり。 
その他、 幻影の 楣 、薤露 行、 趣味の 遺傳 、琴の 空音な ど、 いづれ も 夏 目武な るが、 一篇は 
一篇の 特色 ありて、 似寄つ たもの なく、 いよ^ ■出で、、 いよ'^ 新、 いよ/、 奇 、以て 
才の大 なる を 知るべし。 

かく 小說其 物が 世に 夏 目 式と 云は るが、 文章 も 亦 夏 目 式と 云は る。 形容、 譬喻な ど、 あ 
り ふれた ^ 司 ^ 、 一つ も 用ゐず 。皆自 から 新に 工夫して、 而 かも 妥帖 也。 毫も 4- 硬なら ず 


警句 續出 、應 接に 遑 あらず。 文才に も 長け たる 人なる 哉。 文は 長 けれども、 句は 短く、 從 
つて、 力 あり。 複雜な る ことを 明白に 描き出す。 所謂、 痒い 所に 手の 届く とは、 漱 石の 文 
章の 事 也。 對話 のうけ 具合 も、 今の 小說 家の 中に ては、 上出來 の 方 也。 西洋の 新 知識に 加 
へて、 漢文、 漢詩、 俳句の 素養 も 深 かるべし。 和歌 和文の 素養は 餘り 見ぇざる やうな れど 
も、 文法 語格な どの 間違は、 幾ん ど 無くして、 文章 家と しても、 一種の 異彩を 放てる 名 
文 家た るを 失は す。 漱石は 新を 好み、 奇を 愛すれ ども、 妄りに 小才を 恃み て、 格を 破りた 
るに 非ず。 十分な 文學の 素養 ありて、 一且格 に 入りて、 而 して 後、 格を 出で たるな り d 故 
に 前人を 襲蹈せ ずして、 自ら 法度 あるな り。 

今、 朝日 新聞に 出しつ、 ある 『虞美人草』 は、 未完な れば 、しばらく 言は ざるべ し。 在來 
の 作は、 『我輩は 猫で ある』 の 外、 『野 分』 の 一篇を 除きて は、 漾虛 集と 鶉 籠と に まとまれり。 
r 我輩は 猫で ある』 は、 漱 石の 名を 成さし めた る だけ ありて、 どうしても、 第一の 傑作 也 0 
之に 次ぎて 、『 草枕』 と 『坊ちゃん』 とが 見るべし。 人 或は 漱石が 小說の 技倆を 疑 ふ もの あ 
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り。 され ど、 坊ちゃんが 書ければ、 小說の 技倆は、 十分 也。 坊ちゃんは ょく 躍動す。 所謂 
小 說の格 には まりた る もの 也。 

かぅ まで 坊ちゃ んを 躍動させる には、 作者 自身を 描ける に 非す んば 、出來 ざる 事 也。 當 年* 
『油 地獄』 は、 齋藤綠 雨の 傑作と 稱 せられた る ものなる が、 極めて 内 氣な る、 恥 かしがり の、 
初心なる 主人公は、 綠雨 自身な りと すれば、 我儘で、 氣が 勝ちて、 員 嫌 ひで、 而 かも 無 邪 
氣なる 坊ちゃんは、 漱石 自身なる べし。 『草枕』 は 之と 異なりて" 格を 出で たる 所謂 非人情 
小說な 〇〇 文章 最も 美な り。 警句 最も 多し。 漱石 自ら 說明 せる 如く、 美を 美と して 描ける 
小說 也。 弗 人情の 一麄家 、溫泉 場に 赴きて、 非人情の 美人に 遇 ひ、 之を 描かん とすれ ど、 
何處か 足らぬ 處 あり。 され ど •こ、 ぞ とつき とめる こと 出來 ざり しに、 停車 揚裡 、人を 送り 
し 時、 その美 人の 顔に、 『憐れ』 が 浮び 出しを 見て、 これ だく、 これ 麄にな ると 喜びたり 
と 云 ふだけ にて、 筋を 云へ ば、 極簡な れど も、 筆 底 花を 生じ、 描寫 神に 入り、 美を 極め、 
妍を つくし、 人を して 憲裡に 逍遙す るの 思 あらしむ。 その美 人の 頭に 『憐れ』 を 缺き て、 
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翥にな らざ るを 知る の漱 石は" 我が 作に も 同じく 『憐れ』 を缺 くの 不可なる を 知らざる ベ 
からず。 思 ふに 漱石 は、 尋常の 藝術家 以上に 自分の 下らぬ ことを 自知 せる だけの 明 ある 
べし。 これ 『我輩は 猫で ある』 の 成れる 所以 也。 され ど、 人 も 皆 下らぬ ものと 思 ふなる ベ 
し。 これ 『憐れ』 を缺 ける 所以 也。 

余は おもに 藝術 家と しての 漱石を 見たり。 卽ち漱 石の 輕文學 のみを-見たり。 漱 石には 
r 文學 論』 の 大著 あり。 『文藝 の哲 學的價 値』 とい ふ 長 論文 も あり。 その他に も 論文 ありて、 
硬 文學に 於ても、 亦 有力の 士也 。漱 石の 如き 作家が、 新聞 小說の 中に あるは、 はきだめの 
鶴と 云は V 、 或は 誇張に 失する かも 知れず、 安普請の 小 借家の 金屏風と でも 言は むか。 新 
聞に 小說を 草して ょり 未だ 久しから ざるに、 讀 者の 評判、 はやは じめ の やぅに もは く、 毀 
譽 相 半せ ろが 如し 0 『我輩は 猫で ある』 に輕 快なる 滑稽の みを 味 ひて、 漱石が 新機軸の 氣品 
を 味は ざるの 致す 所たら ずん ば あらざる なり。 

鼠の 見た る 夏 目の 猫 
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夏 目の 猫は 死んだ。 元來 、我等 鼠族の 仇敵 だが、 夏 目の 猫は、 一度 も、 我輩に 仇した 事 
は 無 かつた。 此點 でも、 わが 輩は、 うれしく 思つ て 居る。 今、 その 猫が、 ビール に 醉つぱ 
ら つて、 水 甕の 中へ 落ちて、 死んで 仕舞つ たのを 見て は、 實 に、 氣の 毒で たまらぬ。 むか 
し、 武田の 軍が やぶれて、 勝賴の 首が 信 長の 前に 持 出される と、 信 長は 之に 唾を 吐き かけ 
たが、 家康は 之に 反して、 敵ながら も、 大將の 首 だと 云つ て、 丁寧に 禮を 施した とい ふ 話 
である。 一寸、 この 信 長と 家： 康 との やり 口を 見る と、 信 長の 方が、 亂 暴で、 家康の 方が 
情誼に あつい やうに 思 はれる が、 少し 立ち入つ て 腹の 中を さぐつ て 見る と、 信 長の 方が、 
却つ て 正直で、 天眞 爛漫な 處も ある。 家康の 方は、 形は、 如何にも、 情諠 にあつ くて、 禮 
儀を 辨 へて 居る し、 まんざら 心に も 無い ことで もなから うが、 また、 この やうに して、 甲 
斐の國 人を なつ. けようと いふ 策略が こもつ て 居た かも 知れぬ。 今、 我輩は、 畜生たり と雖 
も、 信 長の やうな 蠻的な ことは しない。 人に よく 思 はれようと いふ 策略 もない。 心底から、 
氣の 毒に 思うて、 甕の ふちに 上つて、 猫の 屍骸に 向つて、 手を あはせ て、 伏し 拜んだ 。南 


無 畜生、 頓生 菩提、-^、/,、。 

我輩は、 夏 目の 猫の みに、 この 禮意を 表する のでは 無い。 多年、 我輩に 仇した 猫に對 し 
て も、 これく らゐ の禮 意を 表する だけの 度量を もつ て 居る。 夏 目の 猫の 最期の 覺悟 は、 ま 
ことに 見事で あつたと、 我輩は 敵ながら も、 感服せ ざるを 得ない。 もがいて 見た が、 到底 
駄目と 悟つ て、 落ちついて、 心 しづかに 死んだ のは、 あつぱれ、 大人 君子の 態度で ある。 
今の 世の 修養の ない 厭世 者、 煩悶 者に、 少し 丸藥 にで もして 飮 まして やりたい。 こんな 點 
になる と、 我輩は、 平生、 猫 以上の 覺悟が あるつ もり だ。 駄法螺 ぢやな い。 まあ 我輩の や 
うな 鼠の 身に もな つて 見 給へ。 人間は、 我輩に 對 して、 常に 悪意を もつ て 居る。 猫を 使つ 
て、 我等を 平げ つくさう として 居る。 殊に ペストが 流行り だしてから、 我輩の 首は、 毎日、 
交番 所の 巡査の 實驗に 供せられ る。 死 馬の骨 五 百 金とは、 むかしの 話しに 聞いた が、 あは 
れ や、 我輩 死 鼠の 骨は、 わづか 五錢 、それでも、 慾に 目の なき 世上の 人間、 わ づか五 餞の 
目く され 金に 迷うて、 どし—- 我輩を 征伐し にか、 る。 斯樣 に、 へ 我輩は 四面 皆 敵の 中に 生 
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活せ ねばならぬ。 わが 輩の 命は、 風前の 燈 よりも、 果敢ない ものである。 實に 苦しい とも 
つまらない とも、 何とも 云へ ない 境涯で あるが、 その代り、 死と いふ 問題は、 平生 硏究せ 
ざるを 得ぬ。 明治 太平の 世に 生れた 弱蟲の 人間 こそ、 自分が、 命が 惜しい と 思 ふ 心から 割 
り 出して、 死の 問題を 非常に おもく 見て 居る が、 むかしの 武士では、 御馬 前の 討死と いふ 
事は、 生れてから 覺悟 せねば ならぬ。 死ぬ る ことは、 何でもない。 命は、 いつでも、 のし 
付けて進上するつもりで居る。日本人が戰爭につよいのは、この心がけがあるからだ。そ 
こへ ゆく と、 わが 輩 も、 大に 日本 武士 的 だ。 いつでも 命は、 進上す る。 それ も、 四面 皆 敵 
の 苦しい 境遇から、 自然に 養成せられ たので ある。 たつた 五錢 では 情けない が、 もつ と價 
が あつて、 死 馬の骨の 五 百 金とまで は 行かず とも、 せめて、 二 三百 金になる なら、 我輩は 
いつでも 死んで あげる。 こそ< 臺灣の 彩 票を 買 ふ お 方の 爲 めに 死んで あげ ませう。 懸賞 
小說 にう き 身を やつす お 方の 爲めに 死んで あげ ませう。 金 故に 男を 賣るお 方の 爲めな ら、 
なほ 更 死んで あげ ませう。 
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夏 目の 猫は、 わが 輩に とつて は、 恩人で ある。 然し、 恩は 恩、 缺點 は缺點 として •わが 
輩が、 公平に 判斷 を r して 見る と、 夏 目の 猫は、 猫と しては、 あまり 褒めた ものでは 無 か 
つた。 鼠を 取る のは、 猫の 本職と 古來相 揚がき まつて 居る。 然るに 夏 目の 猫は、 鼠を 取ら 
ずに、 噴り に、 下らぬ ことば かり" しやべ りつ V' けた。 之を 人に たと へる と、 文士 見た や 
ぅな もの だ。 何等の 智德 もな く、 見識 もな く、 た V 靑年戀 愛の 情に かられて、 少し ばかり、 
女の 衣服 言語を 觀察 せる を、 楣に とりて、 國民 たるの 本分は、 つくさずに、 筆と りて、 下 
らぬ觀 察を かきこね るが、 今の 文士と いふ ものであるが、 夏 目の 猫は、 丁度、 それと 同じ 
事 だ。 然し、 門前の 小僧、 ならは ぬ 經を ょむ。 夏 目の 猫は、 主人が 學者 であつ て、 さつぱ 
りした、 脫 俗した 處が ある tf けに、 今の 世の 文士連 中ょりも、 も そつと、 氣 のきいた 面白い 
事を 云つ て 居る。 その あんばいで 進んで いつたら、 も そつと、 氣 のきいた、 面白い 事を、 
ぞく-^ 言 ひだす であつ たらぅ に、 俄に 死んで 仕舞つ て、 實に 惜しい ことを した。 
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高山 樗牛 

樗 牛の 一生 

明治 三十 五 年將に 暮れむ として、 文 m 一夜 湘 南の 濱に墮 ちぬ。 嗚呼 ゆかしと 思 ひし _倉 
の 地、 樗牛の 亡き 骸を荼 毘に する の 處とな らむ とは 思 ひかけ き や。 われ 鎌 倉を 訪ひ しこと、 
前後 四囘 、はじめは 歴史の 古蹟を 親しく 看む とて、 ひそかに 雀躍した りき。 以後、 雀躍す 
るまでに は 至らず とも、 なほ 何となく ゆかしと 思へ ゎ〇而 して 阼日 の歡樂 一夢に 歸 して、 
終に こ、 に 友の 葬を 送らざる を 得ず。 

われ 君と 同じ年に 大學に 入りた れど も、 君は 第二 高等 學 校より し、 我は 第 I 高等 學 校よ 
りせ り。 君は 哲學を 修め、 我は 國 文を 修めたり 〇入學 してより 一年 餘り ま、 ^ えて 咱識ら 
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ず。 帝 國文學 起る に 及びて、 はじめて 相識れ り。 酒 間 曾て 樗牛醉 ひて 戲れに 余に 謂つ て 日 
く、 君は 體が 弱さぅな り。 必ず 早く 死せ む。 君 死な ば、 われ 弔文を 作らむ と。 われ 日く、 
柳に 雪折れな し。 君 こそ 早く 死に さぅな れ 。君 死な ば、 われ 弔文 草せ むと。 座に 芥舟 、醒 
雪 諸子 ありき。 必ずや、 記憶せ るなら む。 爾 來わづ かに 七 八 年、 惡譃 、讖 をな して、 樗牛 
先づ 死せ り。 嗚呼 誰か 思は む や、 蒲柳の質の 我が身 死せ ずして、 壯健な りし 樗牛 先 〇 死せ 
むとは。 又 思は む や、 碌 々として、 生きて 甲斐な き 我が身の、 瓦と 全くして、 才 に、 學に 
天下の 重 望を 貧 ひし 樗牛 の碎 けむとは。 

天下 知る と 知らざる と、 樗 牛の 死を 聞きて、 誰か 哀悼せ ざ 6 もの あらむ。 然るに、 眞に 
哀悼すべき は、 死せ る 今日の 樗牛 にあらず して、 病の 爲に 留學 を辭 せざる を 得 ざり し當年 
の樗牛 にあり。 嗚呼 絕大の 秀才が、 文部省ょり 拔擢 せられて、 西洋に 留學 せむ とせし は、 
蛟龍の 雲 雨を 得た るに 比する も、 必ずしも 大袈裟に あらず。 然るに 二豎 無情、 この 才人を 
拉し 去つ て、 病床に とざしぬ。 當時 、樗 牛が 心中 果して 如何な りしぞ や。 爾來少 康な きに 
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あら ^ りし も、 愁雲 常に 穩 牛の 身に たなびきし や 必せ り。 

而 して 藝が 身を 助く る不仕 合、 病 間な ほ 筆を 執つ て、 天下の 讀 者に まみえざる を 得 ざり 
しは、 氣 保養に なりし こと も ありし なる ベ けれども、 時には 苦しく 思 ひしなる べし。 病つ 
ひに 重りて、 病院の 一室を わが 天地と 限らる、 に 至りて は、 これ 傷を 員へ る 猛獅を 檻內に 
押し込む るに 異ならず。 多情 多感なる 樗 牛、 豈 にょく 之に 堪へむ や。 一日ながら ふれば、 
一日の 苦痛 あり。 樗牛む しろ 甘んじて 瞑目せ しなら むか。 

樗 牛、 病床に 悟脫 して、 枯木 冷 灰なら むには、 餘 りに才 あり。 餘 りに 活氣 あり。 樗牛は 
一生 何 か 活動せ ずには 居られざる べし。 晚年ニ ィチ H に 私淑して、 美的生活を 唱 へしは、 
思 ふに、 その 眞 面目なら むか。 かば かり 勝氣 にて 才す ぐれた る 絕大の 才人が、 空しく 病院 
に 呻吟して、 思 ふやぅ に學 問を 硏究 する 能は ず、 事業を なす 能は ず、 本能 的 性情を 逞しぅ 
する 能は ざるは、 げ にこの 世ながら 地獄な り。 悲しから ず や。 美的生活 論は* この 才人が 
現世の 地獄に 煩悶した る さけび 聲な りき。 われ 社 會の爲 め、 文壇の 爲に 、樗牛 の 死を ft ま 


ざるを 得ず。 然れ ども、 死生、 命 あり。 樗 牛の 如く、 多く 活動したら むには、 三十 年の 生 
涯も 短し とはせ ず。 花々 しき かな、 樗牛の 一生。 明治の 世、 才人 多し。 され ど、 樗 牛の 如 
く、 花々 しきもの、 果して 幾人 か ある。 われ 等 凡人の 一生は、 牛の 重荷を 員ぅて、 の その 
そと 步むが 如し。 樗 牛の 一生は、 駿馬の 名人を 乘せて 走れるな り。 もしくは 電氣の 空に き 
ら めけるな り。 

われ 大學 以前の 樗牛を 知らす。 大學に 入りた る 後の 樗牛 は、 學生 にあらず して、 名士な 
りき0樗牛が靑年時代の才情を逞しぅし、才筆を揮ひし瀧口入道一篇、名をかくして、讀 
賣 新聞 懸賞の 歴史 小說の 選に 入り、 世み な その 才筆に 驚きて、 作者の 何人なる かを 物色し 
て 止ま ざり しが、 何ぞ 知らむ、 これ 冷 かなる 哲學 を硏究 する、 大學 の一學 生が 筆の す さび 
ならむ とは。 樗牛 もし この 方面に 向つ て 進みし ならむ には、 優に 一代の 小說 家と なりし な 
るべ けれど、 樗 牛の 才氣 ありあまりて 多能なる、 豈に區 々たる 明治の 小說 家と、 任を 同じ 
ぅして 甘ん ずる ものなら む や。 


樗牛が 大學 時代の 半ばに して、 帝 國文學 起り- 樗牛 掾大の 筆を揮 ひて、 帝 國文學 は 幾ん 
ど 樗牛が 獨舞 臺の觀 あり。 その 四號以 前の 時文は、 幾ん どみ な 樗牛 I 人の 筆な り。 爾來人 
りかは り、 立ち かは り、 二人に て 書き、 三人に て 書き、 四 人に て 書き、 五六 人に て 書く も、 
竟に樗 牛 一 人の 當 時に 如かず。 

旣 にして 樗牛は 太陽に 移りて 評論に 才筆を 揮 ひ、 評論 壇の 先輩た る 逍遙、 鷗外 諸氏と 對 
峙 して 備然 たる 一大 强國 の觀 をな し、 逍遙、 II 外、 筆を 中止す るに 及びて、 天下の 評論 
壇は、 終に 樗牛 一人の 舞臺 となれ り。 かく 筆を 執る の 傍、 櫻痴 、逍遙 諸 名士と 伍して、 演 
劇の 改善を 圖り しこと も ありき。 而もな ほ學 業を 怠らす、 桑 木， 姊崎 諸氏と 共に、 秀才 多 
しと 稱せ られた る 明治 二 十九 年 卒業の 哲學 科學生 中の 優等な りき。 何ぞそ れ縛 々として 餘 
J 裕ある や。 

官立の 學 校に 藉を有 せざる 一雜誌 記者の 樗牛が 、留學 の 命に 接した るは、 實に當 時の 異 
數な り。 病の 爲に 留學を 得 ざり しか ども、 病 間 筆を 呵 して 論文を 草 すれば、 文學 博士の 學 


位は、 忽ち その 膝に 落ちぬ。 規則 通りに、 大學院 五 年の 年限に 於て、 論文を 草して 博士と 

なりたる も、 また 異數 とすべき なり。 君が 大學に 入りて より、 死に 至る まで、 僅に 九 年 半、 

その 終りの 二 年 半は、 病床に 惱 みしが、 實に 君は 短き 年月に 於て、 花々 しく 活動せ り。 伊 

藤 侯 や大隈 伯が、 三 四十 年 か、 りて 政治 界に 贏ち 得た る 重 望を、 君は 僅々 數 年間に て、 文 

壇に 羸ち 得たり。 男子 生れて、 こ、 に 至る。 また 以て 偉と する に 足る。 君 願く ば 瞑目せ よ。 

五十 年 も 一生な り。 三十 年 も 一生な り。 百日紅の 夏 一 夏を 飾る も、 花の 一期。 山 櫻の ばつ 

とひら きてば つと 散る も、 また、 花の I 期な り。 君は なほ 朝 陽に 映發 して •元氣 よく 散り 

行く 山 櫻の 如き か。 男子は、 寧ろ 太く 短く 花々 しく やつての けて、 惜 まれて 死なむ 。君の 

勝氣な る、 一日 も懶眠 する 能は す。 爲に 或は 君の 死期を 早めし かも 知る ベから ざれ ども、 

され ども、 君の 短き 一生を 花々 しからし めたり。 また 何ぞ 憾みむ や 〇 さるに て も、 無情な 

る 明治 三十 五 年の 年波は、 天下の 秀才、 樗 牛を 誘 ひ 去つて、 日本の 文壇に 深き 恨みを きざ 
めり 3 
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S D 本領は、 いづれ にあり しか、 知るべからず。 され ど 君は 何事で もよ した V 花々 し 
く 活動して のけ t; と. 期せし には あらざる か。 君、 一面は 非常に 熱す。 加 ふるに 才情 、才筆 
を 以てす。 君が 本來の 面目は、 それ 詩人 的 か。 され ど 君は また 世才に 長 じ、 常識に 富む。 
而して 冷 かなろ 處 あり。 卽ち胸 熱して、 頭 ひや、 かなり。 君 やまた 傑出せ る學 者と なり 得 
べき 能力を 有す。 もし 君の 手より 文と 書物と を 奪 ひ 去る も 君は なほ 才物な り。 政治 界に志 
したら t; こよ、 よし ^ 、 大臣た るの 貫目は なしと する も、 少く とも 沼 南、 蘇峯 ぐら ゐの成 
功は ありし なるべし。 され ど、 政治 界に 頭角を あらは さむには、 年 効を 要し、 履歴を 要し、 
多少の. 情 實をも 要す。 單に 力量の みに て 成功すべき にあらず。 君は その まどろし きを 厭 ひ 
て、 念を 政治に 絕ち て、 文壇に 活動せ しには あらざる か。 君は 餘りに 多角、 多方面な り。 
何事 も 人より 遙に 傑出す 。君が 萬 古 不朽の 大學 者、 大 評論家、 大 文章 家た る 能は ^ りしは 
年齡之 を 許さ V' りしな り〇少 くと も 今 十 年、 壯健 にして 生存したら むには、 學問界 か、 文 
章界 かに、 不朽の 大事 業を 印せ しなるべし。 君は 學者 としては、 主として 美學を 硏究せ む 
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としたれ ど、 君の 病と 君の 夭折とは 終に 君を して 美學 上に 新面目を 開かし むる までに 成功 
せしめ ざり き。 君が 文壇に 才筆を 揮 ひしは、 生前に こそ 花々 しかり けれ。 時代を つくる ほ 
どの 影響は なかり しが 如し。 逍遙が 小 說神髓 を 著は して、 日本の 小說を 一變 したる が 如き 
痕跡は 殘らざ らむ 。され ど、 少壯の 身を 以て、 評論を 獨 占し、 獨 立濶步 、獅子頭を 地に た 
れて 吠ぇ、 百獸 をして 走り 且つ おそれし むる の 觀を呈 したる は、 男子の 能事 畢れ りと 言は 
ざるべからず。 夭折した るは、 命な り。 君 願く は 瞑せ ょ。 

もし 君の 成功に して 稱すべ きものを 擧ぐれ ば、 君の 自ら 好まざる 所に せょ、 それ 雜誌記 
者た るに あるか。 君 や、 政治家には なり 得べき も、 恐らくは、 才物の 域に して、 眞に 偉大 
となり 得べき を 保す る 能は ず。 君や讀 書を 好めり。 また 才筆を 有す。 到底 君は 筆と 書物と 
をな げ ぅつべ からず。 もし 單に學 力の みを 以てすれ は、 大學 出身者の 中 にても、 君に すぐ 
れた る人少 からす。 才筆の みを 以てすれば、 恐らくは、 當代 獨步 とまでは 勝れたら ざら 
む。 た V 才學 才筆 兼備す る點 は、 君は 實 に獨步 なり。 詩人 的 情熱を も 有し、 學者的 思案 思 


索 力を も 有し、 世才もぅと からず、 氣が き、 て、 觀察 奇警 識見 凡な G ず。 筆を f れ 'は 
千 言 立 どころ に 成り、 才氣 人を 刺し、 才情橫 逸す。 學は哲 學美舉 を 主として 、宗教、 敎 育、 
歴史 及び、 語學 は英獨 和漢に 亙り、 東西の 文學 美術に 通ず。 文藝の 評論と して、 君 ばかり 
適當な る ものは、 他に 之を 見ず。 余 や 悉く 君の 論旨に 感服す る 能は ざり しか ど、 縱橫の 論、 
堂々 の 筆、 恰も 戰國 武士の 風 あり。 言 ふ 所 まがりた る も、 とにかく 人を して 傾聽せ しむる 
に 足る は、 君の 才力の 非凡な りしを 知るべし。 いつも 斬新の 言を 吐かむ ことは 期し 難き も 
のな れど 、君の 論は いよ—^ 出で、、 いよ-^ 新に、 讀者 は翹 足して、 每月 君の 評論の 出 
づる を樂 しめり。 かくて、 君は 常に 文壇に 問題を 提供せ り。 君 一 たび 口を 開けば、 反響 四 
方に 起る。 群る 批評家、 こも f 鋒を 君に むけて、 可と 稱し 、否と 叫ぶ。 君、 よき 敵と 見 
れば 鋒を 交へ、 木 葉 武者と 見れば、 一 睨して 過ぐ 〇壯な るかな 。君が 評論 壇に 於け る 花々 
しき 態度は、 當年關 羽が 千里 獨行 せし にも 比すべ し。 君を 目して、 雜誌 記者と して 成功せ 
る ものと いはず んば 、それ 誰を かいはむ 。嗚呼 君に して 不治の病に か、 らず 、依然として 


書を 讀み 、美學 を硏究 し* 官位に 戀 々たらず、 妄りに 大學 の敎授 とならむ ことを 望まず、 
現世の 地位は、 布 衣の 一雜誌 記者に 甘んじ、 ます-^ 識見を 長ず る と共にます^^ 才筆を 
揮 ひ r-' よろ づをな げ ぅち、 一身を さ、 げて 、之に 熱中せ しなら ば、 明治の 文壇は いかば か 
り 花々 しかるべき ぞ や。 借い かな、 今や 君卽 ちな し。 

余は 君を 忍ぶ の 情 切なり。. 一々 君を 批評す るに 堪へす 。され ど、 な ^ この 才人の 爲 に、 
語る 所 あらざる を 得ず。 余は 君の 文章を 愛讀 する もの、 一人な り。 君の 文は 華麗より 入り 
て、 莊 重に 進めり。 而もな ほ 才氣を 失は ず。 瀧 口 入道は、 や、 浪六 流の 臭氣 あり。 我 袖の 
記に 至つ て、 體を西 文に 取りて 才筆 才情を 逞しぅ せり。 淸見 瀉一篇 に 至りて は、 はじめて 
粉 華を 去りて、 素顔の 美人を 露出す。 文情楚 にして、 情 哀切な り。 恨む らくは、 君の 美文 
の 多から ざる ことを。 君は 詩才を 有しながら、 など 多く 詩を つくら ざり けむ。 君の 論文 も 
近 松を 評論せ し 頃は、 才 華爛發 せし と共に、 多少 穉氣も ありき。 日本 主義を 唱 へし 前後は 
や、 乾燥に 傾きし が、 月光 美、 平家 雜感を 草す る 頃には、 いよ ノ 、圓 熟し 來 り、 粉 華を 去り 


て、 才氣を 失は す。 長編は 莊重 にして 堂々 たり。 短文は 銳 くして 奇な り。 され ど、 なほ、 
輕妙 自在の 趣は 得 ざり しが 如し。 君が 評論家と しての 態度は、 はじめは、 成るべく、 詩人 
的 情熱を 抑へ て、 冷靜 なる 哲學 者を 粧 へり。 平家 雜感 あたりょり、 多情多恨なる 才子の 面 
目を ほのめかし、 美的生活、 淸盛 論、 日蓮 論 等に 至りて は、 最早 ひや、 かなる 哲學 者に あ 
らす して、 溫かな る 詩人な り。 され ど、 君、 詩人と ならむ には、 餘 りに 才 あり。 學者 とな 
ら むには、 餘 むに 情 あり。 思 ひ 切つ て 放言を 吐かむ には、 餘 りに 如才なし。 君は 竟に 才子た 
るを 免れず。 晚 年の 作、 煩悶の 聲 ありし を咎む るな かれ。 蟲けら の 類は、 た、 かれても 音 
なし。 虎 や、 獅子 や、 難に 逢へ ば、 怒號 せざる を 得ず。 到底 枯木 冷 灰と なる 能は ざるまで 
に、 才氣と 活氣と ある 樗牛が 病中の 作、 虎獅の 怒號に 類す る もの ある、 また 止む を 得ん や。 
樗牛が 學者 もしくは 評論家と しての 俤は .，おもに 明治 二 十八 年 以後 太陽に 散見す。 自らょ 
りぬ きて 集めた る ものは 時代 管 見、 文藝 評論 あり。 世界 文明 史 、近世 美學な ども、 樗 牛の 
爲に 重きを なす ものなる ベく、 釋迦傳 、淸 盛傳 は、 少年の 讀物 として 作りし に 過ぎざる も 
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なほ 樗牛が 筆の 美なる 一 班を 伺 ふべ し。 

要するに、 夭折せ し樗 牛、 雜誌記 者と して 成功せ りと 云 ふ もの、、 未だ 十分に その 能力 
を發 揮したり とは 云 ふべ からず。 余輩は、 文壇の 爲に 、二 豎の 無情なる を 痛 歎せ ずん ば あ 
らず 。余 や 曾て 戲 れに樗 牛と 弔文を 爭 ひしと いへ ども* もと 文章の みに 就いて、 多少の 自 
信 ありたり しに 過ぎず。 而 して 余の 禿 筆は、 終に 遺憾な く樗 牛を 弔す る こと 能は ず。 あ、 
われ 終に 筆を 焚かむ かな。 余 や樗 牛と 學朋な る も、 天分 ことなれり。 才や 、學や 、識見 や、 す 
ベての 點に 於て、 君を 友と 呼ばむ には、 君は あまりにす ぐれたり。 樗牛や 、何事 も 我が 師 
なり。 常に 君の 示敎を 受けたり。 今や 幽明 さか ひを 異にして、 また 相 見る こと 能は す。 止 
んぬ るかな。 思へ ば、 はかなき 人の 世、 今日は 弔 ふ も、 明日は 弔は る。 明日 知らぬ 身と 思 
へど も 暮れぬ 間の 今日は 人 こそ 悲し かり けれ、 と 詠 じけ む。 樗牛を 弔 ふに 當 りて、 この 歌 
のはな は V- 切なる を 感ぜず んば あらず。 


帝 國文學 創刊 時代に 於け る 樗牛君 

當 年の 文壇、 硬文學 としては 德 富蘇峯 先生の 『國民 之 友』 あり、 三 宅 雪嶺 先生の 『日本人』 
あり。 軟文學 としては 坪 內遒遙 先生の 『早稻 田 文學』 あり、 淼鷗外 先生の 『梛草 氏』 あり 0 
國文界 には 落 合 池邊兩 先生 盛名 ありき。 高等 中學 時代、 校友 會雜 誌に 腕を 鍛ひ たる 文科 大 
學の 連中、 何 か 一と 旗 あげたくて た 先らず、 終に 我等 二 學 年の 連中-中心と なりて、 『帝 國 
文學』 を 起したり 。其 中心 中の 中心は、 高山 樗牛君 也。 庶務を 總理 して 女房役を つとめた 
るは、 岡 [H 正 美 君な り。 外 山、 井上、 上田 諸 先生 大に 力を 添 へられた るが、 中心は 先輩に 
在らず して、 學生 にあり き。 然るに 世間に ては 帝 國文學 を 文科 大學 の機關 雜誌の 如くに 思 
ひて、 大 に歡迎 したりき。 樗牛 君は 之ょり 先、 その 處女 作の 瀧 口人 道、 讀賣 新聞の 懸賞 小 
說に當 選して、 文壇の 耳目を 聳動せ しめたり き。 其 叔父 太 田資順 氏、 大日 本 岡 書 株式 會社に 


在りて 勢力 あり。 談は叔 媛の 間に 诀し 、先輩 側に ては、 洋行 歸り ほや^- の 上田 先生 專ら 
事に 當 り， 大日 本圖書 株式 會 社より 出版す る こと、 なり、 初 號の賣 高 八 千 部に 上りた るは、 
當 時の 文學雜 誌と しては 異數な りき。 初の 委員は 狩 野 直 喜 君、 鹽井雨 江 君、 (以上 三年 生) 
高山 樗牛 君、 島久 次郞 君、 (以上 二年生) 上田 敏 君、 岡 田 正 美 君、 內 海月 杖 君、 (以上 一年生) 
の 七 人な りき。 四號 より 委員 改選せられ たり。 卽ち 、畔 柳芥舟 君、 佐々 醒雪 君、 武島 羽衣 
君、 藤 岡 勝 二君、 余 (以上 二 年生) 上田 敏 君、 岡 田 正 美 君 (以上 一年) の 七 人と なれり。 三 號 
までの 雜誌 は、 樗牛 一人に て 書きたり。 而 して 余 等 委員と なりし 時には、 樗牛 君は 旣に太 
陽の 時評に 執筆して、 逍遙 鷗外の 先輩と 對峙 し、 天下を 三分して 其 一を 有つ の槪 ありき。 
實に樗 牛 君は、 學才も あり、 文才 も あり、 世才 も あり、 學生 中より 旣に 紳士的に して、 同 
學中 、一頭 地を 拔き 、妄りに 他に 追隨を 許さ V りき。 幕末 長 州の 先輩 中に て、 高 杉 晋作獨 
り 一頭 地を 拔き 、伊藤 公、 山縣 公、 井上 侯 等、 いづれ も 一目 以上を 置きた， りとの 事なる が、 
樗牛 君の 我等 同學に 於け る も、 亦斯の 如き かと 思 はれたり。 編輯 終る 每に 、委員 一同 牛肉 


店に 會飮 する が、 此上 もな き 慰藉な りき。 樗牛君 折々 來り會 したり。 而 していろ^. 世話を 
燒き たり。 編輯 所には、 醒雪 君の 下宿を 充てたり。 當時 誰も 『帝 國 文學』 が 一學生 の 下宿 
にて 編輯 せらる、 ものとは 思 ひかけ ざり しなるべし。 樗牛 君は 力が 非凡なる 代りに、 同人 
に對 して、 ちと 傲慢な りき。 一夜、 醒雪 君の 下宿に、 樗牛 君と 枕を 竝べて 一泊せ しこと ぁ 
り。 忠告す るは、 この 時な りと て、 われ 露骨に その 傲慢なる ことを 諫めし に、 樗牛君 日く、 
余は 常に 人を 凌がむ ことを 期す。 その代りに 裡 面に 於て 人一倍の 努力を する 也と。 吾此語 
を 聞きて、 男らしき 覺悟な りと 感じ入り、 また 言 ふ 所を 知ら ざり き。 駿 尾に 附す るとの 語 
ぁるが、 われ、 淺學 菲才の 身ながら、 樗牛 君を 始め、 其 他 諸 秀才の 驥尾に 附 したる 御蔭に 
て、 在學 中、 旣に 文名を 知られ、 筆を 以て 世に立つ に 至極 都合ょ かりき。 樗牛君 世を 去つ 
てょり 旣に 十餘 年、 自ら 顧みて 我 愚を 知る につけて、 ます^^ 君の 偉なる を 感ぜす んばぁ 
らざる 也。 


正 岡 子規 

子規の 旬 

鎌 倉 や 畑の 中に 月 一つ 

さすがに 俳句の 大家、 正 岡 子規な り。 國 破れて 山河 あり。 邸閣の 跡は、 今、 畑と なる。 
天邊 一輪の 月、 曾て 昔の 繁華を 照らし、 今の 寂寥を 照らす。 土窟の 鮮血、 化して 靑苔 とな 
り、 八幡 祠畔の 銀杏、 空しく 天に 聳ゆ 。五山の 華 鱗 眠りて 吼ぇず 、長 谷の 大佛 、千年の 興 
亡を ょそに、 超然と して 趺 座す。 忽ち 鼙鼓の 如く 聞 ゆるは、 由井ヶ 濱に打 寄す る浪の 音な 
るべ し。 千古の 絕唱 。子規の 傑作。 芭蕉の 『夏草 やつは もの どもの 夢の 跡』 に まさ と 
萬々 なり。 殊に 鎌 倉を 詠ず る 詩と し 5 實に 空前な り。 恐ら 4 覆なる ベし。 ついでに 言 


ふ、 鎌 倉 も 近年 人家たち つ V くやぅ になり て、 幽寂の 趣は 大に 減じたり 。子規の この 句は、 
明治 二十 年 前の 鎌 倉を 見て 作りし なる V し。 

子規の 遺著 

子規 死して、 その 遺著 世に出 〇 る もの 少なから す。 その 詳傳を ものした る もの さへ あり。 
されど余はなほ望む、子規の全集を出さんことを。一葉に全集あり〇透谷に全集あり0紅 
葉、 露 伴、 證 •臨 外な ども、 生前 旣に その 作 ほ>  まとまれり。 子規 豈に 全集な かるべ け 
む や。 

子規、 病床に ある こと、 七 八 年、 日夕 血と 共に 俳句を 吐けり 〇天 、才人を 虐 する こと 节 
甚しい 哉。 され ど、 子規に して 强壯 なりし なら •は、 或は 其 力を 事業家と して 竭 し、 俳 家と 
して 專 注せ ざり しかも 知るべからず。 兎に角に、 子規の 生命は 俳句に あり。 後 こ 非 旬の 


歴史を 草す る もの あら ば、 德川 時代の 芭蕉、 その 門下の 十哲、 及び 蕪 村、 及び 明治時代の 
子規を 特筆せ ざるを 得ざる べし。 子規の 俳句は 悉く まとめて 置きた きもの 也。 俳句、 其 他 
文學に 關 する 評論 も、 子規 獨特の 見地 あり。 之を 添へ む 乎。 一種 新體の 短歌 も、 子規が 幾 
分の 力を 盡せ り。 第三には、 之を 缺くべ からず。 第 四には、 數十篇 の 新體詩 あるべ し。 な 
ほ佘太 曾て 子規の 漢詩を 見たり き。 小說を も 見たり き。 これ 等は、 子規の 爲 めに 重きを な 
すに 足ら ざれ ども、 才人が 多 藝の一 端を 示す も、 また 可なら む 乎。 かくて* ひとまとめと 
せ ば、 たしかに、 明治の 文壇に、 一種の 異彩を 放つべき ものなる べしと 信ず。 


45 


尾 崎 紅葉を 弔 ふ 

憶 ひ 起す。 今ょり 幾ん ど 一年の 昔とは なりぬ る 明治 三十 五 年の 暮 、紅葉は 胃癌に か、 り 
て" 十一月に 至りて、 終に 起たず。 之を 聞く、 かの 時の 會飮 は、 酒 櫻に あら はれた る 最後 
の 紅葉な りきと かや。 舊袍 の酒痕 、なほ 存 して、 人は 旣 にこの 世に あらず 〇綠酒 紅 登、 今 
や、 人生の 恨事と なる。 悲しい かな。 

文學 上に 於け る 紅葉の 功 勞は 、こゝ に 之を 說かず 。單 に社會 ょり 見る に、 紅葉は、 江戸 
つ 兒の粹 にして、 や、 俳味を 帶び たる ものな り O  j 種の 凝り性に して 物ず きなりし こと、 
これ 江 戶つ兒 的に して 文に 巧な りし 所以な り。 容貌は、 にがみばしつた 好男子、 縱橫の 舌、 
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最も對 話に 長 じ、 機智 人を 刺し、 應答 流る、 が 如く、 まことに 席上の 花な りき。 態度 皋 止、 
氣が き、 て、 垢拔 けがしたり しが、 筆蹟 も、 亦よ くその 人となりを あらは し， 輕快 滑脱に 
して、 一種の 雅致 ありき。 啻に 筆の 力の みならず、 直に 五 尺の 身を 以て、 硯友 社の 諸 秀才 
を惹 し、 更に 門下 幾多の 俊髦を 感化せ り。 

換菓篇 一部、 腐敗せ る 今の 世に、 溫 々たる 師弟の 淸誼を 具體 的に 表出せ り。 君、 筆を な 
げぅ つも、 なほ 社交 揚裡の 一名 物たり しこと を 失は す。 

之を 聞く、 君の 將に 死なん とする や、 看病せ る 門人を よびよせて、 今 世の 名殘 にと て、 
一々 その 面を 熟視し、 視終 つて、 いづれ もみな、 まづい 顔を して 居るな あと 言 ひけり とか 
や。 紅葉の 面目、 この 片言の 中に 躍動せ るを 覺ゆ 。門人の 顔を 視て 、ただ 涙を こ ほす のみ 
ならば、 平凡なる 事な れど 、淚を かくして、 ぅはべ に、 わざと ひやかす 處 、これ 紅葉が 對 
話に 長ぜる 所以に. して、 兼ねて 市井の 江 戶つ兒 たるに と V' まらず して、 文人と して 生命 あ 
りし 所以な り。 
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紅葉の 句 

羽子板 やそつ と 風 ほど 柳腰 

紅葉は、 小說の 大家な り。 また 俳句の 一方の 雄 也。 俳句を 以て、 小說 をつ くり、 好んで 
人事を 詠ず。 老誧の 店 前、 松 It の 色 鮮やかな り。 車上 賀正の 客、 醉眼 朦朧と して、 しきり 
に 振り向く。 箱入り娘 年 十七 八、 色は 雪ょりも 白く、 島田髯 の ほ つれ 毛 春風に ゆらぐ。 隣 
家の 娘 も 加は り、 内 小僧、 大 僧、 番頭、 圓くな りて、 追 羽 子を 爲す 。小僧は ひどく 打たれ 
て、 泣き さうな 聲を 出すな るべ し。 娘う け そこな ひて、 羽子板 腰邊に 集まれ ど、 た V うつ 
眞 似です ます。 とりわけて、 番頭は 目を その 腰邊に 注ぐな るべ し。 一幅の 活晝圖 、情景 躍 


東歸の 露 伴 

幸 田 露 伴 翁 •墨堤の 草 蘆を 出で、、 京都 大學の 講師たり しこと 凡そ 一年、 早く も官を 擲 
ちて 歸 臥す。 思 ふに、 三徑 未だ 荒れず、 墨 江の 鱸、 秋 正に 肥えたり。 一竿の 風月、 墨堤は 
翁を 得て、 爲 めに 寂寞なら ざる 也。 

翁が 辭 職の 原因を 聞く に、 京都 大學 にて は、 翁を 教授に 推薦した るに、 文部省に ては、 
暫 らく 助教授と なし 置きて、 然る 後に 敎授 とせむ とて、 議協は ざり しより 出で たりとの 事 
也。 果して 然り とすれば、 これ 俗氣 と俗氣 との 衝突 也。 學問界 にはに が^^しき 事 也。 

翁 や 博學 多才、 而 して 年な ほ壯 也。 今後、 官學 には 容れ られす とする も、 なほ 早稻 田を 
はじめ、 私學少 なからず。 創作 界に は、 さばかり 大なる ことを 期待すべからざる も、 翁の 
靈 筆は、 依然として 天下の 雄 也。 翁には、 なほ 未來 あり。 自重して 可也。 
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鹽井雨 江 

世界 唯一の 大佛を 仰ぎ、 春日燈 籠の 數を數 へ、 七 本 杉を 撫 し： 群る 神 鹿に 餌を 與へ 、靑 
葉に 巫女の 舞 ふを 見、 若草 山に 畿内の 山川を 顧 望して、 數日の 旅寢 いと 樂 しかりし 奈良の 
舊都 、掛けても 思 はんや、 親友の 遺骸を 抱いて 哭す るの 地と ならん とは。 われ 筆を 携 へて 
箱 根 U 中に 入り、 著述 成る まで、 山を 出で ずと 自 から 誓 ひ、 人に も 誓 ひ、 浮世の 夏を よそ 
にして 秋を 迎ふる 程に、 野 尻 先生の 手簡、 忽ち 奈 良より 來 る。 鹽井雨 江 胃癌に 權れ り。 :!£ 
治醫松 本醫學 士斯 くと 診 斷し 、京都の 賀屋 望月 兩醫 學馎士 も 同じく 斯 くと 診 斷せ り。 主 治 
醫の 注意に 因りて、 未だ 之を 本人に 告げず、 家族に も 告げず、 され ど 妻 君に だけは 知らす 
る 必要 ありと 思 ふ。 來 つて 之を 告げよ と あるに、 余は 自 から 死を 宣告せられ たる 如くに 感 
じぬ。 淚を 湖畔の 秋風に 揮 ひて 山を 下り、 東京に 歸 りて 雨 江の 二 妹に 1J る。 二 妹み な 嫂に 


も 知ら さ V' れと いふ。 たま/、 余の 從弟 、支那に 赴かん として、 來 つて 別を 告ぐ 。二 妹の 
言に 和して、 诀 して 知らすな。 妻 君に 知ら すれば、 心の底 自 から 擧 動の 末に 露 はれて、 
病人に 悟らる ベ けれ. は、 いょ/、 危篤と なる までは、 知ら さ V' るを 可とすと いふ。 われ 平 
生從 弟を 信じ、 己れ の 年を 忘れて 之に 兄事す。 殊に 從弟は 少時ょり 多病に して、 病の 事に 
通ず る こと 庸醫 をして 三舍を 避けし むる ばかり なれば、 金く 其 言に 從はん と 決心す 。妹の 
福 子、 麄筆を 擲 ちて 奈 良に 赴き、 己れ 一人 承知して 看病せ むと いふに、 さらばと て われ 先 
づ發 して 奈 良に 赴きぬ。 

雨 江 喜んで 余を 迎 へ、 先づ 口を 開いて 日く、 余の 病は 胃癌に 非ず やと 思 ひしに、 賀屋博 
上の 診斷に 由れば" 胃癌に 非ず との 事な れば 、安心せ りと。 われ 之に 機を 得て 答へ て 日く、 
余の 叔兄も 胃癌に 死せ り。 母 も 胃癌に 死せ り。 君 も 或は 然らす やと 疑 ひしが、 胃癌に 非す 
と 聞きて 安心せ りと。 居る こと 二 一日、 雨 江 問ぅて 日く、 松 本 醫學士 は 何と 言 ひ 居る ぞ と。 
氽答 へて 日く、 EE 瘀には あら ざれ ども、 大患な れば 、油 斷すべ からず と 云 ひ 居れり と〇氽 
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は 之に 機を 得て 謂つ て 日く、 君と 我と いづれ が 先き に 死ぬ るか も 知れざる が、 われ 先き に 
死な ば、 五 人の子 あり。 君の 員 擔大な り。 君 若し 先き に 死ぬ ると も、 君の 子は 二 人の み。 
われは 二兒を 喪へ り。 君の 二子を 引受く るは わが 二子が 生きて 居る と 同じ 事な り。 又 われ 
に 母な し。 君の 母を 引受く るは 我 母が 生きて 居る と 同じ 事な り。 毫も 負擔 には 非ず。 請 ふ 
心を 安ん ぜ よと。 雨 江は 衰弱して 居れ ど、 全く 病床に 橫は るまでに は 非ず。 食慾 も あり。 
朝夕 饌を 共に す。 酒を 饗せら る、 ま、 に、 われは 朝飮み 、畫飮 み、 晚に飮 む。 雨 江は 全く 
杯を 手に せず。 われ 雨 江と 相識り てより 二 十餘 年、 雨 江と 共に 飮む 酒は、 いつも 昔 かりき。 
今や 雨 江は 始めて 共に 飮む 能は ず。 瀕死の 親友を 前に 置きて、 われ 獨り飮 む 酒、 豈に旨 か 
らん や。 老母は 我 子が 不治の病に 罹れり とは、 つゆ 知らず •余に 謝して 日く、 遙， 々來 りたる 
に、. 正 男の 其に 飲む 能は ざるが 殘念な り。 病 癒ぇな. は、 又 来て、 飮んで くれよ と。 あ、、 
われ この 世に 於て 雨 江と 共に 飲む の 期 あらん や。 年 七十に 垂ん として、 唯一 人の 息子に 先 
立たる、 明日の 歎 や 如何にと 思へ ば、 胸 ふさがりて、 言葉 も 出で ず。 十日の 間、 雨 江の 家 


に飮 みし 酒の 半は 涙な りき。 

わ わは 雨 江を 慰めん と 欲して、 强 ひて 氣を 張りぬ。 飲酒 談笑-平常の 如くに 粧 ひぬ。 日 
每訪 ひ來る 吉田學 軒を 要して 碁を 圍 み、 雨 江を して 見物せ しむ。 我心 豈に 碁に あらん や。 

雨 江に 勸むれ ば、 雨 江 勇氣を 鼓して、 唯一 囘 我と 鬪 ひて 止みぬ。 これ や 雨 江が 碁の 打 仕舞 
なるべき。 われ 二度とは 勸め ざり き。 

胃癌と いふ 病は、 今の 醫術 にて は 治す る 能は ざる 難病なる が、 治す る 能は ざれば とて、 
醫藥を 進めざる を 得ず。 まして 胃癌を 治したり とて、 諸 所ょり 勸め來 る 藥あ るに 於て を や。 
われ 一の 蜜り 藥を 持ち ゆきて、 之を 腹部に ぬるに、 痛み 薄らぐ とい ふ。 いと 瞳し。 手に て 患 
部を 壓 して 如何な. 6 病を も 治す とい ふ 人、 九州に 在り。 從弟 この 人に か、 りて 病を 治せし 
こと あり。 是非とも 雨 江に 勸め よと 云 ふま、 に、 之を す、 めた るが、 雨 江は 信ぜざる さま 
なり。 信ぜ ざれば 致し かたなし。 且つ 松 本 醫學士 に 問へ ば、 舟 車に て 身體を 動かす ことは 
胃癌に 大害 ありと いふに、 この 一種の 精神的 療法は 斷念せ ざるを 得 ざり き。 雨 江に 漢方 醫 
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の藥 を勸 むる 人 あり。 雨 江 余に 其 可否を 問 ふ。 すべて 醫藥の 効能の 一半は、 之を 信ずる に 
在り。 君 信じて 之に 就けと 云へ ば、 雨 江 行きて 藥を もら ひ來 る。 され ど、 二た び 行きし 時 
には* 雨 江を して 信ずる 能は ざら しむる こと ありき。 雨 江 之を 余に 語る。 愚鈍 余の 如き も 
のにても、 げ にと 思 ひぬ。 最早 口實を 設けて、 强 ひて 信ぜし むべ くも あらず と 思 ひ あきら 
めたり 0 

雨 江の 漢方 醫に 行きし こと 二 度、 二度 共、 歸 り來れ ば、 疲勞甚 しく、 腹の 痛み 加は る。 
松 本 醫學士 の 言へ るが 如く、 身を 動かす ことは、， 雨 江の 病に 大害 あるな り。 嗚呼 雨 江は、 
この 世に ありて は 最早 外出す る 能は ず。 われ 平生 遊行を 好む。 雨 江の 暇 ある 侮に、 誘 ひて 
典に 遊行せ り。 雨 江と 北 ハに すれば、 如何 ばかり 樂 しかるべき 奈良公 園なら まし ものを と 思 
へど 甲斐な し。' をり/、 二 兒を つれて 散步 す。 上なる は 男に T. 十歲 、下なる は 女に て 五 ^ 、 
明日は 孤兒 となるべき 身の上と も 知らず、 唯嬉 々として 余に 從ひ ゆく に、 われ 何となく 淚 
なきを 得 ざり き。 


明治天皇 崩御 あらせられた る 年な り。 日本 國中 、人と いふ 人は 皆 慟哭して、 天日爲 めに 
光な きば かりなる に、 奈 良には わけて 天地の 悲みを 止めて、 大木の 風に 倒れし もの、 其數 
を 知らず。 公園 一面、 實に慘 澹た 6 光景な ろを •雨 江の 身に 思 ひ あはせ て、 これ も 淚の種 
なり。 二子の 喜ぶ こと もやと て、 鹿に 煎餅を 與ふ るに、 女の子は 鹿を 恐る、 さまな り。 去 
つて 猿 澤池や 鏡 池に 至り、 二子を して 思 ふ 存分、 費用を 惜ます して 煙に 缝を與 へしむ 6 こ 
と 度 かさなりぬ。 女の子 後には、 勿 體な ければ とて、 自 から 辭す るに 至る。 不便 や、 五歲 
の 幼女、 旣に 金錢の 尊き ことを 知れるな り。 

雨 江 余に 二三の 出版物を 依囑 す。 あ、 金に 緣なき 我等 同士は、 不治の病に か、 りても、 
なほ 腦漿を しほりて、 藥資を 得る の 方法を 講ぜざる を 得ざる なり。 さるに て も 雨 江の 诀心 
如何にと 氣遣 ひしに、 一夕 余に 一首の 歌を 示しぬ。 

命！： に そは 唯 露の 身とは 知れ 思 ひ おく 子の餘 り 小さき 
是ある 哉く-。 この 決心 ある 以上は、 われは また 何を か 言は 0 。病の 胃癌たり 何たる かは 


つゆ 雨 江に 知らす るの 必要な きなり. 雨 江は 十三 年 前に 父を 喪へ り。 同胞と ては、 唯 二 妹 
の存 する のみ。 さらで だに 學問上 われ 雨 江に 兄事せ るに、 一 妹 我に 嫁して、 今は 義兄な り 0 
福 子 看病に 來る とも、 奈 良に 親友 ありと も、 われを 除きて は、 近親に 男な し。 われ 留まり 
て、 雨 江の 終焉まで 看病せ ざるべ から ざれ ども、 都に 仕事を 控 へたる 身なり。 され ど、 や 
-かて 死ぬべき 親友を、 老いた る 母と、 幼な き 子と、 弱き 女の 身の 妻 君と、 妹と に 打 ^ せて、 
我れ いかで か 立ち去らるべき。 心に 泣き、 面に 笑 ひて、 雨 江の 家に 淹留 する こと 一日 又 一 
日。 十日 ばかりの 月日は、 唯 夢の 如くに 過ぎぬ。 始め われ 奈 良に 來る や、 雨 江に 氣の 毒の 
思 させ じと て、 病 氣 見舞の 爲 めに のみ 來れ りとは 言は ず。 桃 山 御陵を 參拜 し、 兼ねて 畿内の 
山水を 探らん 爲め に來れ りと 聲言 せり。 一日 桃 山 御陵に 詣で 、、一の 目的は 達しぬ。 雨 江 
は 赤目 四十 八 瀧の 奇を說 いて 止まず。 この 夏、 吉 田、 村 島の 二子と 共に 遊べり 。紀行を 草 
せんと 思へ ど、 今は 筆を 執る 氣力な し。 君 請 ふ 一遊して 之を 記せょ と 云 ふ。 我れ 頷きし が、 
平生の 旅行 癖 も何處 へやら、 この度は 山水の 間に 優 遊す るの 餘裕な かりき。 
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心 待に 待ちし 福 子、 奈 良に 來る 。直に 入れち が ひて 立ち去る も 如何に やと 思 ひて、 なほ 
二 三日は 逗留し ける が、 名殘の つくる 期なければ とて、 漸く 思 ひ 切つ て 雨 江の 家を 辭 す。 
今は 笑顔を 以て 相 別る とも* 再び 奈 良に 來らむ 日は、 涕淚 一家に 溢るべし と •雨 江の 家を 
顧みて、 覺ぇず 淚 下る。 福 子 送つ て 猿澤の 池に 至る。 二 兒隨 ふ。 例に よりて 鯉に 麩を 與へ 
しむ。 釆女祠 外、 柳條 枯れて、 生 駒 おろし 身に しむ。 卿の 境遇は 苦し かるべ けれど、 强ひ 
て 勇氣を 鼓して 兄 君に 盡 されよ と 云へ ば、 唯は いと ばかりにて、 涕淚 眼に 溢る。 二 兒は何 
故に 泣く とは 知らず、 例に よりて 嬉 々たるに、 ひときは 物の あはれ を覺ぇ 、福 子の 前に こ 
ら へし 涙、 背きて 後 ほろ/、 と 下る。 

都の 子供への 土產 物な ど 買 ひて、 奈良驛 にいたり、 切符を 買は むと T > 腹を 探 ぐれば 腹 
卷な し。 われ 平生 旅行す る 毎に、 大金は 腹卷に 入れ、 小金は 袂に 投げ込み 置く を 常と す。 
土 產物買 ふ ほどは 袂の 小金に て 間に あ ひしが、 切符を 買 ふには 間に合は ず。 雨 江の 家に 置 
忘れた ろ ことを 思 ひ 起して 車を 飛ばす。 一家 驚きて、 何故 歸 りたる ぞと問 ふ。 金の 入り 居 
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る 腹卷を 置き忘れて、 切符を 買 ふこと 能は ざれば、 それを 取りに 戾 りたるな りと 云へ ば、 
雨 江 笑 ひ、 老母 笑 ひ、 二 兒笑 ひ、 妻 君 笑 ひ、 福 子 笑 ひ、 見舞に 來り 居れる 須藤 夫人 もまた 
笑 ふ。 これが 鹽井家 に 於け る 最後の 哄笑なる べしと 思へ ば、 悲しく も あり、 可笑しく も あ 
り。 余 もまた 顔に 笑 ひ •次の 發 車までは とて、 元氣を 粧ひ て、 酒を 飮み 直しぬ。 

われ 物心 覺ぇ てょり 醫師 にか、 りたる ことな けれど、 青年時代の 暴飲暴食、 不規則の 勉 
强等 、今にた、 りて 胃腸 弱し。 殊に 十日の 間、 汗を 出す までの 運動を せす して、 無理に 飮 
みし 酒の 結果、 歸 京の 後に 現 はれ、 頭腦 茫然と して、 何事 も 手に つかず。 奈良 へは 知ら さ 
じと 力め たれ ど、 いつしか 知れたり 。雨 江 手紙のは しに、 

病みょ わる 我 身 泣く 度す こや かに 君 まし ませと 祈らる、 哉 
瀕死の 病人に、 この やぅなる 思を させて は相濟 ますと 思へ ど、 今は 詮方な し。 われは 平生 
運動して 汗を 出す を 以て、 唯一の 養生 法と せり。 この 運動不足の 爲め に、 すこし 健康を 損 
ひたれ ど、 運動 すれば 癒る 病な り。 心を 勞する ことな かれと W ひわけ して、 


行く 秋の あはれ を 添 ふろ 鹿の 聲 病みぬ る 君の 如何に 間 くらむ 
と 云 ひやり ける に、 雨 江 返し、  , 

病む 胸の 先づ 破れ 来て いかにと も 聞き だに かねつ 夜半の 鹿の 音 
余の 雨 江を 訪 ひしは、 鹿の 鳴く 頃な りき。 歌の 上に のみ 知りた る 鹿の 聲は 如何なる 聲にか 
と 心がけた るが、 夜に 入りて、 今 鹿が 鳴けり と 雨 江の 注意して くる、 こと 二 三度 ありし も _ 
いょ/ ヽ聞耳 立 つれば、 鹿は 鳴か ざり き。 

三 宅 花圃女 史 、親戚の 人 胃癌を 治したり とて、 女子大 學の弘 田 由 己 子 女史に ことづて、、 
一の 藥を 知らせ くれら る。 日く、 初期なら ば、 必す 治す と。 福 子に 言 ひやり て、 之を 飲ま 
しめけ るが、 あ、 如何せん。 雨 江の 胃癌は 初期には あら ざり き。 妻 君に も 知ら さじと つと 
めた るが、 野 尻 先生の 言へ るが 如く、 知らざる ベから ざる 必要 起り て 毛 戶法學 博士ょり 知 
らせ られ たり。 され ど 老母には 秘した り。 雨 江に 秘 したれ ど、 善 敏の資 なれば、 自 から そ 
れと语 りけ む、 手紙のは しに、 『胃 瘸 ではい かんと 洒落れ て も 追 付かず』 など 言 ひこしたり 


危篤と なる 一週間ぐ らゐ 前に 知らせられた しと、 主 治 醫に賴 みおき ける に、 大正 二 年と 
改まりて 間もなく、 一週間ょりは 長び くべ けれども、 如何なる 變化 起る かも 知れ ざれば、 君 
若し 直に 來る 能は ずん ば、 妻 君で も 早く 來れ と、 士 C 田學 軒を 經て言 ひこす。 妻は 直に 末の 
男の子を つれて 奈 良に 赴けり。 余は 職業 上 止むを得ず 十日 ばかり おくれたり き。 前日 甚し 
く 出血して 病勢 一頓し たれ ど、 氣はな ほた しかな り。 余を 見て、 松 本 醫學士 は 何と 云 ひ 居 
る ぞと問 ふ 。危篤な れど も、 失望すべき ほどには 非ず と 云へ ば、 PI 默 してぅな づ く。 萬 一 
の 事 あらん 後の 事 二つ 三つ 語り あ ひける が、 苦痛 甚 しくな りければ、 その 日は その ま、 に 
して 止みぬ。 三日の 後、 氣持 ょくな りしを 機と して、 後事を 問 ひもし* 言 ひもし ける が、 
雨 江の 口に する ことは、 余の 平生 思 ふ 所に たがは ず。 雨 江と 余との 間 遺言と して 多く 語る 
を 要せざる なり。 その後 七 八日、 雨 江は 四十 五 歳を 一期と して、 終に 起たず。 淡雪の 降れ 
る 日な り。 死に 臨みて、 老母 も 枕頭に 來 りぬ。 二 兒も來 りぬ。 門下生の 松 浦 精一 氏 も 恰も 
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神戶 より 來 りぬ。 雨 江 それ t 遺言し ける が、 兒に向 ひて は、 將來 如何なる 目に 逢 ひても、 
我れ がつ い •て 居つ て やる から、 心を たしかに 持てと いふ。 病中の 作、 

事 あら ば 我 名を 呼べよ 其 處に 我れ 答へ て いづく 道し るべ せむ 
の 意を 口に 出しけ るな り。 母に 向 ひて は、 しつ かりなされ よと いふ。 

死なれ じな 老います 母の 明日の 世を 弱き 妻子に 打 任 かせつ、 

とは、 病中の 吟な り。 老母に さきだち、 幼兒を 遺す 心の中 や 如何なら む。 『大町 君 左樣な ら』 
の h 一一 一 n を此 世の 言 ひを さめと して、 雨 江は 白玉 樓 中の 人となりぬ。 

雲井に も わけ 上らん と 若 駒の 勇みし 春 も ありに しものを 
雨 江、 氣銳に 志 高 かりし も、 志 終に 伸ぶ るを 得 ざり き。 され ど、 

身は 終に 草 U 果てぬ る 露な れど淸 かりし 世ぞほ こりな りけ る 
辭世百 首を 作らん として、 八十 五 首に 至りて その 儘に なり 居れる 手帖、 空しく 枕頭に 橫 
はる。 嗚呼 鹽井正 男の 一生は 寂寞たり き。 され ど、 淸き 詩人と して 鹽井雨 江は 千 萬 年の 後 


まで も 生くべきな り 0 

雨 江 も 余 も 嘗て 野 尻 先生の 敎授を ぅけた る こと ありき。 先生は 舊師の 身を 以て-懇ろに 
雨 江の 病床を 訪ひ' 最後の 火葬にまで も 臨まる。 雨 江 知る あら ば、 感涙に 堪へ ざら む。 現 
に敎を 受けつ、 ある 奈良 女子高 等 師範 學 校の 生徒は 云 ふ も 更なり。 もと女 子 大學 にて 敎を 
ぅけし 人達は、 雨 江の 重患を 聞いて、 慰問つ ぶ さに 至る。 雨 江は それらの 人々 の あつき 情 
を こめた る 蒲 圍寢卷 の 中に、 この 世を 去りぬ。 野 尻 先生の 厚志に よりて、 葬式は いと 見事 
に 新 薬師 寺に 於て 營 まれたり。 白毫寺 畔の 火葬場まで も、 國語 漢文 科の 生徒は みな 隨ひゆ 
き、 嗚咽の 聲 、高 圓山も 動く ばかりなる に、 余は 十數 年の 昔を 想 ひ 起さ  >  るを 得ず。 一夕 
酒酣に して、 ふとした る 事の ついでに、 われ 死な ば I 席に 卷きて 海に でも 投じて く 〇 れば可 
なりと いへ' は、 雨 江は、 然らす 、可憐の 少女 子の 一群に 送らる、 こそ 我 望みな れと云 ひし 
こと ありけ るが、 今事實 となりて 眼前に 現 はれた る こそ 悲し けれ。 

每年二 月 八日の 夜、 若草 山の 山燒 は、 奈 良に 於け る 行事の 一なる が、 雨 江の 31-' 骨を ^ し 


て奈 良を 去る 時は， 恰も 其 夕に 際したり。 學 校の 職員 其 夫人を 始め、 心 ある 人々、 雨 江の 
所謂 可憐の 少女 子の 一群まで も、 泣いて 遺骨を 送る。 赤き 心の 迸り 出で しとの み 思 はれて、 
若草の 一山 殷赤 となりて 天を 衝く 。その 山中には 雨 江の 足跡 も あらむ。 嗚呼 詩人 雨 江の 遺 
骨は、 古今 未聞の 一種の 門火に 送られて 奈 良の 古都を 去りけ るな り。 

〇 

余の 今 住む 家は、 もと 鹽井雨 江の 住みし 家 也。 借家なる が •樹木は 皆 雨 江の 植焱た る 所 
也。 ^ あり、 竹 あり、 桐 あり、 杉 あり、 靑桐 あり、 一 庭の 主と も 云 ふべき 松 も ありし が、 
惜し や祜れ たり。 栗、 桃、 柿、 荔な ど、 遺植 今に 子供を 喜ばしむ。 桑 も 少なからず。 雨 江は 
曾て 蠶を養 ひし こと ありき。 雨 江は 猶鷄を 飼 ひし こと も ありき。 家には 唯藏 書の 堆 かりし 
のみ 〇借 家は 借家な れど 、もと 家主が 雨 江の 註文 通りに 建て、 吳れ たる 家 也。 見かけ 粗末 
なれ ども、 中は 寬か にして 住 心地 善く、 日 當りも 善く、 風通し も 善し。 

人と； ふりは、 住居の 釀 にも 見えて、 雨 江は 此處に 眞面 目なる、 質素なる、 賢實な る、 平 
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和なる 生活を 營み たりき。 雨 江の 本領は、 第一に 詩人 也、 第二に 國文學 者 也、 而 して 廣か 
らず とも 深き 國文學 者 也。 第三に 教育家 也。 而 して眞 摯 にして 感化 力の 深き 教育家 也。 家 
庭に ありて は、 子 煩惱な ると 共に、 親に やさしく、 妻に やさしく、 妹に やさし かりき。 沉 
交を 好まず、 而 して 交る 所に 厚 かりき。 女子大 學に 往復す るの 外は、 幾ん ど 外出せ ず。 背 
中を 少し 丸く し、 眉間に 纖を 寄せ、 さつ さと 小股に 步き し樣 、今 もな ほ 目に 見る やぅ 也。 

今の 第一 高等 學校が 第一 高等 中學 校と 稱せし 頃、 余は 本科 一年に 於て、 雨 江と廿 ：ハに 學び 
たる こと ありけ るが、 雨 江は 優等生な りき。 され ど 余は その 學 力ょりも その 人となりに 推 
服したり き。 雨 江は いつも 級の 總代 となりて 周旋し、 勞を辭 せす、 難を 恐れず。 穉氣も あ 
り、 不平 氣も ありた るが、 一種の 俠氣も ありたり。 文才 も 一頭 地を 拔け り。 雨 江と 反對 に、 
余は 劣等生な りき。 終に 最末 席に て 落第せ り。 余の 一つ 上なる 人 も 落第せ り。 其 人は 爲め 
に 自殺せ り。 され ど 余は 自殺す るの 勇氣 なかり き。 二 昔 も 前の 一夢 也。 近く 數年 前、 雨 江 
語りて 日く、 自殺した る 人は 常に 余の 家に 來れ り。 且つ 哀請 する 所 ありし を 以て、 余は 爲 
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めに 運動して 見た るが、 あらゆる 學科が 不出來 なれば とて 許され ざり き。 君は 不出来の 學 
科 も あれ ど、 出來の ょき 學科も あり。 ごの 人なら ょだ 見込 ありと 云 はれた るが、 當诗 余は 
君と 親しから ざり しを 以て、 君の 運動は せ ざり きとて 笑 ふ。 惜む らくは 我れ 當時 君の 家へ 
菓子 折で も 持ち ゆか ざり しこと をと て、 余 も 笑 ひき。 

雨 江は 在學 中、 『山 櫻』 と 題す る 歌の 雜誌 を發 行した る こと ありき。 『女 鑑』 には、 每號艶 
麗なる 筆を 以て 婦人の 傳を 草したり。 大學二 年の 時、 スコットの 傑作なる 『湖上の 美人』 
を 韻文に 飜譯 して 梓に 上した るが、 これ 當時 にあり ては 破天荒 也。 新體 詩は 外 山 井上 矢 
田 部 三 博士に 創 まり、 落 合 先生に 中し、 雨 江に 成る とで も 云 ふべき か。 外 山 博士 等は 七 五 
の 形に 新 思想を 盛りたり。 され ど、 外形 内容 共に 幼穉な りき。 落 合 先生に 至りて、 外形 整 
ひたり。 雨 江 出で、 內容 外形 共に 始めて 美術品 的と なれり。 和洋を 融和して 一丸と なせる 
の槪 あり。 殊に 『湖上の 美人』 の 如 会長 篇を 一絲 亂れす 我 韻文に 移した る 精力 や 非凡 也。 
我詩界 に貢默 したる 功 勞や大 也。 帝國文 學出づ るに 及び、 雨 江は 『深山の 美人』 と 題す る 韻 


文を 出し、 淸麗 可憐の 趣を 窮めて 雨 江の 名 益 高し。 武島 羽衣の 詩 名 次いで 擧れ り。 われ 二子 
の 驥尾に 附して 韻文を 試作せ しこと， も ありき。 『花 紅葉』 一篇 は、 二子の 美文 韻文に 余の 駄作 
を 加へ たる ものなる が、 幸に して 天下の 靑年 男女に 讀まれ たり。 その後、 雨 江には 『暗香 疎 
影』 の 著 あり。 雨 江の 長所は 新體 詩と 和歌と にあれ ど、 美文 小說 にも 雨江獨 得の 妙 あり。 雨 
江は 苦吟 遲筆な りき。 其 代りに、 決して 成句を 襲用せ ずして 悉く 獨創的 也。 雨 江 羽衣 及び 
余 三人の 合著なる 『國 文學 大綱』 には、 雨 江は 『香 川景樹 J を 草せ り。 女子大 學の 講義録に 出 
したる 『文 學 硏究』 も 雨 江の 苦心を 見るべし。 『新 古今 集 講義』 は、 尨然 たる 大册 子に して 國 
文界に 於け る 不朽の 大作 也。 本 居宣長 すら、 新 古今 集の 講義 だけは 失敗せ し 程に て、 古来 
講義ら しき 講義な かりし か、 雨 江の 講義 出で、、 殆ど 完全に 近く、 後進 者を 益 - t る こと 大 
也。 前に 古人を 空しぅ する ものと 云 ふべ し。 

雨 江は 明治 二 年 一月を 以て 但馬豐 岡に 生れたり。 父は 豐岡 藩士なる が、 代々 江戶 詰な り 
き。 母は 江 戶の人 也。 雨 江には 江 戶兒の 血 まじれる が、 重厚に して 浮華 輕 佻を 嫌へ り。 氣 


前 さつぱりして、 金 ばなれ 綺麗 也。 洒落は 言は ざり しが、 おり^^ 警抜の 言を 吐けり。 
醉へば 氣焰大 に 擧れ り。 理想 高 かりし も、 直 覺力强 く、 且つ 辛抱 强く して、 行、 常軌を 逸せ 
ず。 父は 氣骨 ある 武士 肌の 善人 也。 軀幹も 長大 也。 雨 江は 其氣 骨を 受け 傳へ たるが、 體つ 
きと 云 ひ、 心まで も、 母親 そつく り 也。 父は 維新の 際、 藩に 引 込みし が、， 雨 江が 六歲の 時 
上京せ り。 いづく も 同じ 舊 武士の 境遇、 所謂 士族 0. 商法に 失敗せ しこと も あり。 明治 以後 
は 不遇な りき。 この間、 母が 内助の 功の 大 なる もの あり。 雨 江は 和氣の 溢る、 家庭に 生長 
して、 所謂 お坊樣 風の 俤も ありし が、 もと 慧性 也。 殊に 家 道の 辛酸を 嘗めて •分別 あり。 
一面は 詩人 的に して、 一面は 家庭的 也。 同胞と ては、 姉 一人、 妹 二 人の みなりければ、 少 
時より 我 責任の 大な りし ことを 自覺 したりし なるべし。 男の 兄弟 あら ばと n にせし こと も 
ありき。 雨 江は 眞情を 以て 余を 弟視 せり。 され ど 我れ は眞の 愚弟な りき。 放縱 不遜の 弟な 
りき。 往時を 追懐す る每 に、 覺ぇず 慚汗 背を 浹す。 

聞く、 雨 江の 家の 系圖 は、 雨 江の 幼時、 類 燒に遇 ひて 燒失 せりと。 とにかくに 鹽冶 氏の 


子孫 也。 從 祖父は、 靑 年の 頃、 火事を 見ん とて 疾走せ しに、 誤つ て轉び て、 思 ひがけず も、 
折りた る もの あり。 一念 發 起して、 相 州 大山に 上りて 剃髪し •後 終に 一代の 高僧と なれり。 
外 曾祖父は 豪商の 長男な りけ るが、 市井の 間に 銖錙 を爭 ふを 屑と せず、 一切の 財產を 弟に 
付して 別襄 し、 俳句の 宗匠と なりて、 諸侯にまで も 指南し、 新 宿の 番所の 役 吏に さへ なり 
て、 佩刀を 許さる、 身と なれり。 外祖父 また 俳句を 善くせ り。 父は 書を 淡 泉 堂に 學び て、 

其 印 可を 得、 御 家 流の 堂に 上りし 人 也。 母は慧 性に して 婉容 あり。 雨 江は 斯る 家柄に 生れ 
たる 也。 

雨 江が 學校を 出で、 後の 事業は、 歌 文の 創作と 著述と 國 文學硏 究と敎 育と なりき。 51 文 
學中 、殊に 和歌に 造詣す る 所 ありき。 奈 良に 赴任す るに 際し、 余に 謂つ て 日く、 余は 親し 
く 大和 附近を 遊行して 萬 葉 集を 硏究せ むと。 雨 江 平生 旅行を 嫌 ふには あらね ど、 また 好み 
もせ ざり しが、 晚年は 比較的に 多く 旅行したり き。 萬 葉集硏 究の 傍、 西 行 法師を 硏究 し、 
腹案 幾ん ど 成りて 壽命 早く 盡く 。惜しい 哉。 瀕死 苦悶の 病床に ありながら、 余に 謂つ て 日 


く •古來 西 行の 墓と 稱する もの 諸 所に あるが、 余は 定家 卿の 家集に よりて M 内に ある もの 
が、 其 本當の 墓なる を 信ず。 一た ひ訪 ひしが、 僧 不在に て、 要領を 得 ざり き。 病 癒えな ば、 
是非 今一度 住いて 訪は むと 欲すと。 以て 其 熱心を 見るべし。 病中 自 から 起たざる を 知り、 
笑つ て 日く、 古來辭 世は 大抵 一首なる が、 余は 百 首を 詠まむ と。 惜し や、 詠みて 八十 五 首 
に 至りて、 起た ざり き。 

初め 立 敎中學 校に 敎鞭を 執り、 出 雲の 簸川 中學 校に 轉 じ、 女子大 學 校に 教授た る こと 幾 
んど十 年、 思 ふ 所 ありて、 奈良 女子高 等 師範 學校 敎授 となり、 任に ある こと 僅に 三年な り 
き。 到る 所 生徒に 慕 ひ 仰がれざる は 無し。 師 として 一種 獨 得の 德を備 へたり。 殊に 生徒の 
作文を 添削す るに 懇切を 極めた る こと、 世 幾ん ど 其 比を 見ず。 雨江晚 年に 創作の 少な かり 
しは、 生徒に 忠實 にして •精力の 大部分を 作文 添削に 注ぎし に 由る 也。 、 

明治 四十 三年の 夏は、 雨 江の 一家と 余の 一家と 共に 沼津に 赴きて 海水に 浴せ り。 雨 江は 
其 子の 虛弱な るを 憂へ たるが、 海水浴は 効能 ありき。 され ど、 母には 適せず。 母は 入湯を 
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好む。 翌年 夏は、 母に も 都合よ く、 子に も 都合よ くせんと て、 溫泉と 海水浴と を 兼ねた る 
城綺溫 泉に 赴けり。 これ 雨 江の 故鄕 也。 よしや 錦 衣は 纒はず とも、 天下一品の 詩人 也。 幼 
少 にして 都に 上り、 三十 年ぶりに して 再び 故鄕 の靑 山に 對す 。感慨無量な りしなる べし。 
殊に その 母と 子と につく せる 心がけは、 何ぞ 一に 可憐なる や。 而 して 誰か 知らん や、 これ 
故郷の 見納めの 旅なら むとは。 

雨 江は 平生 楠 公を 崇拜 せり。 殊に 小 楠 公を 崇拜 せり。 金剛 山へは 生徒と d±: ハに 上りし が、 
去年の 春、 余の 長男 雨 江の 家に 赴きし 時は、 長男を 伴 ひて 再び 金 副 山に 上れり。 更に 笠 置 
山に も 上れり。 而 して 『學生 J に 出した る 楠 公 遺跡 紀行が 雨 江の 絕筆 となりけ る も、 一種の 
因綠 あるを 覺 ゆる 也。 

明治 四十 四 年 一月、 われ 一家の 近況を 十七 字に しるして、 雨 江に おくりし こと あり。 

芳 文は 固形物 食 ふな ど 禁ぜられ 
草枯れて 農學士 ちと 閉口し 


妹を 文 男を り^-泣かす 也 
水浴で 文衞文 男は 元氣也 
雪中を 文 男骒で 跳ね 廻り 
水浴を 愛子は したりせ ざつたり 
竹馬に 女の 愛子まで が 乘り 
ちご まげに 結つ て 愛子は 嬉しがり 
四郞坊 は 相 も 變らず お 馬 書け 
四 郞坊. はやつ と獨 りで 箸を 持ち 
蜜拼 さへ 吸へ ば 四郞は 御機嫌で 
四郞坊 は 間が い、 んち ょぅと 片言で 
雪 達 摩 おばあさん だと 皆 笑 ひ 
母の 會 愛子は こんど 本を 讀み 
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四郞の おもち やび つくり 箱から 蛇が 出で 
雨 江の 返事に、 

母ヒ はまめ で 毎日 孫の 世話 
かばん さげて さつ さと 健 男も學 校へ 
お 淸 書の 草紙を 健 男 二 册ぁげ 
やん ち やん と 學校健 男の 日課な り 
乳のまで 若菜 もね つく やぅに なり 
お 乳を ばいじる はょ いかと 若菜 聞き 
君が代は 千代と 若菜 も 歌 ひだし 
若菜が となんでも 手を 出す おち やつび い 
海苔の 罐 祖母が 太鼓に 孫を どり 
を ばさん の盡に 時々 は 弟子 二 人 


霜燒が 輕い で奈 良が ねだん あげ 
お 肴が 無い ので 奈 良の 價は きまり 
一本の 晚酌 腰辨の 胸を 下げ 

雨江奈 良に 在る こと 三年、 而 かも 其 居は 舊 東大寺 境内に 在り。 大佛 殿を 距る こと 僅々 一 
二 町に 過ぎざる に、 一度 も大佛 を拜觀 したる ことな かりきと 聞く。 別に 意味 あるに あらず。 
唯氣が 向かざる を 以て、 振りむ きもせ ざる 也。 雨 江は 一に 信念に 動き、 信念に 止まれり。 
滔々 たる 名奔利 走の 徒と 貪に 其 趣を 異にする 所以 也。 雨 江と 親し かりし 奈良 女子高 等 師範 
學 校の 一 敎師は 日く、 鹽井 君は 無 愛嬌の 愛嬌 者な りと。 同じ 他の 敎師 日く、 鹽井 君の 顔は 
眼が 可愛 かりきと。 げ に、 雨 江は 少しも 邊幅を 修め ざり き。 短小 精悍の 槪も ありて、 慷慨 
悲歌せ しこと も ありし が、 女子大 學の 教師と なりし 頃ょり、 鋒鋩自 から 內に收 まりて 溫潤 
玉の 如くに なりき。 聞く、 雨 江、 奈良 女子高 等學 校の 生徒を 伴 ひて 吉野 山へ 修學 旅行に 赴 
きしに、 一 醉漢 、女生徒と 侮りて 戲 れんと す。 雨 江 怒つ て 大喝す。 酔漢 辟易して 去る。 平 
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生の 優しき にも 似ず、 猛く 雄々 しきに、 生徒 一同 敬服して 措か ざり きとぞ 。さも あるべし、 
孔子 日く、 仁者 必ず 勇 ありと。 

『春 日 野に 時雨 ふる 見 ゆ 明日ょりは 紅葉 かざ、 む 高圓の 山』 と、 萬 葉 歌人の 詠 じけ む、 高 
圓 山麓に 荼毘 して、 遺骨は 東京 市外、 堀 內村常 仙 寺に 葬る。 五十 日 迄は とて、 位牌を 舊棲 
居の 床の間に 安置して、 晝夜燈 火と 線香と を斷 たず。 春は いつしか 庭に 入りて、 窓 前の 梅 
暌き そめ、 鶯來り 鳴く こと 頻り 也。 郡の かた ほとり、 人家た てこみ たれ ど、 驚は なほ 舊を 
忘れざる にや。 雀 や 鵠の聲 のみ 聞きな れたる 耳に、 いとなつ かし。 それにつ けても 忍ばる 
るは、 雨 江の 人となり 也。 雨 江を 譬 ふれば、 梅に 啼く鶯 也。 た 家の 間に 食を あさり まは る 
雀 や 鴉には あらざる 也。 
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酒 K 死せ る 押 川春浪 

草卞も眠る眞夜中に、 どんん、 と ] 1 戶を np くもの あり。 起き 出で、 見れば 拥 " 4- . v.^- と 
鷹 野 止水と 也。 迎へ 入れて、 對酌 して 曉に 達す。 止水 去れり。 春浪な ほ 留まりて、 なほ 對 
酌して、 正午を 過ぎたり。 北 ハに 出で、 宮崎來 城を 訪 ひ、 又飮む 。夜半に 至りて 辭し 去る。 
春浪 、前に 在り。 余、 後に 在り。 春浪 ふと 立ちと まり、 五紋 付の きびら の 羽織を 脫ぎ 、之 
を やる とて、 余に 渡さん とす。 余は 要らぬと て、 受取らず。 さきに 來城 を訪 はんとす る途 
中、 紹 羽織の ぐに や^-したる よりは、 きびら のびん としたる が、 見ても 氣持 よし。 殊に 
よく 君に 似合へ りと て 褒めし こと ありし が、 思 ふに 春浪は 今 俄に 其 言を 思 ひ 出した るなる 
べし。 一 且言ひ 出して は、 後へは 引かぬ 氣 象、 僕 も 要らず、 君 も 要らす、 さらば 兩 人に 無 
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用なる ものな り。 打棄 てんとて、 桑畑の 中に 投ぐ〇 我れ 拾ひ來 りて 渡さむ とする に、 受取 
らず 。肩に かくれば、 振り落して 顧み もせす。 君 も 要らず。 僕 も 要らず 。これでは 愈棄つ 
るが •承知 かと 云へ ば、 言 ふに や 及ぶ とい ふ。 さらばと て、 われ 桑® の 中に 投げたり 〇東 
大久 保なる 前 田 俟別莊 の 裏門の あたり 也。 一方は 土手、 一方は 田-明月 天に 冲す 。見渡す 
限り、 人家な く、 人籟 全く 絕ぇ て、 乾坤の 間、 唯鞋 聲の閤 々たるを 聞く。 咋夜來 幾ん ど 一 
晝夜も 飲みつ 3 .けたる に、 余は 疲れたり 。され ど、 所謂 梯子酒の 春浪の 事な れば 、このま 
まに ては 别 れ まじ。 三士 ハ 計、 にぐ るに 若かず と 思へ ど、 競走の 妙を 得た る 春 浪の事 なれ 
ば、 必ず 追 ひ 付かれむ。 ょし^^ 狸 寢入 をして 見む とて、 土手に どつ かと 腰をおろし、 春 
浪君 、僕は 眠くて 一步 も步 かれず。 こ、 に寢て 行く。 これにて 失敬と 云へ ば、 君を 棄 て、 
は 行かれず と 云 ふ。 馬鹿な ことを 云 ひ 給 ふな。 路傍に 醉臥 する ことが 僕の 癖なる ことは、 
君 も 承知せ る 所なら ず や。 殊に 錢は一 文 も 持ち 居らず。 たつた 單衣 一枚に て 幕 天 席 地、 巧 
も 心配す る ことは 無し。 君は さつ さと 行き 給へ と 云 ひすて、 仰臥す 〇 草に 置ける 露、 肌 こ 


浸む。 春浪も 腰をおろしけ るが、 W くして 余を 呼ぶ。 余 答へ ず。 余の 手を 引く、 余な ほ 起 
きず。 余の 兩手を 把つ て 路上に 引きずる。 余な ほ狸寢 入を 續 く。 春浪 終に 閉口して 立 去れ 
り。 首を 囘らせ ば、 旣に 十年一昔と なりぬ。 當時 春浪は 三十になる やならず の 血 氣 盛り、 

盛に 飮み て、 盛に 氣焰を 吐けり。 春 浪も余 も 共に 博 文 館に 机を 竝べ 居りたり しが、 余 博 文 
館を 追 はれて 後は、 久しく 相 見る の 機を 得 ざり き。 明治 四十 五 年が 大正 元年と 改まりて ょ 
り ま' た ニヶ 月とは 經 たぬ 程の 事 也。 われ 箱 根 山上に たてこもりて 著述に 苦心し ける に、 思 一 
ひがけず も、 春浪に 邂逅す。 され ど、 當年 の俤は 何處 へやら、 病み 衰 へて、 形容 枯搞 せり。 
夫人 看護に とて、 附添 へり。 一夕 春浪君 夫妻を ボ ー トに乘 せて、 余 一人に て 漕ぐ。 背かぬ 
氣 の春浪 、僕に 一つの 櫂を 渡せと いふ。 止めょ と 云へ ども 背かす。 一つの 櫂を 渡した る 
が、 二 三分に して 止みぬ。 月明 かに、 風淸 く、 # • 波 湖心に 涌く。 西に 富士山、 東に 鞍掛 山、 
文庫 山、 南に 三國 山、 北に 神 山、 駒ヶ嶽 、二子 山、 離宮 塔ヶ 島の 上に 縹渺 たり。 むかしの 
春浪な らば、 如何に か樂 しからむ。 われ 暗に 涙を 呑む。 夫人 日く、 貴方は 相 變らず 、お 達 


者で 元氣で 結構 也と。 病め 6 夭を 介抱せ る 夭 人の 心中を 思 ひて、 われ 更に 暗涙を 呑む。 

嗚呼 春浪 君は* 三十 八歲の 壯齡を 以て、 世を 去れり。 さる 文人の 連中の 机を 竝べ たる 處 
にて、 春浪 君の 噂は じ まり、 さて、 春浪 逝けり。 この 次に 死すべき 文士は 誰なる か。 先づ 
大町 桂月なら ず やと 云 ひ あへ りと かや。 如何な れ は、 斯 かる ことが 話柄と なりし ぞと想 像 
する に、 春浪は 大いに 酒を 呑めり。 故に 早世せ り。 桂月 も 善く 飮む 。また 同じく 天命を 全 
ぅする 能は ざら むかと 心配せられ たるに あらさる か。 われ 何時 死ぬ るかを 知らざる ガ死 
ぬるまでは、 活きて 居る 也。 f 酒不 ri； 二 劉 伶 墓 上 土，』、 死して は 酒は 飲めざる 也。 藤 田 東 湖 
が 『瓢 兮』 の 詩の 中に 日く、 『夭 壽有， 命 非 n 汝罪- 。姓名 且附 n 驥尾， 偉』 と。 世上、 下戸の 徒、 
以爲 へらく、 酒は 人の 生命を 短 かくすと。 され ど、 七福神の 一に 數 へられた る 福 祿壽を 見 
ょ。 現に 支那に ありた， 〇 し 人 也。 賣卜を 業と して、 酒に 代 ふ。 朝に 召されて、 何歲な るか 
と 問 はれた るに* 臣は 酒を 飲まず んば 物言 ふ 能は ずと いふ。 酒を 飮まさ る。 因つ て 日く、 
臣は黃 河の 澄む を 幾度 も 見た. 〇 と。 黃河は 千年に して 一度 澄む と稱せ ら る。 其黃河 の 澄む 


を 見た る福祿 壽は數 千年 も活 きたる 譯 也。 而 して 善く 酒を 呑めり。 酒豈に 必ずしも 人の 生 
命を 短く する ものなら む や。 され ど 春浪 君は 或は 酒の 爲めに 生命を 縮められた 6 かもしれ 
ず。 果して 然らば ，共に 痛飮 したりし 余 も、 其 貴な しとい ふを 得ず。 恐縮 千 萬の 次第 也 0 
嗚呼 押 川春浪 君は 逝けり。 人、 神に あらざる 以上は、 何人も 長所 あると 共に 短所な きに 
は あらず。 春浪 君は 酒癖の みならず、 他に 短所 も ありし なるべし。 され ど、 春浪 君は、 澆 
季の 世に、 ょくも 斯る 快男子が と 思は る、 人な りき。 金錢 を視る こと 土芥の 如く、 死を 視る 
こと 歸す るが 如く、 不義 不正を 視る こと 蛇蝎の 如く、 明治の 文壇に 冒 險小說 の 一派を 開き 
て 士氣を 鼓舞し、 兼ねて 運動に 青年を 鼓舞せ り。 雜誌の 『冒險 世界』 は 春浪に 依りて 創 ま 
れ り。 後、 轉 じて、 『武俠 世界』 を 創めたり。 武俠 冒險が 春浪 か、 春浪が 武 俠冒險 かと、 世 
を 擧 つて 仰望せ しむ。 偉なる 哉春浪 君、 君の 肉 體は朽 つる こと ある も、 君の 精神は 死す る も 
のに あらず。 君の 精神の 死なん ときは、 卽ち 我が 日本 帝國の 滅亡せ む 時 也。 日本 帝 國の存 
在す る 限りは、 君 や 死せ ず。 嗚呼 押 川春浪 君、 願く は 瞑目せられ ょ。 
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一 

醉中の 小 栗 風 葉 

風 葉は 小說 家中の 快男子な り。 一身す ベて、 これ 才と氣 、胸中の 嘉塊 、酒に 和して 迸り 
出づ 。嘗て 共に 一 酒 樓に飮 む。 一座 五六 人、 みな 文壇の 名士な り。 一婢 、紙を 展べて 揮毫 
を 乞 ふ。 みな 諾 して 書す。 句 あり。 詩 あり。 麄あ り。 他の 婦 、同じく 乞 ふ。 また 書す。 そ 
の 婦 、生 意氣 にも、 梅花の 傍に、 茅屋を 書き 加 ふ。 風 葉 見て、 その 紙を 引き やぶき、 呵々 
大笑す。 か、 る處 に、 風 葉の 面目 躍如たるを 覺ゆ るな り。 
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田 岡嶺雲 

不仕合 せなる 田 岡嶺雲 

世の 所謂 不仕 合せなる 人を 大別 すれば、 一一 通り あり。 その 一は、 大我 的の 人なる が、 識 
見 あり、 主義 あり、 信念 ありて、 一身の 得 喪、 生死の 外に 超脫 し、 世の 爲め 道の 爲 めに、 
言は ねばならぬ ことを 言 ひ、 爲 さねば ならぬ ことを 爲す ものな り。 その 一一は、 小我 的の 人 
にして、 或は 才を恃 み、 或は 氣を負 ひて、 狷 介孤峭 、入りても •出で て も、 兎角、 身邊の 
事が 瘊に さはり て、 不平 多く、 愚痴の 絕ぇ ざる もの 也。 この 二者 いづれ にしても、 世の 所 
謂 仕 合なる べき 笞な し。 而 して、 形は 同じく 不仕 合な れど も、 その 心には 雲泥の差 あり。 
前者は 小我の 外に、 大我 あり。 仕 合不仕 合には、 必ずしも 重きを 置かず。 風 吹か ば 吹け、 
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雨 降ら ば 降れ、 鼎 鑊何 ぞ辭せ ん 。一身は 七 裂 八 裂に 任 かす。 如何に 迫害せ ら る、 も 人を 怨 
みず。 死す とも 天を 咎めず。 後者は 小我の 外に、 大我な し。 小 達すれば 天に も 昇る 心地し、 
小窮 すれば、 地獄に も 落ちた る 心地す。 氣隨が 通ら ざれば とて 人を 怨み* 我儘が 通ら ざれ 
ばと て 天を 咎む 。前者の 不仕 合は 覺悟の 上な り。 不仕 合の 中に、 樂 天地 あり。 後者の 不仕 
合は、 覺悟を 經たる ものに あらず。 不仕 合の 中に 閒日 月な し。 前者を 譬 ふれば、 巖 頭に 吠 
ゆる 獅子 也。 後者を 譬 ふれば、 藩裡 にもが く 小羊 也。  • 

田 岡嶺雲 嘗て 高等 學 校に 入り たれ ども、 病の 爲 に退學 し、 後に 文科 大學の 選科を 卒業し 
て、 敎員 となり、 新聞記者と なり、 津 山に 赴き、 水 戸に 赴き、 支那に 赴き たれ ど、 志を 得 
ず。 終に 不治の病に 罹りて、 一室の 外に 出 6 能は ず 3 妻 もなければ 子 もな し。，： 領 雲の 如# 
は 世の 所謂 不仕 合なる もの 也。 され ど 知らす、 前者 か、 後者 か。 

われ 嶺 雲の 文を 讀 むこと 久し。 嶺 雲の 文には、 氣あ り、 熱 あり、 血 あり、 淚あ り。-: 領雲 
ょく 人を 罵る。 され ど、 人を 僧んで 罵る にあらず。 主義に 因りて 罵る 也。 嶺雲 ょく 世を 嘲 
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る。 され ど、 世を 恨んで 嘲る に # ず。 信念に 因りて 嘲る 也。 窮 して 屈せず。 苦んで 其 志を 
墮さず 。不治の病に 罹りても、 窮愁の 言を 吐かす。 悠然として 學を 講じ、 泰然と して 文を 
作る。 文を 作る が 故に、 文士と 言は V 、 言 ふべ けれども、 武士の 血を 傳へた る 文士 也。 不 
仕 合とは 云へ、 斷じ てこれ、 前者の 不仕合 也。 

われ 嶺 雲の 不仕 合なる を悲 む。 され ど、 不仕 合の 中に、 儼然として 武士 的 態度を 有する 
を欽 す。 世は 封建時代を 去る こと 久しくなる につれ て、-: 領雲の 如き 武士. 的 文士、 漸く 其 跡 
を絕 たんと す。 嗚呼 わが 嶺雲 自愛せ ょ。 

數 奇なる 田 岡嶺雲 

わが 友 田岡嶺 雲、 終に 日光の 客舍に 逝きぬ。 嶺雲が 醫師 ょり 不治の病を 宣告せられ たる 
は旣に 數 年の 前に 在り。 醫師は 日く、 一年 半の 命し か 無 かるべ しと。 さるに j 年 半を 經 


83 


とも、 死せ ず。 其 後 更に 一年 半を 經れ ども、 なほ 死せ ざり き。 其 間、 嶺雲は 泰然と して 生 
死を 度 外に 付したり。 而 して 靜に 書を 讀め り。 矻 々として 著述に 從事 せり。 毫も 死神の 直 
ちに 後に 逼れ るを 知らざる が 如し。 數奇傳 の 一部、 實に其 最後の 著述な り。 在來我 國に自 
叙 傳な きに 非る が、 數奇傳 の 如き 瑕瑜掩 はざる 思 ひ 切つ たる 書き方の 自叙 傳は 、全く 空前 
也。 嗚呼 嶺雲は 數奇傳 を 以て 死せ り。 一死 大に振 ひたる 哉。 西 行 法師 歌つて 日く 『願は く 
は 花の 下にて 我 死なん そのき さらぎ の 望月の 頃』 と。 同じく 死ぬ るなら 關東 第一の 名山な 
る 日光 山の 下、 世に も 淸洌を 極む る大 谷川の 畔 。嶺 雲は 死所を 得た る 哉。 


晚 成の 人た るべき 齋藤 野の 人 

嗚呼、 齋藤 野の 人 逝けり。 われ、 はじめて 野の 人に 逢 ひし 時、 謂つて 日く、 君は 不肖の 
弟な りと。 われ、 在来 この 筆法の 惡謔を 初見の 人に 試みし こと 少なから す。 嘗て 之を 馬揚 
孤蝶に 試みたり き。 橫井時 雄に も 試みたり き。 新 渡 戶馎士 にも 試みたり き。 

余は かく 野の 人に 向つて 試みし 時、 野の 人の 之に 應ぜし 態度ょり 判じて、 诀 して 不宵の 
弟に あらざる ことを 知れり。 近く 太陽に 出で たる 嘲 風 博士の 弔文を 讀み 、それと 拉 びて 出 
でた る 野の 人の 絕筆 、吾が 意志の 一篇を 讀 みて、 益々 不肯の 弟に あらざる ことを 知れり。 

野の 人の 兄、 高山 搏牛 は、 絕大の 奇才な り。 その 才 や、 その 學や 、其 人物 や、 才 華爛發 
常人を して 走 ゎ 且つ 畺れ しむ。 され ど、 野の 人 だけの 精神 氣魄 ありし や 否やは 疑問 也。 樗 


牛 心 交の 友な ろ 嘲 風 も 云へ り、 意志の 繁固な る ことは、 稼 牛 その 弟に 及' はずと。 

野の 人は 其 兄より 數年 おくれて 大學を 出で たる も、 兄の 如き 名は 無し。 その 名の 如く、 
野の 人な り。 名を 求めず。 榮 達を 求めず。 妻まで も 求めず。 兄弟み な 肺病に 倒れ、 己れ も 
亦 同じく 肺病に 罹りた る も、 窮愁の 言を 吐かず。 されば とて、 茫然自失せ るには あらず。 
よく 貧に 處 し、 錢盡 くる も晏 然として、 一日 も硏 究の步 をと V' めず。 十九 世紀 文明の 由る 
所を 窮めて、 希臘 主義に 到達し、 希臘 語を 修めて、 ホ メー ルの 原詩を 味 ひ、 餘勇 日本に 及 
びて、 北齋を 或點に 於て 世界一と 稱 し、 在 來奈良 朝の 美術史を 硏究 せし もの、 妄を 辨ぜむ 
とす。 これ 豈 に不肯 の 弟なら む や。 

樗 牛の 文は、 氣が 利きて、 而 かも 步趨 堂々 たり。 野の 人の 文は、 多少の 才も あり、 殊に 
氣熱も あり たれ ど、 緩く して 間の 拔けた る 所 も あり。 文字の 使用の お ほつ かなき 所 さへ あ 
り。 察する に、 これ 漢學の 素養の 有無 深淺 によりて 岐れ たる 所 多き にあらざる か。 少 くと 
も、 文字の 使用の 技倆は、 これより 岐れ たるべ しと 信ず。 嘲 風 博士 とても、 亦 之を 兔れず 0 


唯 野の 人に 比すれば、 や、 氣が 利きて、 女性的 優美の 分子 あるを 異なれり とす。 さは 云へ 
誠意を 以て 兄を 引導し、 また 弟を 引導す。 高山 兄弟は、 生前 も、 死後 も、 嘲 風の 厚情に 浴 
する こと 大也 。淚 あるの 人と 云 ふべき 哉。 われ 野の 人と 相 見し こと 二 三 囘に 過ぎざる が、 
同じく 大久保 村に 住めり。 日夕 其 門前を 往來す 。而 して 入らず。 野の 人 も 亦 我を 訪はず 。 

折 0ノ\ 其 家より ピアノの 音の 洩 る、 を 聞きたり。 これ 不治の病に 雌伏す る 人の 手す さび 
かと、 心には、 世の 無情を 感ぜ ざり しに も あらず。 さきに 小 泉 八 雪 先生 も、 同じく 大久保 
村に 逝けり。 大久保 村何ぞ 精神の 人に 緣ある や。 われは 未だ 佛敎の 不死 不 生、 耶蘇 敎の靈 
魂 不滅を 信す るまでに は 至ら ざれ ども、 精神の 不滅は、 之を 信ず。 精神に 大小 强弱 あり。 
野の 人の 精神は 强 くして 大 也。 宇 笛 間に 印象す る こと 深 かるべ し。 戶山 原頭、 銃 聲絕 えて、 
天地 閬寂た 6 の 夜、 八 雲 先生と 野の 人と S 精神 相會 して、 天花繽 紛 、異 香よ もに 迸る こと 
もや あらむ。 m に、 早熟の 人 あり。 晚成の 人 あゎ。 野の 人は 晚成の 人なる べし。 典 志の 半 
ばに して 逝きた るは、 惜むべ けれども、 其 精神は 永刼 波動して 絕えじ 野の 人 瞑せ よ。 
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一代の 才人 齋藤綠 雨 

棺を 蓋ぅて 名、 定まる。 綠雨 死せ り。 一 一三 度 面晤せ しに 過ぎざる も、 その 文才に 感歎す 
る ものな り。 友と して ^ はむ に 由な し。 むしろ 冷 かに その 長所を 評論す るが、 亡き 文士を 
弔 ふ 所以なら ずと せむ や。 

綠雨が 一生の 間、 世に 殘し たるは、 十 數篇の 小說と 皮肉 漫評と あるに 過ぎず。 殊に 晚年 
は* 全く 小說の 筆を 絕 ちて、 をり^- 漫評を ものせ しのみ。 その 皮肉の 筆は、 ほとんど 綠 
雨の 獨壇な りき。 余は 必ずしも その 小說に 感服せ ず。 その 評論に も 感服せ ず。 され ど 一種 
の 文章 家と して、 その 文才に 感服せ ざるを 得ず。 綠雨 は、 明治 年間、 最も 文章に 苦心した 
る 一人な り。 鏤心雕 骨とは、 この 人の 謂 ひか。 その 筆、 銳 くして 氣力 あり。 思 ふに、 その 


人、 氣を以 て 勝れた る ものに て" 心 こまかく、 觀察 凡なら ず。 その 文を 屬する や、 經營慘 
澹 、一字 苟 くもせ す。 句々 すべて 金玉な り。 满腔 詩趣 あり、 巧緻 纖麗 "恰も 錦 e の 如き 叙 
事の 文 も あれば、 放言 痛罵、 奇矯 極めて 人の 肺腑を 刺す 漫評の 筆 も あり。 才 情と 就 癖 不平 
の氣 とを 兼ね 備 へて、 よく 美しく 又よ く奇な り。 殊に 其寸鐵 殺人的の 評論は、 綠 雨の 前に 
綠雨な く、 綠 雨の 後に 綠雨な からむ。 

その 文、 日本の 文壇に 異彩を 放てり。 餘り鎞 鍊に過 ぐれば、 文 却って 生 氣を失 ふこと あ 
り。 紅葉の 如きは 時に この 弊 あるを 免れ ざり しか ど" 綠 雨に" この 弊な かりし は、 才 ある 
のみならず、 かねて 氣あ りたれば なり。 

余は また 綠 雨に 於て、 藝術的 良心を 見る。 この 點は 、紅葉に 相 同じ。 文士、 文を 賣れ ば、 
境 ii 上、 濫作せ ざるを 得ざる こと あれ ども、 藝術的 精神 ある ものは、 決して 氣に 入らぬ 作 
を 公に せず。 一生 窮境に 在りた るが 如し。 彼が 才筆と 名聲 とを 以てすれば、 多く 文を 作り 
て、 身を 窮境より 脫せむ ことは、 必ずしも 難から ざるべ し。 され ど、 彼は 氣に 人ら ざれば、 


妄りに 作ら ざり しなり。 如何に 窮 する も 妄りに 作ら ざり しなり。 されば、 彼の 作は 多から 
ず。 され ど、 その 作は、 總てみ な 彼の 心血を 灑ぎ たる 好 文字な り。 綠雨の 評論は、 觀 一 2 
方に 偏し、 すね 過ぎ、 ひがみ 過ぎ、 繼兒的 眼孔を 以て、 人生を 觀た るが 如き 弊 あれ ども、 
寸言の 中に、 往々 直觀的 眞理を 見る。 多く 書を 讀み 、多く 古人の 思想の 跡を たど 0 て、 正 
大 らしく 議論の 陣を立 つるは、 難き に似て、 實は 易し。 こけおどしには 都合ょ けれど、 さ 
まで 價値 ある ものに あらず。 綠雨 や、 才と氣 とを 以て、 書物 以外に、 人生を 直觀 す。 而し 
てょ く 奇警なる もの あり。 適切なる もの あり。 これ 村學究 輩の 容易に 企及すべからざる 所。 
綠 雨の 評論は、 この 點に 於て 價値 あるな り。 

綠雨 はもと 小說を 以て 文壇に 立ちた る ものなる が、 何故に 之を 早く 廢した るか。 思 ふに、 
目の 方が 肥えす ぎて、 其 手腕 其 藝術的 良心に かなは ざるを 自覺 したる に [A1 るなる ベ し。 綠 
雨は、 明治の 一小說 家な れど も、 終に 第一流の 小說 家には あらず。 その 漫評は、 或は 自ら 
本意と せ 〇 ものに あらざる ベけ れど も、 彼の 本色は、 却つ て 之に あらは れ rl り。 時に 通を 
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ふり 廻は すが 如きは、 たま^-以て その 心 こまかく、 觀察 のす る どきを 見るべし。 齒 牙に 
かくる にも 足らざる 攻擊 にも、 必ず 答へ では 止ま ^ りしは、 量な きに 似 たれ ども また 詩 
人的 性格と して 妨げず。 

之を 要するに、 その 人奇 にして、 文も從 つて 奇な り。 一生の 心血を 文章に 寄せて、 その 
文、 千古、 文壇に 異彩を 放つ に 足り、 詩人に 最も 重んずべき 藝術的 良心を 具へ、 村學 態度 
をはな れ 、眞理 を It 觀 したる は綠 雨の 特長に して、 綠雨が 文人に して 生命 ある 所な り。 

あはれ や、 一代の 才人、 早く 不治の病に 罹り、 幾ん ど 一生を B 軻 落魄の 間に 過し、 末路 殊に 
悲慘を 極めて、 有情の 士を して、 酸鼻に 堪へ ざら しむる も、 死 すれば 凡て 夢 也。 天は 綠雨の 
肉體を 苦め たり。 され ど 綠雨の 才筆は 永く 天地の 間に 留る 。之を 以て、 彼に かふべ け t; や。 

若し 余が 綠雨 にあき たらぬ 所を 云は V 、 過敏、 奇矯、 狹量 、すねる こと、 ひがむ こと、 
通が る ことな どに 失して、 正大、 高雅、 一蒙 壯 、洒脫 、溫藉 などの 趣を 缺く 。紅葉を 藝 者の 
文字 ある 者と すれば、 綠雨は 酌婦の 文字 ある 者な り。 典に 女性的 文士な り。 
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才の人 福 地櫻痴 

櫻痴は 、才の 人な 〇 とは、 萬 ロー  音に 云 ふ 所なる べし。 元來 、才は 、世に 必要なる もの 
なれ ども、 尊く は あらぬ もの 也。 櫻痴は 、才の 人の 中の 才の人 也。 才の 人は、 浮世に 衣食 
する には、 調法な れど 、づぬ けて、 えらく はなれず。 才の 人なる 櫻痴 は， 何を させても、 
人拉 よりは、 少しよ く出來 たり。 口 も 達者 也、 本 もよ める、 字 も かける、 世才 も あり、 學 
才も あり。 之を 役人に すれば、 書記官、 もしくは、 秘書官の 材 也。 大臣の 器に あらず。 會 
社に もち ゆけば、 重役に なり 得べき も、 社長と なりて、 奇 利を 博し 得べき 手腕 もな く、 貫 
目 もなかるべし。 むかしは、 大久保 、木戶 、伊藤、 大隈諸 公に 愛せられし との 事なる が、 
これ その 才の憐 まれし なるべし。 到底、 櫻痴 は、 使は る、 人 也。 使 ふ 人に 非ず。 げ に櫻痴 


92 


の 一身は すべて これ才 ◦いろ^^* の才、 か 有りす ぎて、 智 無し。 あつても 小 也。 學な し。 
あつても、 こわと いふ 專 門の 學は あらず。 識な し。 あつても 遠大には あらず。 淚な し。 あ 
つても 血を ふくめる 淚は あらず。 た V 輕薄な らず 、不人情なら ずと いふまで 也 。小才 子よ 
りは、 少し 上の 才子 也。 氣は あれ ども、 膽は 無し。 少し ばかりの 瘦 我慢は あれ ども、 骨は 
無し。 情に もろく して、 酷薄な 事は せず。 潔癖に して、 人に 迷惑 かけす。 野心 あり、 名譽 
心 盛な れど銅 臭は 帶びず 。この 點が 、少し ばかり 詩人 肌 也" 全くの 俗物には 非ず。 され ど 
詩人に 非ず。 高士に 弗ず。 仁人に あらず。 政治家に あらず。 學 者に 非ず。 一 蒙 傑に 非ず。 少 
.し大 なる 才子 也。 世に 調法なる 人 也。 毒に もなら ねば、 かくべつ、 藥 にもなら ず。 


一代の 文章 家 藤 岡東圃 

嗚呼、 藤 岡 東圃は 果して 死した るか。 凡そ 十日 前、 外濠 線の 電車の 中に て、 偶然 久しぶ 
りに て 相 逢 ふ。 電車の 中と て、 精し く 相 語る に 由な かりき。 誰か 圖らむ や、 今日 忽ち ^ KI' 
音に 接せむ とは。 

思へ ば、 電車の 中の 邂遐 は、 今生の 見納な りき。 其 時、 東圃は 弱りた る 病體 也。 され ど、 
東圃 の病體 は、 今日に 始まりた るに 非ず。 十數年 前、 余が 東圃を 見知りた る 時、 旣 に病體 
なりき。 白 巾を 頸に まきて、 ぜい^-言 ひ 居りたり き。 なほ 聞けば、 束圃 の病體 は、 その 
時に 始まりた るに 弗ず。 少年の 時旣に 喘息に か、 りて、 四十 一年の 一生を 病の 中に 送りた 
る 也。 われは じめ て 見し 時、 肺結核 かと 思 ひしが、 喘息と 聞いて 安心し ぬ。 喘息の 人は 肺 


結核に か、 る ことなしと 聞いて、 益々 安心し ぬ。 世に 所謂 柳に 雪折れな し。 束圃は 蒲柳の 
質の ま、 に 長つ V きがすべ しと 思 ひ 居りし に、 嗚呼 天 公は 何の 意ぞ 。一朝 俄に 東圃を 五雲 
閣 上に 招きぬ。 

W 間とは、 げ に、 東圃の 謂 也。 東圃は 病中に 聞 日月を 得た る 人 也。 病中の 讀 書に 樂境を 
得た る 人な り。 われ 世の 學者 文人に 逢 ひたる こと 少なから す。 され ど、 東 圃の顔 ばかり 俗 
氣の 無き 顔を 見た る ことなし。 東圃は 四十 一歳に なりても、 童顔 也。 否、 佛顔也 。われ 東 
圃に逢 ひし 侮に、 何となく 尊く 感ぜられて、 覺ぇず 襟を 正さす んは あらず。 

十數年 前、 平田鏗 二 郞 氏との 共著と なりたる 日本風 俗史は 、われ 嘗て 一 讀した りき。 こ 
れ當 時に ありて は、 破天荒の 著 也。 數年 前、 世に出で たる [1 文學 全史 平安朝 編 も 一 讀 した 
りき。 日本の 文 學史は 少なから ざれ ど、 東圃の 著に 於て、 われ 始めて 文學の 鑑識を 見たり。 
兼ねて 創見を も 見たり。 以爲 へらく、 東圃は 優に 博士た る 力量 ある 人 也。 大 學の國 文科は、 
東圃 あるが 爲めに 重きを 成せる 也。 われは また 異本 山家 集に、 東 圃の西 行 硏究も 凡なら ざ 
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るを 見たり。 最も 傑作と 稱 せらる、 近世 繪衋史 は、 われ 未だ 讀まざ れど も、 東圃が 繪麄に 
關 する 批評と 史論とは、 在來 多くの 雜 誌に 於て 見たり。 東圃 は、 常に 文學 のみならず、 繪 
堂. 圆に 於ても、 鑑識と 創見と を備 へたり。 その 繪盡史 が、 この種の 著述に て 天下 無類なる こ 
とも 推して 知らる、 なり。 

なほ 東圃は 一代の 文章 家 也。 少く とも、 國 文學界 第一の 文才 也。 美しく して 浮華なら ず。 
漉く して 枯淡なら ず。 才あ り、 情 あり、 氣 あり、 而 かも識 ありて、 運用の 妙、 波瀾の 巧、 
優に一家の風格を備へて、天下の逸品たるを失はず。東圃の文才はなほ韻文にも及びたり 
き。 嗚呼、 東圃は 篤 學の 君子 也。 文章の 大家 也。 仙骨 ある 高士 也。 國文界 の 大家 也。 美術 
界 一方の 重鎭 也。 然るに 今や 亡し。 

嗚呼、 東圃は 果して 死した るか。 われ 訃報を 手に して、 感慨 措く 能は ず。 起ちて は 坐り 
坐りて は 起つ。 初春の 日影 ぅら、 かに、 そよ と 吹く 風 だに もな く、 窓 前 一樹の 梅の 花、 空 
しく 脈々 として 淸香を 送る。 
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交番 R 小便した る芳賀 博士 

中 村 敬 宇、 或 時 交番と 便所と を 間違へ て、 交# に 小便せ しこと ありと て、 世に 有名な り 0 
敬 宇は 强度 の迓視 眼 なれば、 斯く 交番と 便所と を 間違へ たるな りと 云ひ傳 ふれ ども、 眞僞 
はわから ず。 もしも 單に 近視眼 故に 交番へ 小便した る ものと すれば、 振つ た 話には 弗ず。 
先年 芳賀 博士 も 深夜 交番に 小便し、 爲めに 警察署に 伴れ 行かれ、 過料 金を 取られし こと あ 
り。 例の 大酔の 餘 りに 交番と 便所と を 間違へ たるなら むと 云 ひ、 又 近視眼の 故に 交番と 便 
所と を 間違へ たるなら むと 云 ひて、 世人は 之を 一笑に付せり。 淺い哉 凡俗の 見解 や。 

余は 六 七 度の 近視眼 也。 而 して 酒 も人竝 には 飲む もの 也。 如何に 近視眼な れば とて、 眼 
鏡を 掛けて 居れば、 決して 交番と 便所と を 間違 ふるものに 非ず。 又 如何に 醉ひ たれば とて、 
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所謂 『上 一！ 一、 本性 あり』 〇诀 して 交番と 便所と を 間違 ふ ものに 非ず。 よしや、 交番と 便所と 
を 間違 ふると も、 巡查が 眼を 開いて 居り さへ すれば、 交番の 中へ 小便を させるべき 箸の も 
のこ 非ず 。交番に 小便 せらる、 は、 必ずや 巡査が 眠り 居りし 也。 讀者 諸君、 警衞の 任に 當 
れる 巡查が 、夜中 眠りて 可な 6 ものなる 乎。 

芳賀 博士は、 帝 國大學 の敎授 也。 國文の 大家 也。 帝 國大學 の 講座に て、 國 文を 講義して 
居れば、 それにて 濟む 身分 也。 交番の 巡查が 眠らぅ が、 眠るまい が、 そんな 事は 大目に見 
て 可 なれ ども、 博士は 尋常 一 樣の學 f 非ず。 血 あり、 淚あ り、 骨 あり。 都下 二百 萬の 蒼 
生の 爲めに 、巡查 の 職を 盡さ v o 巡査を 見遁が さ V' る 也。 それ も 一度なら、 或は 見遁か す 
べし。 夜 m く 歸る每 に、 交番の 巡査の 眠り 居る を 見て は、 豈に 市民の 爲めに 公憤を 發せさ 
るを 得ん や。 その 公憤 發 して、 小便と なれり。 而 して 眠れる 巡査の 眼を 覺 ましたり。 嗚呼 
芳賀 博士は 口を 以てせず して、 小便を 以て 巡查 を說 法して 見た る 也。 

愚なる 巡査は、 己れ の 罪を 棚に あげて、 博士を 警察に 俘れ ゆけり。 規則 通りに 過料を 取 


98 


れり 。愚なる 凡俗は、 芳賀 博士を 小便 博士と 嘲れり。 然るに 機敏なる 『萬 朝 報』 は、 忽ち 悟 
る 所 あり。 一夜 深更 社員を 擧 つて、 都下 到る 處の 交番を 探偵せ しめ、 然る 後、 全紙を 其 報 
道の 記事に 充てたり。 巡查の 勤怠 一々 紙上に 明かに なれり。 是に 於て、 都下の 巡查 一般の 
眠覺 めたり。 警察署 長の 眠覺 めたり。 警視 總監の 眠覺 めたり。 窓れ る巡查 は、 それ f 處 
罰せられたり。 これょり 後、 交番に 小便す る 人な きのみなら ず、 在來頻 々たりし 盜難や 、 
强姦や 、あらゆる 災難、 ばつたり 止みたり。 東京 市中 二 百 萬の 蒼生の 財產 生命は、 芳賀博 
士の 小 # の 御蔭に て 安全なる を 得た る 也。 世に も 尊き 芳賀 博士の 小便なら ず や。 


腹の せ t き 山路 愛山 

われ、 中央 公論に 於け る 山路 愛山の 新靖獻 遺言の 論を 讀 みて、 その 人となりを ゆかしく 
思 ひぬ。 その 論の 要に 日く 「嘗て 靖獻 遺言を 讀 みける が、 以爲 へらく、 これ 失敗 者の 歴史 
なり。 男子 飽くまで も、 我が 力を 發展 すべし。 失敗 者の 歴史の 如きは、 之を 學ぶの 必要な 
しと。 然るに、 今にいた りて、 又以爲 へらく、 われ 誤れり。 靖獻 遺言は 失敗 者と いふょり 
も、 むしろ 犠牲者と いふべき 者の 歴史な り。 世の中の 事業には 、犠牲者な かるべ からす。 
今や、 世俗 滔 々として 利己主義の 途に奔 りて、 獻身 犠牲の 精神を 解す る もの 稀な り。 大に 
新靖獻 遺言を 起して、 この 弊風を 矯めざる ベから す」 云々。 余 おもへ らく、 これを 飾らず 
街は ず、 腹からの 本音を 吐きた る ものに て、 時弊に 的中せ るの 言な りと。 
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然るに、 近く 五月 十五 日の 國民 新聞に 於け る 愛山の 書齋獨 語を 讀むに 至りて、 われは、 
大に 失望し ぬ。 余は、 斷言 せざる を 得ず、 さきの 愛山の 言は、 腹からの 本音には あら ざり 
き。 愛 0J* は、 まだ^-* 靖獻 遺言は わ. からざる なりと。 其書齋 獨 語の 言を 摘出せ むに、 「わ 
れ秋山 一裕 氏の 應援に 出掛けた るに •反對 派の 壯士に 脅迫せられ て、 演說を 中止した りと、 
或る 新聞に しるした れど 、事實 全く 無根な り 0 J 

これ だけなら、 まだよ し、 「余は、 微弱の 一漢 子な れど も、 所謂瓧 士の 脅迫を 恐る、 にあ 
らず」 客氣 あれ ども、 穉氣む しろ 愛すべし。 愛山は、 斯くて 自ら 氣を吐 きたる つもり かは 
知らね ども、 實は 、これ 愚痴な り。 言 ひわけ なり。 怯 犬は、 よく 吠 ゆ。 腹の 据わつ て 居ら 
ぬ 人は、 よく 威張りたがる。 自信の なき 者は、 よく 言 ひわけ をしたがる。 まことに 自信 あ 
りて 腹の 据わつ て 居る 人なら ば、 空威張りは せず、 下らぬ ことに 憂身を やつして、 言 ひわ 
けは せざる なり。 然し 青年時代には、 誰も 肩を^} かす ものな り。 どんな 事で も、 言 ひわけ 
して、 我が身の 潔白を あらは さず んば 、氣が すまざる なり。 この 胃を 聳 かす こと、、 强辯 


101 


して 我が身の 潔白を あらは す こと、 は， 修養の 途に ある 靑 年に 向つ ては、 必ずしも 咎むべ 
きこと には あらす。 否、 これ あるが 爲 に、 其 人は 向上 もし、 發展 もす るな り。 潔白を 求む 
るに つれて、 自信 生じ、 神佛も その 心に やどりて、 死す とも 悔ひ ざるに 至るな り。 惡とい 
はれ、 賊と いはる、 とも、 從容 自若と して 瞑目す るを 得る に 至るな り。 また 肩を聳 かすに 
つれて、 智を 磨き、 勇を みがき、 生死の 巷に 出入して、 膽力も 生じ、 腹 も出來 て、 壯士の 
脅迫を びくと も 思は ざるに 至るべく、 さすれば、 脅迫せられ たと 云は れぅが 、卑怯と 云は 
れぅが 、そんな 事は、 屁と も 思は ざるに 至るな り。 愛山は、 未だ、 これら、 いづれ の 域に 
も 至り 居らぬ と 見ぇて、 怯 犬の 如く 吠 ゆるな り。 かく 空 威張す るは、 まだ 壯士の 脅迫を 恐 
れぬ までの 膽力 なく、 自信 も 無き ことを、 自ら あらは せるな り d 穉氣 むしろ 愛すべ しとは、 
卽ち この 事な り。 然れ ども、 之が 爲に 、竹馬の友の 舊惡を 筆に し、 人身 攻擊 を爲 すに 至つ 
ては、 斷じ てこれ を 許すべからず。 营 に靖獻 遺言が わかつ て 居らざる のみならず、 士 人の 
風上には 置くべからざる なり。 
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「秋 山 氏は 鄕友な り。 共に 奧村 先生に 學びた る 少年 時代の 學友な り。 このたび、 候補者と 
なるや、 來 りて 援を乞 ふ。 何となく、 昔な つかしくて、 之を 諾せ り。 一片 舊 友の it に 報い 
むと するな り。 衣不如 新、 人不如 故とは、 余の 情なり」 と 云 ふは、 犬に 好し。 され ど、 「秋 
山 氏は、 政友會 員に 對 しては、 余は 准 政友會 員な りと 云 ひ、 進步黨 員に 對 しては、 余は 准 
進 步黨な りと 云 ひ、 無 所屬の 人に 對 しては、 余は 純然たる 獨 立の 客な りと 云 ふやぅな る、 
曖昧なる 人な り」 そろ^- 舊 友の 人身攻撃が 始まりたり。 「秋 山 氏は、 金 ある ま、 に、 その 
功名、 いにから れて 、いは ゆる 運動 屋の喰 ひ 物と ならむ とする ことを 聞けり。 其 愚 あはれ む 
べし」 人身 攻擊が 、ます^^、 はげしくな りぬ。 

「反對 派の 演說會 にて、 秋 山 氏に 加へ たる 人身 攻擊 はげし かりし 中に、 教科書 事件の 賄賂 
行使に 於け 暴實 ef は、 公 ■判 荽を 摘み f たる ものにして 、奪 霞す るの 途 
なし。 秋 山 氏は 助くべからず と诀 心せり L. 人身 攻擊 も、 こ、 に 至りて、 その 極に 達しぬ。 

よくも， 筆を こ、 まで 進む る ことを 得た る もの かな。 
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なほ 愛山の 言を 引かし めょ。 「余は 軟山 氏に 對 しては、 た >  一 片 、故人の 情 ありし のみ。 
され ど、 選擧 期日 旣に 切迫したる 苦 戰惡鬪 の 日に 於て は、 我が輩の 如き 讀書 生の 推薦 演說 
は、 寧ろ 害 ある も、 益な しと 信ず」 まことに 故人の 情 あら ば、 進んで その 苦 戰惡鬪 に 入つ 
て、 友と 共に こそ 斃 るべ けれ。 かくて こそ 眞 に靖獻 遺言を 讀み たる ものな れ 。かくて こそ 
新靖獻 遺言を 興すべし とい ふだけ の 資格 ある ものな れ 。若し 眞に秋 山 氏の 當選が 天下に 害 
ある ものなら ば、 何 ぞ選皋 人の 爲に 、天下の 爲に 、淚を 揮つ て、 馬稷を 斬らざる 。「一書を 
殘 して 秋 山 氏に 與へ 、氏の 身を 政治の 泥海に 投じた るを 悲むの 情を 述べ、 直ちに 歸路に 就 
きたり」 秋 山 氏の 當選が 天下に 害 あると までの 決心は 無く、 た V' 政 海を 泥海と 思 ひ 込み、 
秋 山 氏が 金を 投じて、 運動 屋の喰 ひ 物になる を 悲しめるな り。 一片 故人の 情 あるな り。 眞 
に 愛山は、. 自ら も 云へ る 如く、 可憐なる 讀 書生な り。 それほどにまで 故人に 情 あるに、 何 
故に か、 わざ^/- 五月 十五 日卽ち 選擧 期日に 於て 故人の 舊惡を 紙上に 公に したる。 

「秋 山 氏 本陣の 旅館に 行かす、 予が 定宿に 投じ、 自ら 陴營を 張りた る ことの 聰明なる 所 置 
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なりし を 喜べり」 お 目出度い かな、 愛山。 かくまでに 聰明なる 愛山は、 「靜 岡に 住せし こと 
廿年餘 、秋 山 氏が 運動 屋の喰 ひ 物に なり 居る こと、 その 曖昧なる 言を 爲す こと、 反對派 の 
秋 山 氏の 人身攻撃の 最も 千 萬なる ことは、 少しく 知人を 訪問 すれば、 直ちに 知り 得る」 のみ 
にして、 卽ち 、反對 派の 術中に 陷〇 て、 毫も 秋 山 氏の 得點を 樑り得 ざり き。 余は、 その 愛 
山の 聰明なる を 悲しまざる を 得ざる なり。 

愛山の いは ゆる 運動 屋の喰 ひ 物と なりし 秋 山 氏は、 靜岡 市に 於て、 僅々 數十 票の 差に て、 
政 海の 名士、 ハィヵラ 將 軍と 聞ぇ たる 松 本 軍 平 君を 斃 して 漸く 當 選したり。 その 苦戰想 ふ 
べきな り。 善惡 必ずしも 二 致 あるに あらず。 その 運動 屋の喰 ひ 物と なる の 腹を 他に ぅつさ 
ば、 國 難に 家財を つくして、 愛山の いは ゆる 新靖獻 遺言 中の 人と なる を 得べき なり。 もと 
の靖獻 遺言の 文 天祥の 如き も、 まづ 富裕なる 家產 を國 難に つくし、 終に 其 身を つくしたり 
しなり。 余は 斷 言す、 運動 やの 喰 ひ 物と なる だけの 腹が なく ば、 とても、 泰然と して、 國 
難に 殉す るの 人とは 成れざる なり。 
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思 ふに、 愛山は 善人な り。 わざ^" 舊 友の 人身 攻擊 をした 人は 無 かるべし。 仁 V 壯士の 
脅迫に 肩を 聳 かした る 許りに、 舊 友の 舊惡を 筆に した ものなる べし。 世に 恐ろしき は、 い 
は ゆる 腹の ある 惡人 にあらず して、 腹の 黑き 善人な り。 新靖獻 遺言を 興せと 大呼した る 愛 
山は、 舊 友の 犠牲た る 能は ずして、 却つ て舊 友の 名譽 を、 わが 潔癖の 爲に 犠牲に 供した る 
なり。 斷然 、これ 大事を 其に すべから ざるの 人な り。 

余は 確信す、 愛山の いは ゆる 新靖獻 遺言を 出さん には、 先 〇 愛山の 如き 人を 軍門の 血 祭 
に 供し、 風教 上の 犧牲 とせざる ベから ざるな り。 

さらば、 愛山は、 到底、 度すべからざる 人 かとい ふに、 否、 否、 然らず 。愛山は もと 
もと 善人な り。 而し て氣を 員 ふ。 故に 空 威張が したく、 腹が せまく して、 人を 容る 、能は 
す。 眞に 修養して、 膽力 をつ け、 腹を 大 にし、 銜氣 、虛榮 心を 去ら ば、 その 人物 始めて 渾 
然として 大な るべ く、 高 かるべし。 こ、 に 至りて、 新靖默 遺言を 興せと 大呼す るの 資格 あ 
るべき なり。 
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冥途 文壇 消息 

冥途の 文壇 も、 格別 かは りし ことは 之な く 候が、 一つ この頃の 出來 事を 御 報道 申 上 候。 

尾 崎 紅葉が、 M fs を頰 張つ 一」、 うまい^^と、 舌鼓う ち 1 處へ 、高山 樗牛が S て來 
て、 この頃 何 か 御作 あり やと 問 ひ 候へ ば、 例の 胃病で 筆を 取る 氣に もなら ず。 婆 婆で も 
我輩が 死んで からは、 小說が 大に衰 へた やう 也と いふ。 樗牛 その 話を うけとつ て、 小說 は、 
まさか 衰へ もせざる ベ けれど、 議が 死んで からは、 評論 壇は、 全く 駄目に なれり と 威張 
る。 然し、 高山 君、 我輩の 全集の 大 に賫れ るのを 見 給へ。 日本一の 小說 家は、 この 紅葉 也。 

時に、 君 2f 出で しやうな—、 議 の 全 ft— れ妻 かと 云へ ば、 軍 苦笑 

して、 我輩の 評論が、 君の T な、 へつ f な 小說と 一所に—— 者 かとつ ぶやく 


處へ 、文士と いふ ものは、 いつも 下らぬ ことば かり 言 ふ もの 哉と 一喝して、 副 島 蒼海 伯 入 
り來 る。 落 合 直 文 氏 之に 向 ひて、 近作 一つ 御覽に 人れ むと て 口吟す らく、 

緋 威の 鎧を つけて 太刀は きて 

樓み る 人い ま 有り や 無し や 

は、 ァ 、大和魂を 有せる 歌人は、 足下 一人に やとて、 蒼海 伯 微笑す。 齋藤綠 雨、 落 合 氏に 
向 ひて、 貴殿が 死なれて ょり 門下 四散し、 いづれ も 小人 か輕薄 才子 かにて、 歌壇 振は す、 
晶子 女將 軍の藉 刀に きりまくられて、 いやはや 意氣 地な き 人達の みに 候と 云へ ば、 我 門下 
には、 輕薄 才子が 多くて、 不埒に も、 吾輩の 歌を 改めて、 全集に 出した る もの あゎしが、 
輕薄 才子の みに も あらす、 中には 感心な もの も ありて、 大に憤 慨 して、 この度 歌集の みを 
兌に 出して、 原作の ま、 を傳 へて 吳れ たり。 は、 ァと 、淚を こ ほされ 候。 綠雨 語を あらた 
めて、 歌 も だめなる が、 子規 死して 發句も だめになり 候と 云へ ば、 

夏の 夜を 鳴き あかした る 蛭 哉 
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と、 一隅に 徽吟 する もの あり。 誰かと 見れば、 正 岡 子規に 候。 さぅ すれば、 我等は、 蛙に 
見た てられた るかと、 紅葉が ふき 出す 處 へ、 野 口寧齋 入り 來て 、蒼海 伯に むかひ、 臺閣の 
諸 公の 中に て、 閣下が 無論 第一の 詩人なる が、 閣下に ついでは、 伊藤 候が 上手に 候。 と 云 
へば、 伊藤 も 今度 韓國の 統監に なりて、 末路に 花を 唉か したる が、 思 ひ 切つ て、 韓國で 死 
んで 仕舞へ ば、 ょけれ ど、 あの人は、 至誠の 氣が 乏しければ、 あと 釜に、 桂 伯で もす 忌て、 
ぢ きに 還つ て來 さぅな りと、 蒼海 伯が 言 ふに、 御 說御尤 也。 一つ 伊藤 侯を 諷剌 してやらむ 
とて" 

功名 餘地付 一一 兒輩一  老向 U 邊荒 1 P 1 帝 恩 一 

美人 歌 罷坏土 冷、  醉魂 彷彿 化，； 忠魂 r 
と、 寧齋が 口吟 すれば、 綠雨 さし 出で、、 起句の 踏み 落し も 苦しい し、 轉句の 平仄の 轉倒 
も 苦しい。 寧 齋君も 冥途へ 來て 詩が 下りたり と咎む 。寧齋 笑つ て、 相 か はらず、 綠雨 君は、 
あら探し ばかり せらる、 もの 哉。 そんな 事は、 婆 婆で いふ 事 也。 冥途の 詩に 平仄 もへ ちま 
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も ある ものに ^ ずと、 負け 惜み言 はれ 候。 綠雨 しばし 考 へしが、 僕 も 一つ 諷刺の 俳句を つ 
くれり とて、 

筆し ぶつて 金 鍔 欲しき 夜長 哉 

これは、 この 席上の 誰れ やらさん にさし あげます と 云へ ば •一同 どつ と 笑 ひ 候。 

文士な どい ふ 手 合 ひは、 冥途へ 參 つても、 こんな 下らぬ ことば かり 致 居候。 
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文壇 名勝 誌 

馨 赤門 川  大學 川の 一 支流 也。 一に 文科 川と 稱 す。 大學 川は、 國庫 川より 發せ る大川 
也。 六つの 支流 あり、 法科 川、 醫科 川、 工科 川、 文科 川、 理科 川、 農科 川、 これ 也。 その 
中に て、 文科 川、 最も 幅せ まし。 され ど、 深し。 支流より 本 川へ かけて、 博士 魚を 產 す。 
この：： T の 名物 也。 之を 柿 ふるには、 推薦 網を 用ゐ るを 最も 便と す。 巧者なる ものは、 論文 
網を 用 ひて 之を 柿 ふ。 まれには、 洋行 網を 用ゐて も 柿へ 得る こと あり。 この 川には、 また 
多く 擧士 魚を 產す 。近年、 產 出額 多き を 以て 賣れ 口よ からず。 

⑩早稻 田 川  流域は 赤門 川より 遙に短 かけれ ども、 幅は 之に まさる。 寄附 山より 發し 
大隈村 こ 至りて、 はじめて、 早稻田 川の 名 あり。 近年し きりに、 早稻 田學士 魚を 產 す。 風 


味、 赤門 川の 學士 魚に 似たり 。され ど、 價廉な るを 以て、 需用 ひろし。 

⑱道遙 市  早稻田 川の 川 n にある 大都會 也。 港を ひかへ て、 船舶 幅輳 す。 その 中に 英 
國の船 多し。 もとは、 學校 多く、 書店 多 かりし が、 近頃は、 劇揚 大に榮 ゆ。 脚本 鉛が、 こ 
の 市の 名物 也 

# 抱 月 町  道遙 市より 程遠から ぬ處 にあり て、 可成り 繁華なる 都會 也。 この 町 も、 港を 
ひかへ、 近年、 獨逸 船、 つき 始めし より、 逍遙 市の 繁華 や、 玆 にぅ つれり。 早稻田 文學校 
とい ふ 有名なる 學校 。もと 逍遙 市に ありて、 一 時廢 校せ しが、 近頃、 この 町に 再興し、 可 
成りに 盛り 也。 商業 可成り 振へ ども、 固有の 產 物は 無し。 多くは 舶來品 也。 

# 巽 軒 山  赤門 川の 上流に ある 連山 也。 其 主峯を 哲學峯 とい ふ。 敎育峯 、宗教 峯 、文學 
峯 、美術 峯など 、左右に ひろがりて、 橫に 長き こと、 その 幾 里なる を 知らず 。遠方より 望 
め ば、 見事なる 山 也。 

⑩竹 風神 社  >ー ィチ ヱ 尊を 祀る 。本能 満足の 神 箱を 出し 靈驗 いやち こにして、 一時は 
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大に 繁昌せ り。 繁昌せ しに つれて、 旅館、 酒樓 などの 大なる もの 多く 出來 たり。 この 地、 
風光 美なる を 以て、 遊客 多し。 

翁 萬 年 橋  大學 村と 文部 村との 間に 架せ る大橋 也。 長さ 百 間。 國語 山を 望む には、 此 
橋を 最も 佳と す。 國語 山の 秀容を 賞せ むと する 者に して、 この 橋に 來ら ざるは 無し。 この 
橋に 上らざる ものは、 未だ 共に 國語 山の 美を 談ず るに 足らざる 也。 四 里 ばかり 下の 方に、 東 
圃橋 あり。 二 橋の 中央に、 芳賀橋 あり。 三 橋と も、 長さは ほ V 相 同じく、 唯 萬 年 橋は 木 
造、 芳賀 橋は 石造、 東圃 橋は 鐵造 也。 國文 山を 望む に、 m も 佳なる を、 東圃 橋と なす。 芳 
賀橋 は、 國語 國文兩 山の 眺望を 兼ねたり。 

⑩嘲風 寺 巽 軒 山の 麓に 在り。 可成り 有名なる 寺 也。 本尊は 宗 敎哲學 菩薩 也。 印度 傳 
來の ものと 稱 して、 世 之を 珍重す。 境内に 文 學觀音 堂 あり。 女人 多く 參詣 す。 

# 鷗 外 市 逍遙 市に 次げる 大都會 にして、 赤門 川の 川口ょり 程遠から ぬ處 にあり て、 
海に 臨めり。 こ、 には、 獨逸の 商船 多く 集まりし が、 近年 貿易 衰 へて、 市は さびれし が、 
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新に 醫科大 學出來 て、 や、 人氣を 恢復せ り。 

⑩硯友 湖 八景  眉 山の 秋 月、 廣津の 夕 照、 江 見の 歸 帆、 巖 谷の 晩鐘、 湖の 西岸に あ 
り。 和 泉の 夜雨、 小 栗の 晴嵐、 德 田の 落雁、 春 葉の 暮雪、 東岸に 在り。 近年 東岸には、 溫 
泉處 々に 出来て* 遊客 頗る 多し？ 就中 小 栗 村の 溫泉 には、 男女 學 生の 來り浴 する 者 多し。 

⑩ 露伴院  郵便 和尙の 開山に 係る。 堂宇 甚だ 壯大 也。 古ょり 有名なる が、 賽者は 多 か 
らず 。支 坊も多 かりし が、 大半 廢れ て、 今存 せる は、 鶴 伴、 關 月の 二 坊 のみ 也。 

_ 溫柿山  山上に 歷史 小說寺 あるを 以て 有名 也。 麓に 女人 堂の 跡、 今猶存 す。 

㊃ 篁 村の 關の 舊趾  むかしは、 有名なる 關所な りしが、 今は 廢れ たり。 され ど 一種の 
風致 ある 處なれ ば、 風 騷の士 、時に 其關趾 を訪ふ ものな しとせ ず。 右人の 吟詠 少なから ざ 
るが 中に、 

堇 村の 關  能飮 法師 
都を ば 霞と 北 ハに 出で しか ど 
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あき 風ぞ 吹く 隻村 の關 

㊃ 天外が 岬  長く 海中に 突出す。 崖 高く、 浪はげ し。 魔風 戀風 吹き 來れ ば、 住々 船舶 
を 覆す。 地理を 知れる 漁夫は、 平氣 にて この あたりの 沖を 船に て 通れ ど •慣れざる 者は、 
恐れて 近づかず。 

# 赤門 川 沿岸の 社寺  赤門 川は 舟楫の 便 あるを 以て、 其 沿岸、 到る 處 •可成り 榮 えて、 
社寺の 名 ある もの 多 かりし が、 今は 多くは 廢れ たり。 新に 出來 たる 社寺 も あれ ど、 その 名 
少し あら はれた るは、 草 平 寺 •瓊音 神社な どに て、 羽衣 神社、 醒雪 寺、 嶺雲 寺、 天隨 寺、 
ii 洋 寺、 臨 風神 社、 晚翠 寺、 芥舟 神社な どは、 すべて、 すたれたり。 その 村々 の 有志 者、 
再建を 圖 りつ、 あれば、 いづれ、 その 中に 再興す もの あるべ し。 

⑩早稻 田 川 沿岸の 社寺  此川も 舟楫の 便 あるを 以て、 沿岸の 諸 所に 村落 多し。 社寺 も 
可成り ありて、 その 中には、 すたれたる もの あれ ど、 新に 起り て、 可成り 名 ある もの 多し。 
春雨 寺、 梅溪 神社、 醉夢院 、孤島 神社、 白鳥 院 、未明 寺な ど、 可成り 有名 也。 
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⑩ 晶子 沼  和歌 村に ありて、 大なる 沼 也。 新派 葦と 稱する 一種の 葦を 生じ、 其 花 頗る 
美なる を 以て、 來り 賞す る もの も 多し。 この 沼には、 鴛鴦 常に 多く 浮べり。 この 外、 和歌 
村には 沼 多し。 鐵幹 沼、 薰園 沼、 柴舟 沼、 空穗 沼、 竹 柏 沼な ど、 いづれ も 風景ょ し。 躬治 
沼は、 近年 埋められて、 田と なれり。 

⑩柳村 公園  赤門 川に 沿へ り。 園內 に、 翻譯 花、 紹介 花 等 多く、 ハィヵラの 學生 、來 
り 遊ぶ もの 少なからず 。こ 0 頃、 象徵 花と いふ 舶來の 花 多く 移されて、 物好きの 人の、 杖 
を牽 くもの 可成り 多し。  . 

# 新體 山の 七 湯  新體 山には、 古 來溫泉 多 かりし が、 泉 脈 時々 變るを 以て、 興廢 一な 
らず 。藤 村溫泉 は、 一時 最も 繁昌したり しが、 今は、 溫泉 出で ざる やぅに なれり。 その 代 
りに、 炭坑 發見 せられて、 昔に まさりて 繁昌す。 泣 堇 、有 明、 泡 鳴、 白星、 花 外、 醉茗、 
夜雨の 七 溫泉 、この 山に あり。 夏は 浴客 多し。 

# 天溪が 岡  太陽 村に ある 長 岡 也。 山海 田野を 見渡して、 眺望ょ し。 
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⑩獨步 島と 花 袋 島  相 接して 自然 生の 花木 多し。 花 袋 島には 文章 世界 神社 ありて、 大 
に 繁昌す。 獨步 島には、 新 古文 林 神社 ありて、 可成り 有名な りしが、 近年 海 嘯の 爲 めに 奪 
ひ 去られて、 未だ 再興せ ず。 

_ 漱石瀧  赤門 川の 上流に ある 大瀑 也。 深山の 奧にあ りしを 以て、 世に 現 はれ ざり し 
が、 四 五 年 前、 一 西の 怪猫 時鳥 村に 出で、、 人家を あらしければ、 血氣の 若者 ども、 之を 
柿へ むと て、 其のに ぐるを 追 ひて、 山 深く 入りし に、 思は ず も、 この II を發 見せり。 直下 
百 丈、 頗る 奇觀 也。 觀 覽者穸 くなる につれ て、 本年、 瀧の 傍に、 朝日 褸と いふ 料理店 も 出 
來た り。 
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陶庵 侯に 謁する の 記 

明治 四十 年 六月 十七 日ょり 十九 日へ かけて、 西 園 寺陶庵 侯、 小說 家を 招待し 給 ふ。 十七 
日には 川上 眉 山、 廣 津柳浪 一田 山 花 袋、 小 栗 風 葉、 柳 川 春 葉の 五 人 ゆき、 十八 日には" 森 
II 外、 巖谷 小波、 後藤 宙 外、 小 杉 天外、 泉 鏡 花、 德田秋 聲の六 人 ゆき、 最後の 十九 日には、 
幸 田 露 伴、 塚原溘 柿、 內田魯 庵、 島 崎 藤 村、 國木 田獨步 及び 余の 六人往 けり。 坪 內 逍遙、 

長 谷川 四 迷、 夏目漱 石の 三人は、 辭 したりとの 事な り。 

首相の 招待 狀ある や、 余は 左の 句を おくりぬ。 

なめく ぢの 罷り出で たるぅて な 哉 

野人 禮に嫻 はずな ど、、 窮 M な こと 言は ずに 其 意を あらは したる 積り 也。 眼前の 卽景 也。 
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必ずしも、 自 から 蛞蝓な りと 卑下した るつ もりに も 非ず。 むかし 風の 人は、 王侯の 召しに 
應ぜず とか、 また、 今やぅ の、 へ ほ 理窟い ふ 人は、 さきに 俳優を よばれた る 後な れば とか 
云 ふ もの あるを 聞きたり。 二 十 人のぅ ち、 皆 小說を 作る 人なる に、 余 ひとりは、 小說は 作 
れず 。され ど、 侯が、 宰相と してなら ずして、 私人と して、 文 藝の爲 めに、 よび 給 ふ 事な 
り。 よばれて 行く に、 理窟 も、 へちま も、 あつた ものに あらず。 よび 給 ふに も、 もとより、 
窮窟な 理窟は なかるべし。 首相は、 曾て 會津 戰爭に 臨みた る 人な り。 西洋に 遊學 したる 人 
なり。 貴紳の 方ながら も、 山林、 及び 市井の 氣を 解せ る 人 也。 今の 總理 大臣 也。 文武 あは 
せ 得た るの みならず、 詩を ものし、 俳句を ものし、 あらゆる 藝術の 美を 解せ るな り。 か、 
る 首相が、 文 藝の士 を 召し 給 ふは、 從來 、市井の 氣に充 ちた る 我が 小說 家に とりては、 此 
上 もな き 好機 會な り。 首相は 久しく 佛國 にあり て、 佛國の 文學を 味は へる より、 我 日本の 
小說 家の 有樣も 知らむ とす。 我 小說 家た る もの も 親しく 侯に 接して、 叩く 所 あら ば、 自ら 
益す る听少 からざる べし。 知らぬ ことは 候に を そは 6 がよ し。 知れる 者は、 侯に 敎ふる も" 


功 德也 。更に 種は 無い か-^ と 蚤 取 眼す る 新聞 屋に 材料を 與 へて やる も、 亦 功德 也。 

午後 五 時半との 事な れば 、その 刻を 見は から ひて 行く。 不知 庵、 溫 柿、 藤 村、 獨步 すで 
に 座に つけり。 余より 少し おくれて、 露 伴來れ り。 首相の 外には、 竹 越 三叉 ありて、 接待 
役を つとめたり。 八疊二 間を、 客 座敷に 充 つ。 南 ふさがりて、 東に 庭 あり。 敷石 正しく、 
芝生し げり、 木立 今や 新綠 を帶 びて しげる 上に、 陰欝た る 五月雨の 空、 暮に 及びて、 殊に 
ものさびし。 露伴來 りて、 設けられた る 座 蒲 園、 みなみた される がと 思へ ば、 やがて、 美 
人、 あまた 出て 來て杯 膳を はこぶ。 酒宴は じ まれり 〇電燈 つきて、 忽ち' 一座 光る。 六 七の 
美人、 更に 光を 添 ふ。 美と いふは 未だし、 艷 とい ふ も 未 •たし。 光る とい ふが、 美人を 形容 
する に 最も 適切なる 詞な りと 見 とれたり。 

侯よ く飮 み、 よく 談ず 。毫も 官臭 を帶 びず。 三叉、 接待 役を 勤めて 一座を 賑は せり。 侯 
が 青年の 時、 江 戶に來 り、 甲府へ 赴き、 柳 原 家の 臣と稱 して、 徽典 館に ゆきし に、 案外に 
學 問の 出 來る とて 仕事を さ づけて、 報_ を與へ くれしな ど、 物語り 給 ふ。 傍に ありし 三叉 
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は、 そは、 はじめて、 ぅか V ふ 所な りと いふ。 談は 、侯が 佛國の 小說を 談ず るょり、 くさ 
ぐ さの ことに 及ぶ。 侯 も 三叉 も 座談に 長ず 〇博識 なる 魯 庵、 世智に 長け たる 露 伴、 故 實に通 
ぜる蟲 柿、 い' つれ も、 口 も 八丁、 手 も 八 了、 話柄 それから それへ と 移. りて、 しばし も絕 間な 
し。 恰も 蘆の 若葉に、 行々 子の 鳴き 交す ごとし。 余は、 今日の 新 rfl を 讀み 、咋日 三叉が 接 
待 役に なりて、 客に それ ノぐ 思 •ふ 所を か、 せし を 知り、 今日 も 亦 か、 る 事 あらん かとて、 
午前中、 苦心して、 一つ 詩を 作り出せり。 すでに 出來 たる 以上は 機先を 制する もょ からむ 
とて、 三叉に 向 ひて、 紙筆を 乞 ふ。 侯き、 つけて 咋 夜の 絹 帳を 持ち 來れと 命す。 まだ 早 か 
ら むと 言は る、 に、 三叉 笑つ て、 大町 君は、 醉 つては 駄目な り。 醉はぬ 中に、 書かせざる 
ベから すと いふ。 酒褸な どに てこ そ醉 ッぱら ひも すれ、 氣を 入れて、 飮まば 、斗酒 何ぞ醉 
はんやと 氣 張る も、 我ながらな ほ 若い 哉。 か、 る 程に、 侯 も 接待 役の 三叉 も、 一座を 廻り 
て、 杯を す、 めら る。 座の 一方には、 ぬめ、 旣に展 ベら れた り。 美人 墨を 磨す。 侯、 墨の 
濃淡を 吟味して いざ 書けと いふ。 
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風流 宰相 解憐才 3  詩 酒淸筵 三日 開。 

怪雨 一天 昏似 墨。  文 星夜 墮駿 河臺。 

とかき つけたり。 諸氏 も それ ■かきつけた るが、 余は かさねて 
五月雨 や 首相 文士を 召し 給 ふ 
と、 また、 書き 加へ ぬ。 

銀河 橫天 流不 息。 

とは、 藤 村の 書せ る 所 也。 露 伴は、 

武藏野 や 草 さま f にさみ だる、 

溫柿 は、 

御園生の 雨の めぐみに しげりなん 

ことの 小 草の いや 黑む まで 

不知 庵は、 
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書は 以て 姓名を 記す るに 足る。 

としる したり 0 

侯が 『この 後に か、 る、 君は』 と、 しるしけ るに、 獨步 は、 『國木 田 獨步な り』 と氣 をき か 
せたり。 三叉は、 善 飲、 善談 、筆は とら ざり き〇侯 、一同に 向 ひて、 『お呼び 申して 諸君を 
苦しまし むる は 本意に あらず』 と 言 はれた るは、 さすがに、 宰相の 稚麇な り 0 


偉人 福 澤諭吉 翁 

病んで 死に 瀕せむ とは、 われ 夢にも 知らず。 翁の 痩我慢 說を尤 めしに、 忽ち 其 Hh 音を 聞 
く。 一言の 弔詞な きを 得ず。 尤め しは、 翁の 一部分 也。 玆に 翁の 全體 としては、 翁は 君子 
に 非ず、 一豪 傑に # す、 され ど、 一種の 偉人 也。 教育家と して’ 明治の 先覺 者と して、 社會 
の 指導者と して、 西洋文明 輸入 者と して、 一種の 事業家と して、 又操觚 者と して、 明治 年 
間、 最も 大なる もの、 一人也。 幕府の 末より 明治の 初めに かけて は、 類 稀なる 學者な りき。 
超凡の 見識を 懷きた る 人な りき。 文明の 輸入、 これ 彼が 唯一の 目的に して、 其 一生の 事業 
なりき。 獨立 自尊 主義は、 啻に 之を 口にせし のみならず、. 之を 實 行し、 且つ 之を 一貫した 
幻 含 〇 
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學者 としての 翁は、 如何な りし ぞや 。日本 外史、 靖獻 遺言、 更に 進んで 四書 五經が 唯一 
の學 間な りし 時に、 彼は 洋 學を學 びぬ。 短 袴 高 履、 腰に 双 龍を 橫 へて、 勤王よ、 攘夷よ と 
呼 號せし 時に、 彼は 身を 洋學に 委ねぬ。 彼は 深邃な る 學理を 思索し、 一家の 新學說 を考へ 
出す だけの 頭腦を 有せ ざり しか ど、 學 問の 幼穉な りし 明治の 初年に ありて は、 洋學 を傳ふ 
るに 足る だけの 學力を 有したり。 彼は 常識の 最も 圓 満に發 達した る 人 也。 其大な る 常識を 
以て、 事理を 判斷 し、 社 會を 大觀 す。 これ 其 適と する 所。 せまく 一  學一 _ の 壺奧を 叩く は、 
彼の 常識の 許さ V' る 所 也。 彼は 學問 のす ぐれた る 人に 非ず、 常識の すぐれたる 人 也。 彼は 
一種の 偉人 なれ ども、 天才 的 偉人に 非ず して 常識的 偉人 也。 而 して 彼の 常識は 社會を 驚醒 
し、 指導す るに 足りたり き。 明治の 初年 以前は、 彼は たしかに 唯一の 社會 の先覺 者たり き。 
啻に 敎鞭を 執りて、 人を 導きし のみならず、 書を 著は して、 社會 一般を 指導せ り。 其 感化、 
其 勢力、 其 影響の 如何に 大な りし かは、 今日の 三十 歳 以下の 人は、 或は 之を 知らざる ベけ 
れど 、三十 歳 以上の 人に して、 苟 くも 多少の 知識 ある 人は、 之を 認めざる ものな かるべ し。 


明治 二 十 年 以後、 社 會の學 問 進み、 知識 進む に 至りて は、 翁は 最早 學 者に 非ず、 又 先覺者 
にも 非 ざり き。 され ど、 其 著書 其 新聞に 論ぜし 言は、 なほ 一部分の 崇拜 者を 有したり き。 
畢竟す るに、 彼の 著書は、 學 者の 著書と 云 はんよりは、 寧ろ 社 會先覺 の 著書と 云 ふべ し。 

而 して 其 著書、 明治 二十 年 以前は、 能く 一世を 風靡したり き。 

教育家と しての 翁は、 如何な りし ぞや 。彼は 國語 國史の 素養な くして、 國體を 解せ ず、 
漢學の 造詣 深から すして、 儒教の 所長を も 解せ ざり しか ど、 ひと 通り 西洋の 學問を 解し、 
西洋の 事情を 解し、 殊に 常識 幾ん ど圓 満に發 達して、 一家の 見識を 有したり き。 余の 性情 
より 云へ ば、 彼の 如き 冷 かなる 人を 喜ばず。 され ど、 翁は 人を 教育して、 僞善 者を 作ら ざ 
りき。 余は 國體 より わり 出された る 忠君 愛國說 、儒教より 出で たる 仁義の 說を唱 ふる 者を 
喜ばざる に 非ず。 然 りと 雖も 、彼等の 多くは 僞善者 也。 口に 仁義を 唱 ふれ ども、 身には 不 
仁 不義を 行 ひ、 忠君 愛國の 假 面を 被りて、 外面を 飾り、 體裁 を粧 ひて 人を 欺け ども、 裏面 
には 敗德 汚行 充滿 し、 心には 涙な くして、 目には 空涙を こ ほし、 言は よく 美に して、 行 ひ、 
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いよ^-非 也。 かくて 教育せられ たる 者、 僞善 者に あら ざれば、 小 慷慨 家 也。 小 不平 家 也。 
淺薄な る 厭世家 也。 社會の 事業を 建設せ ずして 破壤 す。 われ 其 弊害の 多き に堪 へざる 也。 
翁の 渴望せ し 所は、 文明開化 也。 理想と せし 人物は、 社會 有用の 材也 。彼は あまり 道德を 
口にせ ざり き。 され ど 全く 道德を 度外視した るに あらず。 晚年 世に出し、 修身 要領、 以て 
彼が 道 德に關 する 意見を 伺 ふべ し。 彼は 國 體流義 、儒 敎流義 の道德 を說 かんよりも、 社會 
の 知識を 增 し、 富を 增し 、完全に して 圓滿な る 社 會を 作らむ ことを 急務と したりき。 

これ 亦 一種の 見識たら ずん ば あらず。 なまじつ か國 體流義 、儒 敎流義 より 養 はれて、 僞 
善 者、 小 慷慨 家、 小 不平 家と なり、 口に ばかり 立派なる ことを 云 ふ 人を 作らむ よりは、 實 
際に 社會に 立ち働く 人を 作らむ ことの 益 多き に 如かず。 翁は 口の 人よりは、 手の 人を 作り 
たりき。 慶應四 年の 未だ 改元せられ ざり し 時に 慶應義塾たち てより こ、 に 三十 餘年 、明治 
の 半 以前には、 官の 大學 V 野の 慶應義塾と 双々 相對 立したり き。 殊に 大學が 未だ 多く 有用 
の 人物を 出さ V りし 前、 義塾より 人才 彬 々として 輩出したり き。 銀行、 諸會 社、 商業、 實 
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業、 在野の 政治家の 中に、 第一流の 地歩を 占めし もの、 若しくは、 有望な りし ものは、 大 
學 出身者には なくして、 多くは 義塾の 出身者な りき。 翁は 實 に社會 有用の 材を 薫陶したり 
き。 社會は 長へ に 其 大恩を 記せざる ベから ず。 而 して 翁は 啻に 鞭を 執りて 人材を 作りし の 
みならず、 PJ 著書、 新聞に 社會 を敎 育せ り。 感化せ り。 十目の 視る 所、 十手の § び さす 所、 
明治 年間、 第一の 敎育 家は、 翁に あらず して 誰ぞや 。 

翁 また 操觚 者と しても 世に すぐれたり き。 著書に、 新聞に、 彼は 多く 筆を 執りたり き。 
殊に 彼は 文章の 大家 也。 其 文章 雄大に あらず、 華麗に あらず、 され ど 平明に して 趣味 ある 
大文字 也。 才 氣縱橫 、意 到り、 筆隨 ひ、 步 趨整齊 、絕 えて 細工の 跡を 見ず。 字を 平易に し* 
句を 簡明に し、 奇を 弄せす して 自 から 奇 、巧を 弄せず して、 自 から 巧。 渾成 にして 玲瓏。 彼 
の 徒らに 字 煉句窯 、彫 蟲琢 刻を 事と する 小 文士の 比に 弗ず。 明治の 文壇に- 1 種の 文體を 
創めたり。 亦 偉な りと 云は ざるべ けんや。 而 して 六十 餘年 、野に ありて、 其 人物の 平民 的な 
るが 如く、 其 文章 も 亦 平民 的 也。 翁の 人物 文章 能く 相 一致して、 明治の 社會を 飾れり。 
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單に 慶應義塾と いふ 大な る、 多く 人才を 出した る、 隨て 社會に 非常の 影響を 與へ たる 學 
校の 創立者た るの みに 止まる も、 翁は 旣に 偉大 也。 彼は 亦 時事 新報と いふ 一種 特色 ある 大 
新聞を 發 行し、 新聞記者と しても 成功した りき。 彼は 一種の 事業家に あらず や。 而 かも 妄 
りに 他に 依賴 せす。 他の 力を 假らず 。獨立 自尊、 明治の 社會に 濶步ゼ り。 

翁 今やな し。 冷 かなる 一坏 の黃 土、 長へ に 偉人の 魂を 埋めつ くしぬ。 大觀 院獨立 自尊 居 
士と 人物 主義を 名に 員 ひたる 墓碑の 立てる 處は 、卽ち 翁の 遺骸の ある 處 、花落ち、 水流 
る。 年 又 年。 知らず、 國民は 何を か此 墓前に 捧ぐべ き。 

棺を 蓋ぅて 名 定まる とか や。 翁の 人物は 高し と 云 ふべ からず。 寧ろ 俗物 也。 pi 其れ 俗物 
也。 故に 能く 世俗に 適切なる 人材を 養成せ り。 其 主義を 一貫して、 始終 渝ら ざり しは、 翁 
を 偉大なら しむる 所以の 一なる と、 もに、 亦 彼の缺 點たら ずん ば あらず。 文明 輸入は、 大 
なる 功 勞には 相違な けれども、 屋 上屋を 架し、 下流 益 濁りて、 終に 西洋 崇拜の 弊に 陷 りし 
事 あゎき。 翁其責 なしと 云 ふべ からず。 而 して 主義を 一貫した る 翁は、 猎の 如く 直進す る 
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のみに して、 毫も かへ りみ て 弊害を 除去す る こと 能は ざり き。 一得、 一失は、 何事に も兔 
れざる 所な れど も、 非常なる 功勞 ありた ると 共に、 亦 多少の 害毒を 流した る ものと 斷言せ 
ざるを 得ず。 明治の 初より 旣に 富と 云 ふこと に 注目し、 爵位よりも、 虛 名よりも、 金が 第 
一と 喝破し、 個人を 富まし、 社會を 富まさん とつと めたり しは、 時務を 知れり と 云 ふべ け 
れど も、 其 弊 黄金 崇拜 を釀 し、 銅臭 社 會に滿 ち、 廉潔の 風 地を 拂ふに 至りぬ。 翁 また 其責 
なしと 云 ふべ からす。 翁の 常識は、 幾ん ど圓 滿に發 達したり しか ど、 人は 萬 能なる 能は ず、 
借む らくは、 國體の 美を 解せ ざり き。 楠 公の 討死を、 權 助の 縊死と 罵りし が 如きは、 一 班 
以て 全豹を 推すべし。 正當な る獨立 自尊、 もとより 喜ぶべき ことなれ ども、 眼中 國家な く、 
皇室な きに 至りて は、 日本 國民 として、 決して 之を 許すべからず。 況んや 社會敎 育の 大任 
を雙 肩に 擔 へる ものに 於て を や。 

余は、 翁の 死後、 直に 罵倒す るに 忍びず。 死屍を 鞭ぅ つに 忍びす。 余は たしかに 翁の 大 
なる を認む 。翁の 功 勞多 かりし を 感謝す。 其 人物 事業は、 立志 傳中の 好材料たら ずん ば あ 
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らす 。され ど、 西洋 崇拜、 黃金 崇拜の 弊を 知らず/、 釀しだ し、 且つ 國體に 適せざる、 寧ろ 
之を 破壤 する 所信 あり 乙 こと だけは* 死に めんじても なほ 默過 する 能は ざる 所 也。 翁の 如 
き 大なる 人物に ありて は、 其 一身 行爲 はさまで 過失は なかる ベけ れど も、 其 下流の 凡人 もし 
くは 少年の 士を誤 まりし こと 幾何 ぞ や。 鳴 呼 翁を 弔ぅて 及ばす。 書して 門下の 人才を 戒む。 

終に 臨んで、 なほ 一言せ しめよ。 翁は それ 廣き 平野の 如き 乎。 高山 もな く大川 もな し。 
金の 出 づる山 あるに も あらねば、 銀の いづる 山 も あらず。 一望 茫々 として 餘り 趣味な きが 
如く なれ ども， 畑も大 く、 田 も ひろし。 穀物 野菜 こ、 に 生 熟する 也。 而 して 肥料の 異臭 も 
折々 人の 鼻を 襲 ふ 也。 

翁の 瘠 我慢 說を駿 す 

十 年の 昔、 福澤諭 吉氏 は、 瘠 我慢の 說と いふ 一篇を 草し、 勝、 檀本二 氏に のみ 示して、 
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世には 公に せ ざり しが、 其說 近頃 『日本人』 『日本』 『時事 新報』 などに 現 はれ 出で ぬ。 下らぬ 
說なれ ども、 明治の 先覺者 •門下生 多く、 信者 も 多き 福 澤雪池 翁の 言と しては、 我國體 上、 
默過 する を 得ず。 

薩長は、 幕府の 祿を 食み しもの、 仇敵 也。 苟 くも 骨 ありて 耻を 知れる 者は、 仇敵の 組織 
せる 政府に 同じく 立つ ベから す。 

勝、 擾本二 氏が 幕府 有力の 遺臣なる に、 二十 年の 久しき、 おめ くと 薩長 人と 共に 政府 
の 上に 立ち、 山野に 肥遯 する 能は ず。 卽ち瘠 我慢を {寸 る 能は ざり しは、 幕府に 對 し、 當時 
戰死の 友に對 し、 又自 から 良心に 顧みて、 大に 疚し かるべき にあらず や。 これ 福澤 氏の 瘠 
我慢 說の 大要 也。 一寸 氣が 利きて 居る やぅ なれ ど、 實は 國體を 辨ぜず 、大勢を 解せ ざる 愚 
論なる に 過ぎず。 . 

室鳩巢 、曾て 楠 公を 非難して 、『孔 明は 三 顧せられ てはじめて 起ちし に、 楠 公が 一命 直に 
起ちた るは 功名を 承む るに 急なる ものな り』 と 云 ひたる に、 賴 山陽 世を 隔て、、 『支那は 革 
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命の 國 也。 特に 三國 時代には 定まれる 君主な かりき。 されば こそ、 功名の 野心な き孔 明は 
急には 起た ざり しか ど、 我 日本は 皇室 國家 同時に 起り たる 國也 。人民は 一王の 赤子 也。 人 
民た る 者、 たと ひ 勅命な きも、 天子の 急に 赴かざる ベから ず。 況 んや勒 命 ありた るを や』 
と駁擊 せし は、 今ょり 六 七十 年 前の 事 也。 亦 以て 我 國體を 知るべし。 南北朝の 際に、 南朝 
の 遺臣に して 北朝に 事へ し 者 あらんには、 そは 或は 瘠 我慢を { 寸る 能は ざり し 者なる べし。 
今日 政 友會の 組織せ る 政府に、 憲政 本黨の 人が あら ば、 そは 破廉耻 、無 節の 徒 也。 然れど 
も、 幕府 倒れて、 王政復古せ る 場合は、 決して 之と 同樣に 見るべき に 非ず。 

大義、 親を 減す。 皇室に 對 しては、 將軍も 陪臣 も、 同じく 臣民 也。 朝廷と 幕府とは 決し 
て兩 立せ る ものに 非 ざ. りき。 これ 日本の 國體 也。 德川 幕府、 一朝 其 非を 悟りて 政權を 朝廷 
にかへ しまつり しは •これ 皇國の 臣民と して 至當な る 事 也。 幕府の 遺臣が 出で、 朝廷に 事 
ふるは、 これ 忠良なる 皇國の 臣民 也。 つゆ 非難すべき 點なき 也。 

然るに、 當年 幕府に ありし 人々 の 其 子孫 等は 日く、 『朝廷とは 云 ふ もの、、 實 際は 薩が天 
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子を 挾んで 私を いとなめる 政府 也』 と。 これ 凡人には 免れ 難き 邪推な れど 、權 利の 勝者 功 
勞ある 者に 歸す るは、 至當の 報酬 也。 薩長 人士が 多く 政府の 上に 立ちし は 自然の 勢 也。 然 
れども 行政 上、 三百 年來の 行きが ゝりも あり、 天下の 事 之を 田舍 武士に のみ 委すべ からず。 
而 して 雲井 龍 雄の 如く 叛 謀を 擧げむ とせし は、 これ 國賊 也。 栗 本 鋤 雲の 如く 野に かくれし 
は、 これ 無力 也。 無氣力 也。 眞に瘠 我慢の 何たる かを 解し、 骨 あり 廉耻を 知れる 有力の 士 
は、 朝廷の 上に 立ちて、 其權を 分たざる を 得ず。 一つ や 二つの 椅子を 幕府の 遺臣に 分ち た 
るは、 天下の 人心を 收攬 せむ とする 策略に 外なら ずと 云 ふは、 これ 徒に 彼を 邪推して、 我 
が 眞意を 知らざる もの 也。 殊に 海軍の 事、 阪本 龍馬 あら ば ともかく、 高 杉晉作 あら ばと も 
かく、 豈に 之を 經驗 乏しき 薩長 武士に 任 かすべ けんや。 多年 經驗を 積める 勝 海 舟が 海軍 卿 
となり、 擾本武 揚が 海軍 中將 となりし は" 國家 にと りても、 外 國に對 しても， 必ず 然らざ 
6 を 得ざる こと 也。 且つ や 勝 伯は 西鄕 南洲と 肝膽相 照し、 其 邪心な きを 知り、 談笑の 間に 
江戶 城を 附 して 疑は ず。 英雄は 英雄を 知る。 この間の 消息、 豈に雪 池 輩の 俗物の ょく 解す 
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る 所な らん や。 

勝 伯が 將軍 をして 恭順の 正路に 就かし めたり し 時、 大 に反對 せし 頑冥の 徒 多 かりき。 勝 
伯が 官に 就きし 際に もな ほ 之を 非難した る もの 多 かりき。 勝 伯は 爲 めに 暗殺せられ むと せ 
しもの、 其 幾囘な るを 知ら ざり き。 され ど、 これ 薩長の 心事 未だ 天下 一般に 明かなら ざり 
し當 時に ありて は、 なほ 恕すべ し。 なん ぞ圖 らん、 二 十 年後の 明治の 聖代に ありて、 なほ 
勝 伯の 心を 解せ ざる 愚物 あらむ とは。 嗚呼、 雪 池の 如きは、 竟 にこれ 前世紀の ハィカラ 黨 
乎。 國 家よりも、 皇室よりも、 黃金が 重く、 大義名分 よりも、 一身の 休戚が 大切な りと す 
る. の 徒、 動もすれば 愚 言を 弄して、 世 道を 害し、 人の子を 賊せ むと す。 

翁と 大隈伯 

* 

官學以 外の 大な る學 校と 云へ ば、 何人も 指を 早稻田 大學と 慶應義塾 とに 屈するな るべ し。 


慶應は 福澤 翁の 學校 にして、 早稻 田大學 は大限 伯の 經營 する 學校な り 〇大隈 伯は 大人物な 
り。 福 澤翁も 亦 大人槪 也。 か、 る 大人物の 校長と いふ ことは、 宫私を 通じて、 絕ぇ て、 & 
に 其 比を 見ざる 所な り。 

福 雲は、 始めより 敎嘉 t て 立てり。 上野に _ 轟き、 鮮血 迸る の 日、 同じ 東京の 
地に ありて、 靜に 經濟の 書を 講ぜり との 事 也。 當時 にあり ては、 大な る學者 也。 又大な る 
文章 家 也。 學者 としての 福澤 翁は、 時代の 進む と共に 消滅す ベ けれども、 文章 家と しての 
翁は、 萬 古 生命 あり。 啻に 文章 家と しての 生命 あるの みならず、 大 文章 家と して 日本の 文 
章 史上に 異彩を 放つ 人 也。 翁は 學者 とい ふよりも、 識者と いふべき なり 〇實に 文明の 指導 
者に して 社會 の木驛 たりき。 明治の 前半、 人才を 出せる ことは、 官學 よりも 却つ て 私立 
の 慶應の 方が 遙に多 かりき。 

豐川良 平氏は 慶應義塾の 出身なる が、 慶應義塾に 對せる 明治 義塾の 長と なり、 馬場、 大 
石の 諸氏、 これが 敎 員たり しが、 振は ずして 倒れ、 その 跡が、 英吉利 法律 學安 となり、 ^ 
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學院 となり、 今の 中央 大學 となる。 みな 明治 義塾の 後 身に して、 揚所も 同じ 所 也。 早稻田 
の學校 起り しは、 明治 義塾ょりは、 ずっと 後の 事 也。 

大隈 伯は、 大政 治 家 也。 され ど、 外務大臣と なりて 失敗し、 總理 大臣と なりて 失敗し、 
朝に 於け る 政績 は、 とても、 伊藤 公、 山縣 公な どに 比較すべく も あらす。 野に ありても、 

進 步黨の 總理の 地位 もたもたれ ず、 滿 腔の 覇氣、 三寸の舌ょり 迸り 出で、、 大演說 家と な 
り、 大 記者と なり、 大 批評家と なり、 又 大政 治 家と なる。 吾人が 伯の 長廣 舌を 聞く を 得る 
は、 その 野に あるの お蔭 也。 行 ふ 者は 默 し、 行 ふを 得ざる 者は しやべ る。 古今 同一 轍な り。 
伯は 行 ふの 點 にあり ては 第一流の 政治家と して 遜色 あれ ども、 その代りに、 雄 辯の 論客と 
して、 世界に 鳴る。 亦 一代の 人傑なる 哉。 早稻 田の 學校は 伯を 戴ける が 爲めに 榮ぇ 、伯は、 
早稻 田の 學校 を經營 せる が 爲 めに、 大 教育家と して、 世に 推さる。 

伯は 失敗せ る 政治家が、 餘力を 以て、 一面に 敎育 家と なりたる 也。 教育家と しての 素養 
あるには 非ず。 政治の 批評が 主にして •實 業に 及び、 敎 育に 及び、 歴史に も 及び、 知識は 
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古今 內 外に 亙る。 奥行は なけれ ども、 幅は ひろし。 殊に 伯、 言を 吐けば、 壯快な り。 獅子 
巖 頭に 吼 ゆる も、 かく やと 思は る。 伯の 立揚 は、 どうしても、 經世家 也。 人を 敎ふ ると い 
ふょりも、 寧ろ 世を 評する の點に 於て、 其 特徵を 見る。 聞く、 伯は 手紙を 書きし ことなし 
と。 書に 對する 趣味な しと 云へ ば、 仕方なし。 伯の 如き 人傑の 書なら、 巧拙 以上に、 その 
人傑の 俤が あらは れて 、大いに 面白 かるべき をと 惜 まる ゝ 也。 又 聞く、 佐々 木 安五郎 氏、 
嘗て 伯に 蒙古の 事を 語る。 其 後、 伯、 その 知識を 土臺 にして、 例の 長廣 舌を 振 ひしに、 之 
を 聞き 居りし 佐々 木 氏、 その 誤れる を 駁 し* 先日 •わざと、 うそを 敎へ 置きたり とて 笑 ふ 
に、 佐々 木は 悪い 奴 だとて、 苦笑せ りとの 事 也。 事實か 否かは 知ら ざれ ど， 伯には 有り さ 
うな 事と 思は る。 適 ま 以て 伯が 偉人に して、 その 頭 腦の消 化 力の 大な るを 見る 也。 

今や、 福澤 翁は 旣に 世に 亡し。 翁は、 ょく 人を 敎 へ、： 世を 導きたり。 その 文 萬 古に 輝き 
其 言 千代に 生く。 譬 ふれば、 海岸の 燈臺の 如し。 どんと 烈しき 音た て、 人を 驚かし、 仰 
げば 空中に 火光 燦爛 たり。 教育家と しての 大隈 泊は、 その 百 二 十五 歳と 共に 消 ゆべ し。 伯 
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の 小なる 者に 至りて は、 これは 線香 煙火 也。。 はつと 光りて、 ばつと 消 ゆ 
の 多き に堪 へず。 


伊藤博文 公 

嗚呼、 明治 四十 二 年 十一月 四日は、 伊藤 公が 大森 村に 國葬せ られ たる 日 也。 微雨 至る。 
天 公 も 亦 公の 爲に悲 むか。 

思 ふも遙 けき 哈爾賓 の 停車場に 、公が 韓國 人の 毒彈 に斃れ たりとの 報傳 はる や。 我國は 
上下 擧 つて、 律々 浦々 に 至る圭 で、 驚悲 せざる 隅 もな く、 新聞は 公の 記事を 滿 載して、 今 
に 至る もな ほ絕 ぇず。 世界中、 國と いふ 國は 、みな 弔意を 表せざる は 無く、 公の 一死、 忽 
ち 世界中の 問題と なれり。 夕陽の 西 山に 沒し たらむ 樣 にも 似て、 悲絕 にして •兼ねて 壯絕 
なる 哉。 

公の 一代の 事業は、 旣に 世界中に 輝けり。 今更 余輩の 喋々 する まで も 無し。 西鄕 隆盛、 
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大久保 利 通、 木戶孝 允は、 維新の 三 傑と 云 はれた るが、 西鄕 は武 なり。 大久保 木戸は 文 也。 
尨大なる 西鄕の 事業は、 維新と 共に 終り、 明治 六 年の 征韓 論に 退き、 明治 十 年の 西南 戰役 
に 斃れた り。 伊藤 公は 木戶の 股肱たり しが、 木戶も 明治 十 年に 病死したり。 それょり 前、 
伊藤 公は 轉 じて 大久 保の 股肱たり しが、 大久保 も 其 翌年、 暗 双に 斃れ たり。 三 傑な き 後は、 
伊藤 公の 獨舞臺 也。 

始めて 總理 大臣と なりたる も、 伊藤 公也。 始めて 憲法を 起草した る も 伊藤 公也。 始めて 
樞密 院議 長と なりたる も、 伊藤 公也。 いつしか 總理 大臣 以上に 元老と いふ もの 起り、 伊藤 
公、 山縣 公、 井上 侯、 松 方 侯が、 卽ち その 元老たり しが、 就中 伊藤 公を 以て 其 首と なす。 

之を 古に 比す 6 に、 全くは 一致せ ざれ ども、 今の 總理 大臣は、 古の 大納言 也。 元老が 左 
右大臣 也。 もしくは 太 政 大臣 也。 元老の 中 太 政 大臣に 擬すべ きものは、 伊藤 公也。 山縣公 
之に 次ぐ。 井上、 松 方、 兩侯は 與らず 。山縣 公は 官 、文武を 極む。 忠亮 にして 士に 下る の 
槪 あり。 山縣 公と 伊藤 公と を 比すれば、 伊藤 公は ハィヵラ 的 政治家の 亙 魁に して、 山縣公 
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U 蠻 ヵラ 的 政治家の 亙 魁 也。 世の中は、 突飛に 進み 過ぎても 不可 也。 保守に 偏しても 不可 
也。 進 守と 保守と 相俟って、 玆に 始めて 中庸を 得て、 完全なる 進歩を 爲す もの 也。 明治の 
世、 政治 界に 偉材 多し。 され ど、 要するに 伊藤 的と、 山縣 的との 外に 出で ず。 山縣 的は 保 
守を 代表し、 伊藤 的は 進 守を 代表す。 山縣 公は 黃金を 以て 政黨 員を 買收 したる 事 ありし が、 
これ 實に當 時の 公に 取りて は 尤もらしき 政略に して、 理想の 政治家と しては、 公の 一大 缺 
點也 。伊藤 公は、 一時、 朝を 退く と 其に、 政黨の 首領と なり， 自由 黨を もと、 して 多くの 
政略を 網羅して、 政友會 とい ふ 唯一の 大政 黨の 總理 となりたり。 この 一事に て 判す る も、 
伊藤 公が 文明 的 政治家た る ことは、 何人も 否定す る 能は ざるべ し。 伊藤 公は 明治の 世の 政 
治に、 何事に も 魁を 爲し たり。 その 餘弊も あり たれ ど、 日本 今日の 進步 は、 實に 伊藤 公の 
政略に よらず んば あらず。 何事に も 魁した る 伊藤 公は、 日露 戰爭の 結果、 韓國が 我 國の保 
護國 となる や、 始めて. その 統監と なれり。 これ 我國 空前の 一種の 榮職 也。 げに 伊藤 公は、 
武の 方面 こそ 全く缺 けたれ。 あらゆる 政治 上の 舞臺 を經來 り、 公爵と なり 大勳 位を ぅけて、 
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所謂 位 人臣を 極む る もの 也。 かく 何事 も 政治の 先頭に 立ちたり し 伊藤 公は、 終に 哈爾賓 の 
毒彈に 斃れぬ 。我國 の 大臣に して、 海外に 喑殺 せられし こと も、 實に 伊藤 公に 始まる。 こ 
れ 空前に して、 恐らくは 絕後な るべ し。 公を 以て、 藤 原 鎌足、 藤 原 道 長、 平清盛、 源 賴 朝、 
足 利 尊 氏、 織 田 信 長、 豐 臣秀吉 、德川 家康な ど、 我國 史上 一流の 偉人に 比する に、 毫も 遜 
色 あらず。 われ 思 ふに、 公は 永遠に 豐臣秀 吉と竝 稱せら る、 の 人なる べし。 

われ 政治を 知らず。 伊藤 公を 評論 せんは、 世に 其 人 多 かるべ し。 唯玆に 余が 伊藤 公に 就 
いて 感服した る 一事を 擧げ て* 公を 弔 ひ、 かねて 國民を 率 〇 むと する 青年の 士の參 考に供 
せむ と 欲す。 そは 他な し。 公が 財 利に 對 して、 淸廉 なりし こと 也。 この 事は、 あらゆる 新 
聞の 偉す る 所、 公を 知れる 人々 の 語る 所、 悉く 一致して、 また 疑 ふべ からざる 所 也。 

明治の 世、 黃金の 風、 吹きす さび、 一に も 利" 一 一に も 利、 詩を 作る ょりも 田を 作れ、 義 
理ばら むょりも 炊 ばれ、 富國 とい ふこと を 循に 取りて、 商人の 名が、 いつしか 實業 家と改 
まり、 所謂 實業 家なる ものが、 世に 時め き 始めたり。 國 家の 一面には、 實業家 も 必要な り。 
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然れ ども、 實業家 的 根性を 有する 者を して、 政治の 局面に 立たし むる ことは、 萬 古 永遠 斷 
じて 不可 也。 實業 家の 目 ざす 所は 黃金 也。 私利 也。 衣食 足りて 禮節を 知る と 云 ひけむ。 實 
業 家なる もの も、 ひとかどの 財産、 地位、 權力を 得れば、 ぅはべ に、 公益、 人道 杯と いふ 
もの も あれ ど、 いざと なれば、 利を 先にして 羲を 後に し、 一身の 繁榮 をのみ 心掛けて、 國 
家の 存亡に 對 しては 風馬牛 也。 支那 や、 韓國が 今日の 衰微を 起せる も、 實 にこの 實業家 根 
性の 橫逸 せる に 由る 也。 

諸葛孔 明は、 支那 史上に 於け る 政治家の 善良なる ものな り。 その 出師 表の 中に、 故鄕に 
は 衣食す るに 餘りあ る 田畑を 有すとの 語 あり。 かくて、 孔明は 利を 離れて、 政治に 生死す 
るを 得たり き。 我國 の北條 氏に 良 政治家 出で たるが、 泰時を 其 中の 首と なす。 義時 死す る 
や。 泰時は 父の 封邑の 大部分を 諸 弟に 與 へて、 自ら 取る 所 甚だ 少なし。 され ど、 衣食には 
事缺 かず。 かくて 泰時は 利を 離れて、 政治に 生死す るを 得たり き。 

政治家とは、 之を 譬ふれ ば、 國 民を 國家 とい ふ 船に 載せて、 その 舵を 執る もの 也。 その 
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政治家に して、 利に 秦着 して、 私を 營まれ ては、 國 民の 迷惑、 この 上 もな きのみなら ^ 、 
國 家の 滅亡は、 實に此 に 基づく。 いつの 世、 いかなる 時 にても、 淸廉な る 政治家、 上に 立 
てば、 國家振 ひ、 貪欲なる 政治家、 上に 立てば、 國家衰 ふ。 もしくは 亡ぶ。 之を 赤穗 義士 
の 事件に 見る も、 もと^- 事の 起り は 吉 良義央 の 貪慾に もとづけるな り。 赤 穂の 老臣 大野 
九 郞兵衞 も 貪慾に して、 多く 財を 貯 へたり き。 蓋し、 治世の 能吏 也。 され ど、 一朝 變 起る 
や、 金を 抱いて 逐電せ り。 これ 日本 國 民の 一般に 爪彈 する 所 也。 幸に 赤穗 には 大石良 雄な 
ど 四十七士の 私利を ょそに して、 忠碧 に夠ず る もの ありたり き。 これ 日本 國 民の 一般に 快 
哉と 呼ぶ 所な り。 

試に 我國の 歷史を たづね て 見ょ。 良 政治家と 云 はれた る 人は、 必ずや、 財 利に 淡き 人な 
り。 近く 之を 明治の 世に 見る も、 明治 十 年 以前の 伊藤 公と も 言は るべき 人は、 大久保 利 通 
なる が、 その 暗殺せられ し 時、 家には 僅々 數金 ありし のみに て、 餘財 とては あら ざり しと 
の 事 也。 明治 十 年 以後の 大久保 公と も 云 ふべき 伊藤 公 も 亦 財 利に 淡 かりし 事は、 天下 一般 


に認 むる 所 也。 伊藤 公 ありて、 大久保 公の 後繼 あり。 かくて 漸く 大體に 於て は 政治 界に實 
業 家 根性の 橫逸を 免れた るの 觀ある も、 伊藤 公 以外、 大政 治 家と 云は る、 人は、 疑へ ば、 
隨分 怪しき 人 も ある やぅ 也。 日 糖 事件に 醜態を 暴露した る 二 十八 人の 代議士は、 今の 代議 
士 中、 小 悪の 部に 屬する ものな りとの 公評 あるょり 推しても、 今の 政治家の 腐敗は、 推し 
て 知るべし。 われは 疑 ふ、 今の 政治 界の 大家を して、 赤 穗の臣 たらしめば、 大野 九 郞兵衞 
たら $' る もの、 果して 幾人 あり や。 

伊藤 公を 記 すれば、 明治 四十 年の 政治 歴史は 竭く 。もし 之が 補助を 求む れば 、板 垣 伯 也。 
伊藤 公は 朝を 代表し、 板 垣 伯は 野を 代表す。 この 二 公、- 各 長短 あるが、 相 一致す る 所は、 

財 利に 淡き 所 也。 伊藤 公 旣に財 利に 淡し。 板 垣 伯は、 尙一 ft 淡し ◦伊藤 公は 富ま ざれ 其 貧 
には 非す。 板 垣 伯は 常に 貧の ために 苦しめる やぅ 也。 伊藤 公は 常に 順境に 立ち、 故に 貧な 
らす 。板 垣 伯は、 多く 逆境に 立てり。 故に 貧 也。 貧な れば とて、 板 垣 伯を 嘲るべき に 弗ず。 
境遇 非な れば 也。 貧に して、 毫も 其 志を 失は ず。 われ 板 垣 伯の 益 尊ぶべき を 見る 也。 誤解 
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する こと 莫れ 。余は 貧を 尊. ふ ものに 非ず。 寧ろ 貧なる も 不義 財を 貪らざる の 精神を 尊ぶ も 
の 也。 私利を 離れて、 國 家に 生死す るの 氣魄を 尊ぶ もの 也。 嗚呼、 明治 四十 年の 間、 前は 
大久保 公に より、 後は 伊藤 公に よりて、 利を 離れた る 政治家の 面目、 ゎづ かに 一縷 命脈を 
つなぎたり。 今後 黃 金の 風は、 ます"^* 强く 吹きす さむべ し。 

若し 伊藤 公の 後繼 者に して、 大久 保、 伊藤、 板 垣 諸 公の 利に 淡き 精神を 失は ば、 嗚呼、 
開闢以 來 、金 甌無缺 の 日本 帝國 も、 こ、 に 始めて 危い 哉。 

余は 重ねて、 伊藤 公を 嘆美す。 公 や 生前 男子の 到るべき 處に 到りつ くせり。 到り 過ぎて 
海外に 於け る 大臣の 暗殺と いふ 古今 未曾有の 異例を さへ 創めたり。 死後、 國 葬の 典に あづ 
かれる が、 國葬は 明治の 世、 前例な しとせ す。 され ど、 みな 舊 大名、 もしくは 舊 公卿 也。 
匹夫に して 國葬 にせられし は實に 伊藤 公を 始めと なす。 公は 徹頭徹尾、 何事 も 人臣を 極め 
たりし 哉。 知らず、 これより 後は、 何事 も餘す 所な きか。； 一武 天皇 以後、 人臣に して 死し 
て官幣 社に 祀られ たる ものは、 唯一 人菅公 あるの み 也。 國 事に 死せ る もの、 合祀せ ら る、 
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靖國 神社は、 下りて 別格 官幣社 也。 楠 公 や、 義貞 や、 信 長 や、 秀吉や ，家康 や、 みな 別格 
宫幣 社に 祀ら る。 藤 原秀郷 さへ、 別格 官幣 社に 祀ら る。 下野の 唐 澤山神 社 これ 也。 伊藤 公 
にして、 もし 殘れる こと ありと すれば、 そは 唯 神に して 祀ら る、 や 否やの 一事 也。 果して 
神に 祀ら る、 や 否やは、 われ 神なら ぬ 身な れば 、斷 言す る 能は ず。 

聞く、 伊藤 公は 日本 政 記を 讀み て、 發憤 して、 志を 立てたり と。 歴史を 讀み て、 奮起す 
る もの、 豈 一 人 伊藤 公の みならん や。 維新の 志士、 すべてみ な 然 りと 云 ひて 可也。 今の 世 
にても、 苟 くも 忠君 愛國の 趣味を 解す る ものは、 すべてみ な 然るべ し。 伊藤 公が 日本 政 記 
を讀み て 奮起した るが 如く、 後世には、 伊藤 公の 偉を 讀 みて 奮起す るの 志士 多 かるべし。 
伊藤公ガ維ぎの前、旣に卒先して洋行したるょり、文臣として常に進取の活動をなし、第 
一流の 政治家 中 にても、 一頭 地を 拔 きて、 終に 國 葬の 重 典に 浴す るまで 一生の 光榮 、一と 
して 學ぶべ からざる もの 無き が 中に、 余は 特に その 財 利に 淡 かりし 所以の 心事を 學 ベと 絕 
叫す る もの 也。 ょしや、 伊藤 公を 學 びて、 位 人臣を 極む ると も、 功名 I 世を 蓋 ふと も、 こ 


の 一事を 缺かば 、これ 啻に 伊藤 公を 學び たる 者に あらざる のみならず、 斷じ て眞の 政治家 
には あらざる 也 0 
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逸事 紛 々たり、 後藤 象 二 


伯 逝きて、 玆に 十八 年の 春秋を 經た り。 大 森の 里、 八景 坂の 上、 新綠 滴りて、 雨し め や 
かなる 日、 北 村 東 紅に 導かれて、 雪 子 刀自を 訪 ひ、 昔 語を 聽 く。 刀自 丈 高く、 幅 之に 稱 ひ、 
面 も 之に 稱 ふ。 七十に 垂なん とすれ ど、 其 面 晴れ やかに して 光る。 眉 高く 且つ 長く、 耳大 
に、 願豐 かに、 音吐 爽か 也。 伯の 平生の 嗜好を 問へ ば、 刀自 日く、 『字を 書く ことなり 〇 
さへ あれば、 習字を して 樂み たり』 と。 『酒を 嗜 まれし や』 と 間へ ば、 刀自 日く、 『酒は 一滴 
も 口にせ ざり き』 と。 刀自 日く、 『岩 崎 彌太郞 氏が 欝陵 島に 標 柱を 建つ るの 事は、 岩 崎 氏の 
發 意に 非ず。 全く 後藤の 內 命に 出で たる ものな り』 と。 刀自 日く、 『明治 五六 年の 頃、 彌 
太 郞氏來 りて、 後藤に 向 ひ、 「君の 息女を 一人 貰 ひたし」 とい ふ。 「子の 嫁に か」 と ^ へ ボ、 
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「否 子は 幼少なる により、 弟 彌之 助を 養子と する つも， りなり。 其 嫁に、 早苗さん が 大樣に 
見受けら るれば、 貰 ひたし」 とて、 始めて 婚儀を 取 結びたり』 と。 

伯の 體重を 問へ ば、 刀自 日く、 『三十 五歲の 時に、 二 十二 貫 六 百 目 ありき。 晚年病 氣の際 
にも、 十九 貫餘 ありき』 と。 身長を 問へ ば、 刀自 日く、 『測りた る こと 無し。 著 丈は 四 尺な 
りき』 と。 著 丈 四 尺は、 日本人と して、 非常に 高き 也。 西鄕從 道 曾て 御前 會議 にて、 伯に 
惡戲を 試みし こと あり。 伯、 西鄉と 隣席し、 最敬禮 果て ゝ椅 子に 就きし に、 何物 か 臀を剌 
す。 され ^ 天威 咫尺、 苦痛を 忍びて、 敢て 動かず。 退席の 時、 之を 見れば、 三角の 小石な 
りき。 伯 乍ち 西鄉の 惡戲な るを 悟り、 『西 ^ さん。 又 貴下の 惡戲 です か』 と 云へ ば、 西鄕眞 
面目く さりて 日く、 『貴下の 風采と 云 ひ、 體格と 云 ひ、 眞に 内閣 首班の 貫目 あり。 唯 惜しい 
哉、 丈が 五分 ばかり 低し と 思 ひし 故、 一 寸接 ぎた して 見たり』 と、- この 五分 低し は、 冗談 
也。 

伯の 書は、 素人の 域を 脫 せり。 晚 年に 至る も、 決して 習字を 廢せず 。病んで 死に 瀕して 


も、 なほ 習字して 樂 しみたり き。 普通の 往復 書翰を 認む るに も、 頗る 念を 入れて 之を 書し" 
決して 其 法を 亂さず 。恰も 手紙を 書く を 無上の 樂とな せる の觀 ありき。 殊に 草書に 巧に し 
て、 其 書牘の 如きは、 行雲流水の 妙 あり。 人の 揮毫を 需むる あれば、 喜んで 之に 應ず 。而 
して 必ず 同時に 數葉を 書し、 侍女を して 左右の 手に 各 一葉を 掲げて 伯の 前に 立たし め、 伯 
自ら 之を 對照 諦視せ し 後、 最も 其 意に 適した る ものを 得て、 始めて 止む。 絹地の 如き も、 
亦然 り。 又 其 書す る 所の 材料に 充てむ が 爲め 、常に 書生を して 諸子 類の 古書 中より 奇語を 
鈔せ しむ。 然れ ども 草體に 便なら ざる 文字 あれば、 勝手に 同意義なる 他の 文字に 改作す る 
を 例と せり。 伯 嘗て 日く、 『童子に 習字を なさし むる には、 須 らく 千 字 文の 水 書よ. り 練習せ 
しめよ。 手腕 旣に 固ぅ して、 初めて 雲烟飛 動の 妙、 意の 欲する 所に 從ふべ し』 と。 

伯は 青年時代、 川原の 夜 角力の 雄な りし だけ ありて、 怪力 人に 絕 せり。 明治の 初、 一夕 
板 垣 等と 共に、 薩州 出身 海軍々 人の 宴に 招かる。 當時 一般に、 殺伐の 氣風 未だ 失せず、 動 
も すれば、 腕力を 以て 誇と なすの 風 あり。 殊に 酒席に 於て、 血を 見る こと 屢々 なり。 偶 ま 


薩の一 將 校、 醉 ひて 頻に 伯を 挑む。 伯應ぜ す。 他の將 校來 りて、 亦 頻りに 罵言を 發 し、 終 
に 躍り 懸る 。伯、 止む を 得す、 全力を 籠め て 膝下に 引 寄せ、 他の 將校を 攫んで 之を 擲つこ 
と數 間、 一同 之に 氣を 呑まれて 畏服し、 敢て再 び 暴行を 加 ふる 者な かりき。 

一夕、 交番 所の 前にて、 伯を 載せた る 車夫、 他の 車夫と 衝突し、 喧曄 を始 む。 伯は 直に 
他の 車夫の 肩を 摑み 、人 礫と なし、 どぅと ばかり 交番 所に 投げ入れた-り。 巡查 驚き a つ 怒 
り、 『人間を 投げ込む 者は 誰ぞ』 と咎 む。 伯 日く、 『余は 後藤 象 二 郞な り。 其 者、 往来を 妨害 
す。 取締 ありた し』 と。 車夫を 叱して、 走り去らし む。 

伯の 始めて 元老院へ 出仕せ むと する 日、 朝早く 綱曳 車に て疾驅 し、 蓬萊 社に 至り、 禮服 
を 著 用せ むと す。 車夫 酒資を 貪り、 冷語を 以て 伯を 辱し む。 伯爲に 激怒し、 力に 任せて、 
綱を 引きちぎり、 車夫 二人を 捕へ、 社の 門柱に 縛して 去る。 

伯 嘗て 長 崎なる 高 島 炭坑 事務所に 出張せ し 時、. 事務所の 門前に 客待ちの 人力車 夫 集まり 
居りて、 馬車の 1 H 人を 妨げし かば、 嚴に 日を 期して、 其 立 退を 命ず。 然るに 其 期に 至る も、 
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車夫 等 依然として、 立 退 力す。 伯 勃然として 怒り、 車を 摑んで 之 を 挪ち、 落花 徽 塵に 打 碎 く。 
車夫 等大に 驚き、 頻りに 苦情を 鳴らし、 末、 終に 地方裁判所に 損害 要償の 訴訟を 起し、 伯は 
法廷に 召喚 せらる。 此噂 市中に 傳るや 、傍聽 者 山の 如く 集まり、 皆片 唾を 呑んで* 其 問答 
如何と 待ち設けぬ 0. 判事 威儀を 正し， 伯に對 して、 型の 如く 身分、 族籍 等を 訊問した る 後、 
『其方の 宗旨は 何ぞ t 問 ふ。 『之な し』 と 答 ふれば、 判事 折返して 『 宗旨の 無き 箸は 無し』 と 
詰る。 伯、 ぐつ と瘊に 障り、 忽ち 奇問を 發し て、 日く、 『果して 然ら ば、 人間 死後の 靈魂は 
有る ものに や、 無き ものに や』 と。 判事 不意を 啖 つて、 度を 失 ひ、. 一時 訊問を 中止し、 伯 
を 退廷せ しめたり き。 

伯、 或 時 貸借 事件の 爲に訴 へられて、 法廷に 召喚せられ しこと あり。 其 際、 伯の 履歴 調 
ベの 事ょり、 『參議 を兔ぜ られ しは 何年 何月な りし か』 と 尋ねられた るに、 伯は 簡單 に、 『記 
憶せ ず』 と 返答す。 原告は 『斯る 一生涯の 大事を 記憶せ ざる 理由な し』 と 詰りければ、 伯は 
忽ち 威 丈 高に なりて 日く、 『象 二郞 、不 宵 なりと 雖も 、維新 前ょり 土 佐 藩の 家老な り。 靴 磨 


か、 草履 取の 分際より 成 上りし 出來星 紳士なら ば、 參議の 任免を 大事 件と して、 後生大事 
に 記憶すべき も、 象二郞 は 此の 如き 人物には あらざる なり』 と。 それより 雄 辯を 鼓して、 
散々 に 揶揄 翻弄せ しか ば、 原告は 激怒の 餘 、口訥 して 辯ず る 能は ざり き。 

伯は 維新 前、 旣 に竹內 綱に 向 ひ、 土 佐の 穢多を 擧 つて、 南洋の 無人島に 移し、 開拓に 從 
事せ しむる の 腹案を 語りし 由なる が、 松 方 内閣の 時、 伯 頻りに 拓殖 務 省の 新設を 主張して 
止まず。 松 方 其 故を 問 ふ。 伯 日く、 『厄介なる 豪傑 連を、 悉く 海外へ 追 ひ 遣らむ が 爲め に、 
殖民 政策は 最も 必要な り』 と。 松 方大に 笑 ふ。 

伯の 大臣 官邸に 在りし 時、 玄關の 書生に、 『不在を 以て 來 客を 謝絕せ よ』 と嚴 命せ しこと 
あり。 偶 ま 書生 他 室に 行きし に、 來客 あり。 屬官其 伯の 嚴命を 知らず して、 之を 伯に 報ず。 
伯 大いに 怒り、 圖卷 を擧げ て 2: を 逐ひ 、且つ 叱し、 且つ 撃つ。 翌日 自ら 某を 喚び、 書生と 
誤認せ しを 說き 、之を 謝す。 某、 却て 伯の 眞率 無我に 服せ り。 

伯 土 佐 藩の 用務を 帶 びて 長 崎に 出張せ し 時、 豫 て外國 商人の 我 官吏を 侮りて、 頗る 倨傲 
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の 風 あるを 聞き 居た るが、 一夕 之と 會見 する や、 外商 果して 無禮千 萬に も、 一 脚を 卓 j に 
擧げ たりし かば、 肯 かぬ 氣の伯 は、 員け ては 居らず、 忽ち 雨脚を 卓上に 擧げ て" 之に 報い 
ぬ。 彼れ 大に 驚き、 これより 伯を 畏敬す るに 至れり。 

伯、 容堂に 召されて、 坂 本 龍馬と 北 ハに、 シユ リン 艦に 搭じ 、長 崎より 神 戸へ 向 ひて、 下 
關 近く 航進 中、 曉霧 深く、 咫尺を 辨ぜす 。艦長 由 比 直衞 、雀の 聲を 聞き、 大いに 驚き、 舵 
を轉ぜ しも、 轟然 一聲 、忽ち 一島の 礁 角に 乘り當 て、 全艦爲 めに 震蕩 す。 便乘し 居りし 山 
東直砥 は、 寢 床より 投げ飛ばされ 、シャッ ー枚に て 甲板に 出で たる 程な りき。 忽ち 鈹 板の 
破れ 口よ， り、 海水 混々 と 入り 來 る。 坂 本 等は、 水夫を 指揮し、 蒲圍 衣服 等を 破れ 口に 詰め 
込みぬ。 かくて 辛ぅじて 神 戸に 着きし が、 伯は 始終 頓着せ ざる もの、 如く、 其 投錨まで、 
士官 室より 出で ざり き。 

後藤 新 平、 人に 語って 日く、 『凡そ 人は 其 功績に より、 名譽の 表彰を 受けし ものは、 皆 其 
記念物を 客間に 陳列し、 以て 之を 誇る を 常と す。 後 P 伯に 至りて は、 決して 斯る 事な し。 
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予 曾て、 彼の パ！ クス 危難 救助 謝禮 として 英女皇 より 賜 はれる 寶劍を 一見せ むと 欲し、 之 
を 伯に 乞 ひたる に、 「何處 かへ 仕舞 置きたり」 と 答 へられた るの みなりき』 と 

明治の 初は、 攘夷 熱猶 失せ ざり き。 伯の 初めて 馬車を 橫 濱に購 ひて、 途上を 往來 する 
や、 或は 其 奇禍に 罹らむ ことを 虞れ、 之を 諫むる もの あり。 伯 笑つ て 日く、 『余は 寧ろ 衆人 
をして、 之を 見習は しめむ と 欲する のみ』 と。 終に 顧みず。 

伯、 豪放磊落、 小事に 拘泥せ ざるに 似す、 神佛 崇敬の 念、 頗る 厚く、 神社 佛閣の 前を 過 
ぐる 時は、 必ず 禮拜 せり。 

伯は 其 生涯を 通じて、 能く 秘密を 守る の 人な りき。 或は 其洒 々落々 の 性より 推して、 所 
謂明ッ 放しの 人なら むと 思 ふ 者 あらむ も、 實は 然らす 。假令 其談が 親戚 舊 故に 關 する 誹謗 
なりと も、 秘密と ある 以上は、 決して 之を 口外せ ず。 世間に よく 有る 受賣談 の 如きは、 決 
して 之を 爲 さ V' りき。 

伯の 元老院 副議長た る や、 宮島誠 一郎、 同院の 書記官たり。 宮島 はもと 米澤 藩士に して、 


詩を 善くし、 栗 香と 號 す。 或 日、 勝 海 舟の 同院 に來 りし 時、 宮 島を 顧みて、 伯に 戯れて 日 
く、 『これ 曾て 戊辰の 際， 我家に 來れ 6 者。 奧羽的 鼻音を 帶 びて、 其 語 幾ん ど 狸に 似たり。 
寧ろ 僕な どを 使は せられな ば、 少しく 事務を 辨ぜ む』 と。 伯、 頭を 搖 して 日く、 『否、 勝 先 
生は 使へ ぬ』 と。 海 舟 其 故を 問 ふ。 伯 日く、 『一度 大籬の 御 職と なりし 女は、 小さき 所帶は 
持てぬ ものょ』 と。 海 舟 大笑して 日く、 『いや、 一本 參り たり』 と。 

伯の 旅行す る や、 敢て飮 食の 爲に 、時間を 徒費す る ことなし。 曾て 高 島 炭坑 火災の 電報 
に 接し、 晝 夜綱曳 車に て、 忍びて 東海道を 下りし が、 先 〇 人を 遣りて、 驛 々に 車を 準備せ 
しめ、 少しも 体憇 せす。 車上に て 見つけ 次第、 大福餅 若く は燒 芋を 瞰 ひ、 纔に飢 を 凌ぎ、 
電光の 如く 疾走せ り。 又 地方 漫遊の 際、 午餐を 喫する や、 『料理な どに 手間取りて は、 面倒 
なり』 とて、 自ら 店頭に 腰 打ち かけ、 小 鍋を 借り、 鷄卵を 煮て、 食し 終る や、 直ちに 車に 
上りし こと あり。 又 或 時、 上等 旅館に 投ぜ しに-其 待遇 極めて 鄭重に して、 容易に 膳部を 
運び 來らず 。伯は 空腹に 堪ぇ兼ね、 眞向 ひの 飯屋に 走り込みて、 車夫 等と di: ハに 箸を 執りた 
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りし こと ありき。 

伯 最も 鰯の 類を嗜 めり。 一夕、 福 島の 旅館に ありて、 侍婢を 呼び、 『じ や こ』 を 買 ひ來れ 
と 命ず。 婢卽 ち藥誧 に 赴き、 麝香 數 包を 持參 せし む。 伯爲 に啞然 、擧げ て 之を 婢に與 へし 
こと ありき。 北 越 遊說の 際、 加賀越 中の 界な る、 荒 山 峠の 雪を 踏んで、 其 東 麓なる 富山縣 
の吉瀧 村に 至る。 村長 出迎 へ、 茅 火を 焚き、 一行に 暖を 取らし む。 偶、 魚 商の 生驗 を擔ひ 
來り て、 其 傍に 憩 ふ もの あり。 伯 垂涎 三尺、 自ら 之を 灸 りて、 瞰 ふこと 四十 八 尾の 多き に 
及べり。 

東洋の ガンべ ッタ と稱 せられた る馬揚 辰猎 、凰 鍋戒 作と 善から ず。 英 國留學 中、 決 鬪し 
たる 事 ありけ るが、 歸朝 後、 適 ま 伯の 邸に 相會 し、 互に 酒を 被つ て 喧嘩を 始む 。伯 咄嗟、 
薯蕷 汁の 容器を 兩 人の 間に 覆す。 兩人 満身に 薯蕷 汁を 浴び、 手指 滑りて、 相捉 ふる 能は ず。 
難なく 傍人に 引 分けられたり。 

伯は 錐 新 前ょり、 多く 書生を 扶助して、 有用の 人物たら しめたり。 啻に 政 客 壯士を 養 ひ 
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しのみ ならす。 學者 あり、 實業家 あり、 エ學 博士 仙 石 貢、 同 白 石 直 治な ど、 嘗て 伯の 書生 
たりき。 中 江 篤 介 (兆民) の 如き も、 亦 伯に 志願を 訴 へて、 藩廳 ょり 長 崎へ 洋學 修行に 差 立 
てられたり き。 中 江 酒に 醉ひ て、 善く 罵り、 時に 策士を 氣 取り、 『我は 張子 房の 流亞 なり』 
と 自負す。 伯 之を 聞き、 絕 倒して 日く、 『咄 々、足下は 三國志 中の | 稱衡』 と 0 
或 地方の 一 論客 あり。 伯に 向 ひて、 自己の 主義 政見を 陳述す る こと、 極めて 秧序 あり 0 
客 去りし 後、 伯 之を 評して 日く、 『彼は 箱庭 的の 人物の み』 と。 

茅揚 町なる 三菱 會社の 隣家に、 火を 失せし こと あり。 伯馳せ 至れば、 岩 崎 社 一一 1K ユ 、胡 床 
に 倚り 社員を 指 輝し L 消防に 力を 盡 さしむ。 伯 竊に岩 崎に 耳語す らく、 『寧ろ 燒き拂 は 
せる が、 新築を 取擄げ るに 便利なら む』 と。 岩 崎 笑つ て 首肯す。 

四條繩 手に て英國 公使に 斬り か、 らむ とせし 刺客の E 魁なる 川上 某は、 偶 ま 其 揚に來 り 
後れし が、 佐 渡へ 流されたり。 明治 四 年 赦に遭 ひて 出京し、 彼剌 客の 遺劍 、伯の 許に 在る を 
聞き、 之を 貰 ひ 受けむ とて、 伯を 駿诃臺 の 邸に 訪ふ 。伯 直に 之を 座に 延 きて 快談 し、 a つ 
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日く T 明朝 受取に 來られ よ』 と。 川上 約の 如く 往き しに、 伯は 新に 造りし 白木の 箱と 其に、 
之を 渡せり。 川上は、 伯が 卽 座に 與へざ りしは、 其 箱な かりし 故な りし ことを 知りて、 深 
く 伯の 用意周到な るに 感じたり と 云 ふ。 

伯は 自由 黨の 創立に 際して、 時々 莫大の 運動費を 支出し、 板 垣を 助く。 伯敢て 之を 口に 
せし ことなく、 黨員槪 ね 之を 知る ものな かりき。 大阪 にて 發兌 せし 『愛 國志 林』 とい ふ 自由 
黨の 機關雜 誌の. 如き も、 伯 其資を 出せり。 其 他 一々 枚 擧に遑 あらず。 

伯の 朝鮮 事件を 計畫 する や、 前後 全く 其 使用す る 人物を 異にせり。 他の 政治 運動と 雖 も、 
一段落 每 に、 槪ね其 使用せ る 人物を 轉換 する を 常と せり。 時としては、 同時の 運動に、 人 
を 分ち て、 各方 面に 向は しめ、 互に 其 秘密を 知らし めざり き。 

伯 常に 人に 語つ て 日く、 『日本に て 仕事なければ、 米國に 赴き、 大統領と なりて 一仕事な 
すべし』 と 0 

伯の 最初 高 輪 洋館の 圖 案を 命ずる や、 其 規模 頗る 廣大に 過ぐ。 之を 諫むる 者 ある も、 皆 


聽かず 。偶 ま大 江卓來 りて 日く、 f 未' たしな り。 何ぞ 更に 其 規模を 數層 倍に なさ V' る や』 と。 
伯爲 めに 笑ぅて 止む。 

伯、 曾て 井上馨と 汽車に 同乘 し、 互に 其 抱 員を 語り合 ひける が、 井上 日く T 吾れ は數千 
萬圓の 財を 造つ て 見た し』 と。 伯 聞き も敢 へず、 井上に 謂つ て 日く、 『吾れ は 敷 億圓の 借金 
がして 見た し』 と？ 

王政復古の 際、 伯は 西鄕 、大久 保、 廣澤 、岩 下、 辻、 中 根な ど、 廟議に 列し ける が、 時 
土寸廣中ょり、ぴか/、するものを取出し、ぱちんと音させて、又懷中に收む。人々その何 
物なる を 知らす 0 『まさか 硝子の 懐中鏡で も ある まじ』 など、 噂し 合 ひける が、 次の會 合の 
日 も、 相 變らす 、ぴ か^-する ものを 取 出す。 會議 果て、 後、 一同 伯を 取卷 き、 『お 主は 自 
惚鏡 でも 持つ て 居る か』 と 詰め寄れば、 伯 ^r ち 笑 ひ、 『これは、 西洋人の 用ゐる 時計と いふ 
物な り j とて、 時計を 示す。 日本 帝國 の參與 とも ある 人達、 こ、 に 始めて 懷中 時計を 知り 
たり。 伯 一日、 其の 金時計を 書齋に 置佘忘 れて 外出せ しこと あり。 子息 等 入り 来りて、 珍 
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らしき ものよ とて、 之を 玄關に 持ち去り、 硝子を 取り外 づし 、器械を 取 出した るに、 再び 
元の 如く 收むる ことを 知らす、 其 始末に 困 じ 居たり。 偶 ま 伯、 歸り來 り、 其狀を 見て、 嫣 
然 笑つ T 日く、 『轉 業し ちよろ ネャ』 (惡戲 して 居 6 の 土 佐 方言) とて 顧み もせ ざり き。 

伯 •多 愛の 癖 あり。 詩人、 書家、 畫エ より、 角觝 、俳優、 落語家、 若く は 義太夫に 及ぶ。 
尾 上 菊 五郎、 越路 太夫の 如きは、 常に 伯の 家に 出入して、 其眷 顧を 受けたり 。伊達 太夫は 
もと 伯の 書生な りき。 伯は 曾て 菊 五 郞の爲 めに、 千歳 座の 引 幕に 揮毫せ しこと ありき。 伯、 
人に 語りて 日く、 『凡そ 天下に 名 ある 藝人の 談話を 聞けば、 必ず 思は ぬ 所に、 益を 得る こ 
と 多き もの ぞ』 と。 或 時 晚春會 とい ふ ものを 催して、 都下 待合の 女將を 集めし こと あり。 伯 
日く、 『彼等は 皆、 深く 世態 人情の 底に 通ぜる 女 豪傑な り』 と。 

伯、 病を 南郊に 養 ひける 時、 近隣の 村 家より、 一人の 美少女を 厪ひ來 り、 藥餌を 供せ し 
む。 醫師爲 に 伯に 諷して" 之を 遠ざけむ とす。 伯呵 々大笑して 日く 、『 委頓 する こと 此の 如 
し。 僕 豈に眉 斧 0) 恐るべきを 知ら ざら む や。 唯 之を 瓶 裏に 挿む 一朶の 山茶花と 看做し、 茜 
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床の 詩想を 養 ふの み。 先生、 過 慮を 要せず』 と。 

維新 前後の 經歴を 問 ふ 者 あれば、 伯、/ 卽ち 頭を 掉 りて 日く、 『いや^^、 その 事は 旣に陳 
腐な り。 象 二郞の 經歴 は、 此れからな り』 と。 

維新 前後、 諸 名士ょりの 書翰は、 伯大槪 之を 丙 丁 童子に 付せ り。 唯 『木 夢帖』 四卷 、伯の 
家に 殘れ り。 木 夢とは 『十八 年 前 夢の 跡の み』 の 意 也。 こは 明治 十八 年、 大江卓 が 伯に 乞 ひ 
て、 證收 して 表 裝に附 したる ものな り。 首に 伯自 から 揮毫して、 『木 夢』 と 題せ り。 尾に 大 
江 自筆の 跋あ り 0 r 木 夢』 の 中に 收め られ たるは、 山內容 堂、 吉田 東洋、 岩 崎 彌太郞 、松 岡 
毅 軒、 坂 本 龍馬、 中 岡 愼太郞 、佐々 木 高 行、 細 川 潤 次郞 、岩 倉具視 、德 大寺實 則、 松 平 春 
嶽 、伊達宗城、 大久保 利 通、 木戶孝 允、 橫井小 楠、 永 井玄蕃 頭、 近 藤 勇、 辻將曹 、伊藤 馎 
文、 由 利 公正、. 加藤弘 之、 中 根雪 江、 中 井櫻 洲 、岩 下方 平、 酒 井 十兵衞 、松 根圖書 等の 書 
，翰な り。 別に、 三條實 美、 小松帶 刀、 西鄕 隆盛の 書翰、 表装して 傳はれ り。 
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劍 難の 相 ありた る星亨 

政治 上に 於け る 星亨 氏に 就いては、 余輩の ょくすべき 所に 非ず。 星 氏は 政治 上に 於て、 
政 友 會の實 際の 首領た 〇 しと 北 ハに、 東京 市敎育 會の會 長たり き。 今や 圖らず も喑 殺せられ 
ぬ。 慘なる 哉。 

聞くなら く" 星 氏は 少時 人相見に、 劍 難の 相 ありと 言 はれたり きと かや。 あくまでも 意 
志强 くして、 殘忍且 猛烈なる 人は、 手腕 ありて、 己を 利して、 味方を 利す る こと 大 なると 
典に、 敵 多く、 恨を 買 ふこと 多く、 從 つて 劍難 を兔れ ざる こと あるべ し。 面相は 性格を あ 
らは す。 星 氏の 性格の あら. はれた る 面相を 見て、 劍 難の 相 ありとは、 必 しも あてず つ ほぅに 
は あらざる べし。 世の 所謂 お 人ょ しなる ものは、 毒 もな きかは りに、 働 もな し。 大に 世に 


活動す る 人は、 働き あると 共に、 また 毒を 免れず。 而 して 其 人の 本心に 國家 のた め 社 
會の ためと 云 ふ 念 慮 あら ば、 橫 着、 我儘、 殘忍 、酷薄の 所爲 も、 恕する 所な かるべ からす。 
星 氏は 明治 年間、 最も 偉大なる 人物 也。 尾 崎、 林、 角 田、 末 松、 片岡 等の 儕輩を 壓 し、 板 垣 
伯を して 瞠若たらしめ、 伊藤 侯を さへ 掌 上に 弄したり し 人 也。 此人 にして、 社 會の爲 め、 

國 家の 爲 めに 活動せば、 目 ざまし き 大事 業擧 りけ むを。 惜む べき 哉。 

予輩は 刺客を 謳歌す る ものに 非ず。 明治 年間、 岩 倉、 板 垣、 大隈 、溘澤 諸 公は、 幸に 暗 
双を 免れた る も、 大 村、 廣澤 、大久 保、 淼諸 公の 如き 一代の 人傑、 前後 喑； に 倒れぬ。 亦 
慘なら ず や。 暗殺は 實に 社會の 安寧を 害する 齡 事に 相違な きも、 伊庭 想 太郞が 星 氏を 國賊 
と 見なし、 その 立派なる 五十 年来の 經歴を すて、 立派なる 紳士の 地位を すて、 妻子を すて、 
身を すて、 國 家の 爲 めに 害 ■を 除かむ としたる 心事を 憫れま ざるを 得ず。 伊庭 氏は、 紳士と 
しても 教育家と しても、 立派なる 人 也。 普通 壯士的 刺客の 比に 非ず。 而 して 白日 公然、 衆人 
の あつまれる 議事堂に 於て、 よしや 他の 連座の 人々 は 自家の 防衞に 急な りしに もせよ。 悠 


然として 六 刀まで 致命の 傷を 加へ たるは、 流石に 劍客 にして、 且つ 膽氣 ある 丈夫に あらず 
んば 、出來 ざる 事 也。 而 して 普通の 剌 客の 如く、 自殺せ むとは せず して、 男らしく 縛に つ 
きたる は、 流石に 當年の 三 河 武士の 子孫 也。 

余輩は 暗剌を 非と する もの 也。 伊庭 氏は、 國 家の 罪人 也。 嗚呼 伊庭 氏の 如き 好 紳士を し 
て、 國 家の 罪人たら しめたる は、 惜しみ、 且つ 悲しむべき 事なら ず や。 


當 年の 海上 王 岩 崎 彌太郞 

明 

明治 年間の 偉人を あぐれば、 岩 崎 彌太郞 の 如きは、 たしかに 其 人 也。 三菱 會 社を 起して 
海運を 盛に し、 草莽 ょり 崛起 して、 日本 ー ニの 富 1 i となれ り。 業を なすこと 此の 如く、 財 
を 獲る こと 此の 如くん ば、 亦 偉大なる 哉。 蟲も 殺さぬ お 人ょ しや、 毒に もなら ねば 藥 にも 
ならぬ 人 や、 到底 世に 事業を なす 能は ざるべ し。 世に 事業を なす 者は、 策略 も 必要な れば、 
多少 毒氣 ある 事 も 必要な り。 慾 望大な らざ るべ からず。 膽も大 ならざる ベから ず。 世上の 
毀譽 にか、 はるべからず。 失敗に 屈すべからず。 彌太郞 が 一生の 行爲 、疵を さがせば、 は 
て もな けれど、 事業家と して 萬 世に 傳 ふるに 足り、 又 事業家を なさむ とする もの、 一の 虞 
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範たら すん ば あらず。 

II 

日本一の 富 I 蒙と なりたる 彌太郞 も、 もとは 土 佐の 東 隅、 井の 口村に 住 ひたりし 一の 鄕士 
なりき。 鄕士の 何たる かは、 今の 世知らざる もの 多 かるべ し。 鄕士 とは 維新 以前 土 倥 國の 
外、 數國 にの みあり たる ものにして、 侍には あら ざれ ど、 平民に も あらざる 一種の 格 也 0 
土 佐 あたりに ては、 鄕士 はもと 長 曾 我 部の 臣 也。 山 內氏土 佐を 鎭す るに 及びて、 之を 臣下 
とする わけに も 行かず、 平民に 下す こと も 出來ず 。鄕士 として、 侍と 同じ 資格を 持たせ、 
帶刀を 許したり しなり。 

彌太郞 は、 鄕士の 家に 生れ、 父は 庄家 をつ とめければ、 幼時より 學問を 習へ り。 當 時の 
學 問とは 漢學な り。 彌太郞 は 出來 よく、 且つ 詩を よくし、 神童の 稱 ありき。 

藩主 巡囘 して 来りし 節、 彌太郞 の 才名を 聞かれ、 召し出して、 詩を 賦せ しむ。 時に 年 わ 
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づ かに 十四、 田舎の 一 少年 なれ ども、 擧止度 あり。 其 詩と 云 ひ、 其 手蹟と 云 ひ、 世に も 美 
事なる 出來な りしが、 藩主を はじめ 左右 舌を 卷いて 驚嘆せ り。 

明治の 世の 事業家と いふ ものは、 何處の 馬の骨と も わからぬ 成 上り ものに て、 無學 者な 
るが 多 けれども、 彌太郞 は 武士の ML なり。 學才 詩才の ありし こと 此の 如し。 この 一事 以て 
海上 王の 十 歳 時代の 一 班を あらは すに 足るべし。 

三 

11 十一歲 の 時、 江戶に 上りて、 安積 艮齋の 門に 入れり。 され ど、 十 歳の 神童、 二 十才の 
才子と かや。 十四 歳の 時、 藩主を 驚かした りし 神童 も、 艮齋に は 見限られたり き。 下りて 
才子と なりたる 乎。 日く、. 否。 艮齋 の氣に 入らむ には、 彌太郞 は餘 りに 偉大な り。 彌太郞 
は 腐儒と なる を 願は ず、 その 行 放 縱不覊 なり。 もし 艮齋 の氣に 入る やぅなる 人なら ば、 學 
者 もしくは 教育家と なりて 終るべし。 恐く は 他日 海上 王と なる 能は ざり しなら む。 


四 

翌年、 彌太郞 の 身の上に、 一の 厄難 下りぬ。 茁屋 をつ とめた る その 父、 公事 沙汰に つき. 
て、 郡 奉行に 誣 ひられて、 獄に 下りぬ。 

彌太郞 之を 聞き、 晝夜粲 行して 鄕に歸 り、 郡 吏に 面して* 父の 寃を辯 じたれ ど、 その®' 
斐な し。 彌太郞 憤慨に 堪へず 。夜 郡役所の 門の 柱に 二 句を 大書す。 日く。 官以 -- 賄賂-成、 
獄因二 愛 僧？ と。 むかし、 兒島 高德は 行在所の 樓を 削りて、 天莫レ 空-一 匀踐ハ 時 非 レ 無二 范蠢 -0 
とい ふ 一一 句を 書したり き。 これは 忠故 、彼は 孝 故、 忠孝、 道は 異なれ ども、 その 精 心は 一 
也。 前後 一對の 美談と いふべ し。 

郡 奉行 之を 見て、 いたく 怒りし が、 誰と も わから ざれば、 命じて 削り 去らし め 置きけ 〇 
に、 彌太郞 又も 外面の 白壁に 同じ 句を 書きたり。 奉行 もはや 默 する 能は ず。 彌太郞 ならむ 
と 滞へ て IL 問し ける に、 つ、 みかくさず して、 白狀 しける こそ 男らし 力り けれ。 奉行 もこ 
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れ 孝心の いたす 所な りと て、 重く は 罪せず。 居 村を たちのかし めたり。 たちのきを 命ぜら 
れ て、 高 知 附近に 來 り、 兒 童に 書を 敎 へて、 その 日を 送りけ りと ぞ。 

五 

當時土 佐の 參 政に、 吉田 東洋と いふ 偉人 あり。 政治家に して 兼ねて 學力 あり。 惜む らく 
は、 この 偉人、 勤王家に あらず して 佐幕 黨な りき。 且つ 暗殺せられ たるを 以て、 その 名、 
後世に 赫 々たらず。 

彌太郞 は、 この 人の 門に 入れり。 同じ 門下に、 後藤 象 二郞 あり。 福 岡 孝悌 あり。 この 二 
人、 東洋の 門弟 だけに、 もとは 佐幕を 唱へ しも、 東洋の あとを つぎて、 藩 政に あづ かるに 
及び、 時勢の 變を 察して、 其說 を變 じ、 維新の 元 動と なりて、 後藤は 伯爵と なりぬ 〇福岡 
は 子爵と なりぬ。 岩綺は 海上 王と なりぬ。 その 餘蔭 によりて、 弟 も 子 も 男爵と なりぬ。 


六 

彌太郞 書を 讀み 、刀を 帶び たる 身な れど も、 腐儒とは ならは ず、 空論を 吐く を 喜ばず。 
勤王、 佐幕、 開港、 攘夷 以外に たちて、 心を 殖産に 注ぎし は、 亦 一種の 見識たら ずん ば あ 

らず。 

その 郷里の 山林の 拂下 をな して、 大阪へ 材木を 積み出すな ど、 商人の 眞似 しければ、 人 
みな 爪は じきして 譏り けれども、 彌太郞 は 毫も 頓着せ ざり き。 

彌太郞 にして、 斯る覺 悟な くん ば、 到底 海上 王とは なる 能は ざり しなら む。 

七 

後藤、 福 岡 等、 藩の 要路に 當 るに 及び、 彌太郞 は國產 力の 役人と なれり。 力量ょりは、 
門地 か 問は る、 世の中、 彌太郞 は、 貨殖 局 下役の 一人たら ざるを 得 ざり き。 その上に あ  >0 
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人 ども， いづれ 無能 迂濶な る 人 也。 彌太郞 は、 出頭す る も、 一言 も 吐かす。 人 その 故を 問 
ふ。 日く、 頭取 以下の 言 ふ 所、 いづれ も 兒戲に 類す。 到底 北 ハに 事を なすに 堪へず と。 かく 
て、 間もなく 辭 表を 出して 鄕 にか へれり。 天馬、 竟に覊 すべから ざる 也。 

八 

土 佐は 海國 也。 九十 九 浦、 太平洋に 面して、 漁 獵の利 多し。 且つ 他國に 行く に、 北山を 
越えて 讃岐の 丸龜に 出る 道 あれ ども、 太 だ 不便 也。 海路 直に 大阪に 出る が 便な れば 、航海 
の 道は、 わり あ ひに 發 達せり。 殊に 米 艦 渡來以 後、 土 佐の 漁民に して、 亞米利 加に 漂着せ 
し 中濱萬 次郞 (今の 中 瀋醫學 博士の 父) の 歸來せ る あり。 西洋の 事情 もょ く 知れて、 殊に 航 
海に 重きを 置けり。 維新の 頃までに、 土 佐 藩は 五十 餘艘の 汽船を 有したり き。 坂 本 龍馬は 
海 援隊を 組織したり き。 後年 彌太郞 が一 躍して 海上 王と なりけ る も、 その もとづく 所 ある 
也。 


九* 

後藤 象 二 郞は 、汽船 買 入な ど、 藩 用を 帶 びて、 長 崎に 出張し ける が、 國事 のために 呼び 
もどされぬ。 代りは、 誰かと 詮索せ しが、 彌太 郞竟に 引出されぬ。 後藤 部下の 山 崎 早 六、 
高 橋 勝 右 衞門等 •新ら しき 上役 來りけ るを 以て、 色々 役務 上の 行きが、 り •を 話さん としけ 
るに、 彌太郞 、制して 一 も 聞かず。 君 等は これまで 通り、 事務を 續 けょ。 余は 別に 思 ふ 所 
ありと て 太 だ 無頓着 也。 山 崎 等氣遣 ひて、 後藤の 方針を 云 ふに、 とりあは ず。 され ど、 ひ 
そかに さぐる に、 西洋人の 商館に ゆき、 薩摩 藩の 五代と 出 あへ る やぅす 也。 

漂流し 來れる 朝鮮人と 筆談す る こと ありし が、 彌太郞 ふと 思 ひ 立つ 事 あり。 朝鮮の 欝陵 
島へ わたりて 材木を 切り出し、 更に 朝鮮の 内地に 入り、 國 王に 謁して、 其 許を 得て、 牛皮 
を 買 ひて、 西洋人に 賣 りて、 奇利を 得ん とて、 五色の 縮緬 五疋 、朝鮮 國 王への 土産に する 
つもりに て 買 ひもとめ、 杣職數 人まで つれて、 英船 にの りて 欝陵 島に 赴きぬ。 
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朝鮮人との 筆談に ょりて、 彌 太郞以 爲 へらく- e 陵 島は 樹木の 繁茂せ る 無人島な り。 朝 
鮮 にも 屬し 居ら ざれば、 われ 牲いて 之を 占め、 材木を 切り出して、 藩の 財政を ふやし、 nH 
つ 朝鮮の 牛皮は 價廉な れば 、之を 買 ひ、 西洋に て 靴を 造る に 用ゐる ものな れば 、之を 賣 りて 
大いに 利を 得ん と。 

され ど、 欝陵 島に 至りて、 詮索す るに、 古來 朝鮮 領 也。 岩崎發 見の 島と か、 むと て 用意せ 
し木標 も、 徒 勞に歸 しぬ。 その上に 樹木と て繁り 居ら ざれば、 彌太郞 の 失望 一方ならず。 
一の 大計 劃、 全く 堂 i 餅に 歸 して 空しく 還れり。 

今一つ 牛皮 交易の 方を やつて 見ん とて、 再び 英 船に 乗りて 朝鮮に 赴きた， •るに、 當時 朝鮮 
は 鎖國 主義を 執り 居りて、 英船を 見る や、 S 砲を ぅち 出さん とし、 刀を ふる ひて 人民の さ 
わぎ 立つ さま なれば、 上陸 -ff にす る 能は ずして、 又もむな しく 歸り 來れ り。 

誰か 思は む や、 海上 王に して 成功せ る 偉人に も、 なほ か、 る 滑稽に 類す る 失敗 ぁらむ と 
は。 凡そ 天下の 事 濡 手で 粟を つかむ やぅに、 たやすく 出來る ものに ぁらず、 まづ 目先が さ 
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とからざる ベから ^ 。 思 ひきり がょ からざる ベから ず。 豪 膽 にして、 びくつく ベから す。 
幾多の 失敗に 屈せず、 艱難を 忍びて、 飽くまで も 猛進せ ざるべ からず。 

十 

長 崎を 去りて、 大 阪に來 りぬ。 藩主の 信用を 得て* 藩の 財政を あ づ かりし が、 川 田 石 川 
等を 使 ひて 大阪 附近の 運送業を はじめぬ。 維新と なるや、 藩の 汽船は 政府に 獻上 せし に、 

彌太 郞拂ひ 下げを 願 ひて、 やすく 買 ひとり、 以て 海上に 雄飛す る 素地を つくれり。 はじめ 1 
の 航路は、 高 知神戶 間な りしが、 終に 西は 馬 關に及 ほし、 東は 橫濱に 及 ほせり。 而 して 本 
社を 東京に ぅつす に 至れり。 

こ、 に 至りて、 三菱 曾 社の 事業 大いに 膨張せ しが、 西南戰 爭起 るに 及び、 國 家に對 して 
大功 ありた ると 其に、 三菱の 社運 •益 隆盛を 極めたり。 

明治 七 年頃ょり 三菱 會社が 地盤を かためて、 先 づ競爭 せざる を 得 ざり しは、 外人の 手に . 


なれる 米國 太平洋 郵船 會社な り。 こは 米國 ょり 橫濱に 達し、 神戶 、長 崎を 經て 、上海に 達 
する 航路を 有す。 競爭の 結果、 その 會 社の 船を 買 ひ 取りて、 日本の 海上は、 全く 三菱 會社 
の 手に 歸せ り。 

十 一 

彌太郞 は、 幾多の 競爭 者を 壓 倒して、 旭日冲 •天の 勢を 得たり しが、 世は いつまでも 鬪爭 
の 巷 也。 三菱の 隆盛を 見て、 ぅらやむ の餘 、そね む 者 あり。 終に 官の 保護ょり 成立ちた る 
共同 運輸 會社 、世に あら はれたり。 これは 政府を 後に 控 へたれば、 最も 恐るべき 大敵 也。 
彌太郞 も、 畢生の 勇を 振 ひて、 之と 鬪 ひて、 優劣 未だ 決せ ざり しに、 天、 年を かさず、 胃 
癌に か、 りて、 明治 十八 年の 春、 空しく 死去せ り。 年 五十二。 東洋の 男兒 。とま づ大呼 し、 
つ  > いて 日く。 東洋の 男兒 、期す る 所 頗る 多し C その 十の 二 三を 行 ふを 得た るの みに て 早 
く 病に 斃る 。命なる 哉と。 あ、、 偉人 彌太郞 が 最後の 言な りき。 
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これ 決して、 空威張りに あらず。 天 若し 之に 命を かさば、 必ずや 歐洲 にまで も 航路を ひ 
らき 、日本の 三菱 會 社たら ずして、 世界の 三菱 會社 とならし めしな らん。 然るに 內に 早く 
競爭者 起り て、 未だ 大いに 勝つ 能は ざるに 身先づ 死せ り。 其 遺憾 果して 如何な りし ぞや〇 
三菱、 運輸の 二 會社栩 爭ふ は、 國家 の爲 めに も 不利な りとの 說 、朝野に 起り て、 彌太郞 
の 死後、 數月 、明治 十八 年の 秋、 終に 合併す るに 至れり 〇今の 郵船 會 社是 也 0 

十二 

日本の 海運 勃興した るは、 全く 彌太郞 の 力 也。 か、 る 事業を なした る ものは* 世 之を 優 
遇せざる ベから ず。 其 行に 瑕疵 も 多 けれども、 今一々 指摘せ す。 要するに^! 蒙 壯 にして 不覊、 
而 かも 細心に して、 ょく勵 精 事に 當 り、 毎日の 出 來事 、必ず 調查せ ざれば 眠ら ざり しとい 
ふ。 磊落な れど も、 規則正し かりし を 知るべし。 か、 る 性格は、 事業家と して 霞 も 必要な 
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維新 前後*  土 佐より 人才を 多く 出したり しが、 その 中に て、 最も 大なる ものを、 彌太郞 
となし、 後藤 象二郞 となす。 この 二 人は， 所謂 大陸 的 也。 而 して 事業の 上より 云へ ば、 彌 
太郞の 事業、 當 時に 倫を 絕せ り。 嗚呼 東徉 の男兒 、未だ 其 志の 十 中二 三を とげ ざり しも、 
明治 年間の 一の 大事 業を なせり。 其 身 死して、 事業は な ぼ 殘る なり。 


余の 恩人 佐々 木 高 美 先生 

余には、 恩人 多し。 佐々 木 高 美 先生 も 亦 其 一也。 先生は、 佐々 木 高 行 侯の 子-佐々 木 行 . 
忠 侯の 父、 海軍 中佐に て東轉 大將の 副官と なりし こと ある 佐々 木 高 志 氏の 兄 也。 

土 佐協會 とて、 土 佐 人の 團體 あり。 會員數 千 人の 多き に 上る。 これ 土 佐 同志 會と 武揚會  . 
との 相 合した る もの 也。 武揚會 は 軍人 養成を 主と したる 軍人の 會な りき。 同志 會は 、もと 
大學生 の 親睦を 圖る 小圍體 にて、 會 員の 範圍 を大學 と大學 豫備門 (高等 學 校) とに 限りたり。 
余が 之に 入會 したる 頃は、 その 範圍を 大學以 外、 高師 、高 商に 及 ほした るが、 それにても 
なほ 會員 の數は 二 三十 人に 過ぎ ざり き。 先生、 英 國留學 より 歸朝 すると 共に、 顔、 渥 丹の 
如く、 美 髭 漆よりも 黑き一 一十 四 貫の 大兵、 我 同志 會に現 はれたり。 その 頃より 會員の 範圍 


を 官立 以外の 私立 學校 にも 及 ほし、 更に 學生以 外の 朝野の 紳士に も 及 ほし、 同志 會 俄に 膨 
脹せ り。 先生 大に其 間に 盡力 する 所 あり。 先生は 同志 會に 取りて、 福の 神 也。 善く 談 じ、 
善く 笑 ひ、 胸襟を 被いて、 書生を 容れ 、少しも 紳士 振らず。 衆 心 之に 歸 する こと、 なほ 北 
斗 七星の 北極星に 於け るが 如し。 年の 暮の 終會の 日、 衆に 謂つ て 日く、 『正月 一一 日は 例と し 
て 終日 在宅して 來客を 待ち 受く 。飮み に 來れ』 と。 その 頃は 我れ 酒に 渴し たりき。 仙石馎 
士の御 情に て、 土曜日 每に 一本の 酒を 惠 まれた るが、 それでは、 ちと 不足 也。 折り/、 酒 
店 こて树 酉 (桝の 儘に て 呑ましたり。 後、 コッブを 用ゐる やぅに なれり) の 立飮 を爲 したり 0 
當時 、酒に 目の 無 かりし こそ 愚かな り けれ。 先生が 『飮み に 來れ』 とは、 所謂 下地は 好きな 
り、 御意は 好き もの 也。 二 n、 年賀 廻りを 爲 して、 五六 合の 酒を 人れ たる 上、 薄暮 先生の 
宅に 至る。 同志 會の 連中、 先 〇 在り。 いざと て、 先づ獻 された るは、 七 合 入りの 大杯 也。 
われ 之には 驚きた るが、 『斗酒 何ぞ辭 せんや』 と氣 張りた る鴻 門の 樊喰 にも 員け る もの かと、 
馬鹿な 事に 力瘤 入れし 時代 也。 殊に 陸 放 翁の 『平時 一滴 不レ人 レ ロ、 意 氣頓使 -1 千 人 驚-』 の 境 
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遇に 在りし こと、 て、 三 口にて 瞬く間に 七 合を 飮み 千したり 。なほ 五合 入りの 大杯 あり。 

又 一二 合 入りの 大杯 あり。 その 三 合 入りの 大杯に て* 更に 五六 杯も飮 みたり。 斯くて 放 翁の 
所謂 『意 氣頓に 千 人を 驚かしめ』 て、 『我れ こそは 天下の 豪傑』 と、 如何に 糞 力を入れても、 
到底 先生の 敵には 非ざる 也。 先生は 三 合 入りの 大杯を 何十 杯 呑みても、 平氣の 平 左衞門 也。 
われ 多く 酒客に 接した るが、 先生 ほどの S 蒙を 見た る ことなし。 

先生は 酒豪なる のみならず、 碁を 打ちても、 優に 初段の 域に 在り。 われ 碁を 好み、 當時 
笊黨の 雄を 以て 自負せ しが、 先生に 對 しては、 六 目 置きても 覺束な かりき。 英文の 小說を 
達者に 讀 みこな す こと、 我が 同輩 一同、 誰れ も 先生の 足下へ 寄り付け ざり き。 先生は 漢學 
.の 素養 も あり。 詩を 作り、 筆蹟 も 妙 也。 一面は 父 高 行 侯に 似て、 M 大な る俤あ り。 一面は 
母 高 行 侯 夫人の 氣質を 受けて、 敏捷なる 點あ り。 而 して 能く 書生を 愛せり。 今、 一高の 校 
長と なれる 瀨戶 虎記 や、 伊藤 薊 山 や、 余 や、 いづれ も 貧 書生 姐。 而 して 學資 上、 先生の 補 
肋を 受けて、 學 業を 續く るを 得た る もの 也。 この 三人は* 每日少 くと も 一度は 先生の 宅に 
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行けり。 その他、 先生の 門に 出入す る學生 多く、 先生の 家には、 川田久 信、 岩 崎 鏡 川、 國 
正 藤太郞 、津田 茂 麿 諸氏、 書生と して 養 はれ 居りたり き。 

先生は、 角力を 好めり。 友 綱 門下の 力士、 常に 先生の 門に 出入したり 。先生の 宅に も、 
高 輪 御殿の 宫舍 にも、 土俵を 設けたり。 而 して 先生は 二十 四 貫の 大兵な れば 、誰も 先生の 
相手になる ものな し。 余 等の 角力 取る を 見て 樂み ，いろ/,、 批評せ り。 先生の 外 甥なる 藤 
井 九 萬 三 (H 學士) 、今、 海軍 主計 中監 となる 石本久 間男な どが 余の 好敵手な りき。 當時高 
行 侯は、 昌子房 子兩內 親王 殿下 御 養育の 任に 當れ り。 なほ 今の 竹 田 宮殿 下を も預り 申した 
り。 先生は 竹 田 宮殿 下 御 養育 直接の 主任者な りけ るが、 豪傑 趣味を 鼓吹せ むとし、 余 等の 
如き、 野性 武骨の 書生を して、 其 左右に 接せし めむ と 力めた るかと 察せら る、 也。 先生は 
二十 四 貫の 大兵、 一一 一里 も 步けば 股と 股と すれあ ひ、 絹の バッチ 忽ち 破れて 出血す るに 至 
る。 され どな ほ 勇を 鼓して、 余 等と 共に 遠足した る こと ありき。 

一 夏、 先生は 我等を 伴 ひて、 房 州 館 山 在に 避暑し、 一 屋を 借りて 自炊 自活を なせり。 初 
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め 先生に 隨 行した るは、 藤 井 九 萬 三、 瀨戶 虎記 (理 學士) 、生 駒 勇 (H 學士) 、及び 余の 四 人 也。 

三 四日 滯在の 後、 先生は 一時 歸京せ り。 『この間に、 房 州を 一周して 來ず や』 と 云へ ば、 藤 
井應 じ、 生 駒 も應ず 。ひとり、 瀨戶 のみは 應ぜず 。元來 、瀨戶 は 運動 嫌 ひ 也。 而 して 議論 
好き 也。 理科 生と しては 世間 的 也。 法科 生と しては 學者 的な りき。 瀨戶に 留守を 賴 みて、 
余輩 三人、 菅笠に 絲 盾を 員 ひて、 立ち 出で たり。 第一 日の 夜は 白 須賀の 濱邊に 野宿したり。 
第二 日は 淸澄 山上の 旅 店に 宿しけ るが、 宿帳に 前夜の 宿所を 記す るに 方り て、 三人ち と 困 
りたり。 終に 野宿と せず して、 記憶を たどりて、 鍚 所と 宿屋の 名と を假用 したりき。 第三 
日は 鋸 山の 上の 日本 寺に 宿し、 第 四日、 富 山の頂を 蹴て 歸り 來れ ば、 瀨戶 日く、 『前夜 更闌 
けて、 ぅと^^ し 居りし に、 ふと 眼を 開きし に、 腰から 下の 無き 人 見 ゆ〇幽 靈 にやと て諦 
視すれ ば" 物 千 竿に 懸けた 5 手拭な りき』 と、 われ 之を 冷 かして 狂歌を 作れり。 

寢ほ けて は 物 も 怪しく 見ぇ ぬれば 

顔を 拭けと て 動く 手拭 


二 週 ばかりの 後、 先生は 弟の 高 志 氏、 中 村久弘 父子、 千 頭 直 雄、 伊藤 薊 山な どを 伴 ひて 
苒 遊し、 俄に 脤か になり しが、 枕が 不足す 。夜に なれば， 枕の 奪 合 ひが 始まる 。中には 日 
の 暮れぬ 前より、 枕を 懷に 入れ 居る もの も ありき。 

翌年の 夏には 先生に 隨 行して、 富士山に 登れり。 藤 井、 生 駒、 中 城、 及び 余の 四 人、 先 
生と 北、 こ 東京を 發 し、 佐 野に 下りて、 醫師岩 崎 長康 氏の 家に 至る。 高 志 氏、 當時 海軍 兵 學 
校に 在りけ るが、 江 田 島よ ゎ 來り會 せり。 岩 崎 氏に 一宿し'  翌日は 須 山に 一宿し、 第三 日 
始めて 山路に 就く。 馬を 利用す る 能は ざるに 至りて、 先生 も 徒歩す。 二十 四 貫の 大兵、 三 
人の 剛力、 綱に て 前に 引き、 二 人の 剛力、 先生の 尻を 押せり。 而 かも 先生 屈せす、 笑って 
富士の 頂を 極めし こと、 今 もな ほ 目に 見る やぅ 也。 

その 頃、 高 行 侯は 兩內 親王 殿下を 奉じて、 每年 、暑を 日光 御用邸に 避く るを 例と したり 
き。 富士山より 下りて 後、 余は 高 行 侯の 談話 筆記を 命ぜられて、 日光に 赴き、 御用邸に 起 
臥しけ るが、 一日 思 0 たちて、 白 根と 男 11 とに 上らむ とて、 薄暮 ひとり 湯 本に 至る。 もと 
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より 貧 書生の 旅裝 也。 殊に 一人旅 也。 どの 宿屋に も、 門前 拂を 食は されたり。 蹄鐵形 L.2 竝 
ベる 宿屋を、 一々 『宿を 賴む /、』 とて 廻り 行きて、 終に 唯一 軒を 餘す のみと なりぬ。 われ 
以爲 へらく、 『野宿 我に 在りて は、 難事に 非ず。 され ど、 宿料 懐に 在り。 殊に 宿屋が 悉く 滿 
員なる に 非ず。 然るに 宿屋に 宿す るを 得ざる は 意氣 地な し 也。 よし^-手を かへ て 見む』 
とて、 殘れる 一軒に 行きて、 賴み しに、 斷られ たり。 余は 止むを得ず、 豫め考 へし 如く、 
御用邸を 持ち出したり。 『我は 日光の 御用邸に 來り 居る 大學 々生 (實は 第一 高等 中學 校) 也。 
決して 怪しき ものに 非ず』 と、 此 言を 聞きて、 俄に 容子を 改め 『さら、 は、 どぅにか 部屋を 
都合せ む』 とて、 二階なる 三疊の 一室に 入れたり。 他に 八 疊六疊 の 空室 多 かりき。 御用邸 
にて 間に合は すん ば、 余の 懷に は、 中禪 寺に ある 二 荒 山 神社の 祠官間 宮用角 氏への 紹介を 
持ち 居れば、 それを 示さむ。 それにても なほ、 承知せ ずん ば、 三 里の 道を 中禪 寺へ 戾りて 
も 可也。 然し 翌日 白 根に 上る には、 湯 本に 宿す るが 便利 也。 せめて 晚食だ け、 どぅにか 
して、 野宿せ むと 诀 心し 居りたり き。 宿屋は 何處 でも 一人旅の 人を 嫌 ふ 風習 あり。 況んや 


破 衣 破帽な るを や。 余は 登山を 主として、 行脚 的 服装を なし、 而も 一人旅の 場合が 多 かり 
き〇從 つて 宿屋に 虐待せられ たる こと 少 からず。 湯 本の 如きは その 一例 也。 

その後、 大學を 卒業す る 前年、 高 行 侯に 招かれて、 日光 御用邸に 赴き、 土 佐の 一 勤王家 
の傳を 書きし こと あり。 當時 われ 文章を 誇張す る靑 年の 習 氣を脫 せす。 侯 見て 笑つ て 日く、 
r これは、 餘り 豪く 爲り 過ぎた ぞ 』 と。 その 時、 先生は、 御用邸に 近き 一 寺院に 寓し 居れり。 
余は 先生の 寓居に 寓 しける が、 每朝 門前の 溪 流へ 顔を 洗 ひに 行けり。 一日、 眼鏡を 溪 流に 
落して、 俄に窗 目と なり、 眼鏡の 行方を 探す 能は ず。 日光の 町に 唯一 軒の 眼鏡 店 ある こと 
余の 目に 入り 居り たれば、 たどる^- その 眼鏡 店に 至り、 近視の 眼鏡を 買は むと する に、 
之な し。 たま^-之 ある も、 極めて 弱き 度の ものに て" 余に 取りて は、 懸 くる も 懸けざる 
も、 差別な き 程な れば 、買は ずに 歸 り、 一雨 日の 間は、 俄 言 目と なりき。 之に 懲りて、 
爾來 旅行す る每 に、 別に 一箇の 眼鏡を 用意す る やぅに なりぬ。 

先生は 國學 院に盡 せり。 又 日本中 學 校に盡 せり。 明治 二 十二 年の 條約 改正 反對 運動に も 


力を 盡せ り。 晩年 近 衞篤麿 公と 相識り、 大に 政治 界に 飛躍せ むと せし が、 惜し や、 男の 厄 
年に て 早世せ り。 谷 干城の 日記を 見る に、 先生に 關 して、 左の 記事 あり。 

明治 三十 五 年 七月 七日、 佐々 木ょり 電話に て、 高 美 氏病氣 危篤を 報ず。 旣に 死後 也。 好 
男子、 誠に 惜むべ し。 

先生の 早世は、 豈に獨 り谷將 軍の 借み しのみ ならん や。 土 佐の 先輩に て 後藤 板 垣 一一 伯、 
最も 盛名 あり。 高 行 侯は 二 伯の 如き 盛名は 無 かりし が、 識者は 其大 にして 高き に 推服した 
りき。 後藤 伯を 智 とすれ' は、 板 垣 伯は 勇 也。 而 して 高 行 侯は 仁 也。 先生は 更に また 其 父の 
盛名の 下に 隱れ て、 未だ 其 力量を 發揮 する 能は ずして、 空しく 1E きける 也。 
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庭前の 枯木に、 俗に 『猿の 腰掛』 とい ふ もの 生じたり。 その上に、 陶製の 猿を 置きて、 小 
兒ど もを 喜ばさむ とて、 末の W 兒を伴 ひて 一 店に 行き、 坐りて 桃を 抱ける 陶製の 猿を 見 付 
けて、 價を 問へ ば 『十五 錢なり J とい ふ。 今 | つ 猿が 大 桃を 抱け 6 が、 その 桃く り拔 かれて、 
卷 煙草の 灰 落しと なれる ものを 見付け、 廣を 問へ ば、 『三十 五錢 也』 とい ふ。 『二つ 買 ふから、 
ちと 價を 引け』 とは 世間 普通の 償 用 手段 也。 然るに、 余は、 『さらば 二つに て 五十 錢 か』 と 
て、 五十 錢銀貸 一つ 投げ出せ しに、 老主婦 嬉れ し淚こ ほさん ばかりに 打 喜び、 『その 猿の 灰 
^ しは、 造りて ょり 三十 年 今日まで も賣れ ざり き。 貧乏 こそ 致し 居れ。 一國 者な り。 一文 
も 値切られずに、 綺麗 さつ ばりと 買 ひ 給 ふことの ぅれし さょ。 その 淸き御 心を 見て は、 お 


まけを せざる を 得ず』 とて、 玩具の 小 土瓶 一つ、 湯 呑 五つ 六つ、 幼兒 に吳れ たり。 余と て 
もまん ざら、 金 錢の價 を 知らざる ものに あらず 。され ど、 少時ょり 口 吃る を 以て、 物を 買 
ふに、 直 切るな どは、 面倒 千 萬 也。 故に 今日まで 一切 直 切りた る ことなき なり。 
f 癩病の 友 慾し がり』 とか や。 余は 自分が 吃る を 以て、 吃る 人を 見て は、 人一倍に 氣の毒 
に 思 ふ 也。 又 古今の 吃る 人が 特に 余の 注意を 引く 也。 余の 知れる 範圍に 於て、 吃る 人 少な 
からず。 三 宅 雪嶺 博士の 吃る ことは、 世に 有名 也。 博士は 演說 殊に 訥 也。 談話の 方が 演說 
ょりは 少しは 流暢 也。 之に 反して 我 友人の 寺 崎留吉 氏は、 熱心 且つ 眞面 目なる 博物 硏究者 
にして 文章に 長ぜ るが、 談話に 吃りて、 演說 若しくは 講演には 幾ん ど 吃らず。 殊に 寺 崎 氏は 
吃りながら能く饒舌る人也。英文の大家井上十吉氏も吃る。文學士の栗原古城も吃 6 。同 
じく 文學士 にして 英文に 堪能なる 太 田 善 男 氏 も 吃る。 歌人の 金子 薰園も 吃る。 久保 天隨も 
吃る。 黑板勝 美 氏 も 吃れ ど、 巧に 吃る ことを 掩 へり。 茅 原 華 山 も 演說は 流暢なる が、 談話 
は 少し 吃る。 木 村 鷹太郞 氏 も、 もと 吃りし 由 也。 
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m 蓮と 蘆 原將軍 

日蓮は、 佛樣の 化身な りと 自稱 し、 妙法を 以て、 三千世界を 救は むと、 廣 言した る 人 也。 
蘆原將 軍は、 その 名の 如く、 この 豐蘆 原の 瑞穗の 國の主 者を 以て、 自 から 任じた る 人 也。 
常人より 見れば、 いづれ も氣違 ひじみ たる 人 也。 され ど、 日蓮は 千古の 偉人 也。 世を 救 ひ 
たり。 蘆原將 軍は、 自ら 任す る 所は、 大なれ ども、 終生、 瘋癲 病院の 厄介物 也。 知らす、 
何に よりて か、 斯く 雲泥 萬 里の 差を 生じた る。 

世話 的に、 ぅちくだきて 云へ ば、 日蓮 も" 蘆 原將軍 も、 共に、 鼻の、 餘り高 過ぎた る 人 
也。 され ど 日蓮は、 鼻の 高さに 相應 する だけの 實力 あり。 蘆將は 、毫も、 その 實力 なしと 
云へ ば、 一寸、 說明が 出 來るや ぅなる が、 これ、 偉人と 常人との 區 別にして、 必ずしも、 
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偉人と 狂人との 區 別に 非す。 日蓮は" 鼻が 高き と 其に、 足 も、 高く 地を はなれたり。 世人 
と、 取ッ 組合 ひを なさず。 蘆將 は、 鼻 ばかり、 天上に 朝 すれ ども、 足は 地に 固着し、 世人 
と取ッ 組合 ひを 爲す こと、 餘 りに 甚 し。 これ、 實に 偉人と 狂人と わかる、 所な り。 

さらば、 足、 地を 離れて、 世人と 取ッ 組合 ひを 爲さず とは 如何なる 事ぞや との 問が® るべ 
し。 心 熱し、 氣昂 りて、 飽く迄も、 進取し、 向上せ むと する も、 物に 執着せ ず。 死生を 一势 
に 付して、 泰山の くづ る、 とも 動かず。 まして、 世人が 白 双を ふりまは し來た 位では、 
びくと もせす。 人を 侮り もせねば、 恐れ もせず。 單身 天下に 潤 步 して、 毫も 憚らず 〇人を 
憐み て、 人に 依賴 せず。 恩を 賣らず 。はめられ やぅが、 譏られ やぅが、 少しも 頓着せ ず。 
進める 處 まで 進みて、 それからは、 運に 甘んじ、 思 ひ 切りが ょく、 愚痴を こ ほさず 0. 未練 
なる 事を せ ^ 。心、 中、 毫も 怨むる 所なければ、 怒る 所 もな く、 生前の 富貴、 1 ，後 ゆ 名譽が 
ど、 念頭に S かざる が、 これ 卽ち •足 •地を 離れて、 世人と 取ッ 組合 ひを 爲さ V' る もの 也 0 
此の 如くに して、 はじめて、 人に 說 法すべし。 世を 救 ふべ し。 か、 る 人は、 鼻が 高き と 其 
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に、 身體 も、 高し。 その 鼻 も、 自然に 高まりた る ものに て、 强 ひて、 いつはり て、 人の 前 

に、 高く する に 非す。 聖人と 呼ばれ、 偉人と 呼ばれ、 名僧 善知識と 呼ばる、 人は、 皆、 こ 
の 域に 達した る 者 也。 而し てこれ 位の 事は、 三尺の童子 も、 口 だけには、 わかり 居れ ど、 
これが 眞の 腹の 底から わかり 居る ものは、 天下、 果して 幾人 か ある。 日蓮の 如きは、 眞 
に 腹の 底から、 わかりた る 人 也。 故に 飛ぶ 鳥を も 落さむ 許りの 執權を 敵と して 恐れず。 幾 
庋か 殺されむ とし、 島流しに せられた の も、 驚かず。 千 挫、 屈せず。 萬 折、 燒まず して、 
終に よく、 日蓮 宗を 開きた る 也。 机上の 學者 は、 恐らくは 一生、 この 境に 達する 能は ざる 
べし。 學校 出た ての 靑ニオ の 輩が、 小才を 恃み て、 妄りに、 鼻を高くし、 少し ばかりの 哲 
學の 書を 讀み かじりて、 眞理を さとれ 〇 と吹聽 し、 新 執の 偏見を 挾みて、 天下を 律 せんと 
し、 人が 敬して 遠 ざ くれば、 よい 氣にな りて、 われは、 神な り、 救世主な り、 福音を 傳 
ふるものな りと、 增長 する もの、 近時 漸く 多し。 形は 一寸 日蓮に 似 たれ ど、 其內實 、日蓮 
には 遠く 隔 りて、 瘋癲 病院に、 片足つ ッ込 みたる もの 也、 蘆原將 軍の 子分 也。 
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次に、 足、 地に 固着して、 世人と 取ッ 組合 ひを 爲 すとは、 如何なる 事ぞや との 問が 起る 
べし。 これは、 前に 言 ひたる 事の 反對 なりと 言へ ば、 それで、 わかる 事な れど 、少し ばか 
り 云つ て 見れば、 口と 腹とは、 一致せ ず。 口には えら さぅな ことを 云 ひ 居れ ど、 毫も 膽力 
なし。 臆病 也。 氣は 小さし。 胸は せまし。 人を 容る 、能は ず。 金が ほしく、 名が ほしく、 
高褸に 住まつ て 見た く、 盛 服を つけて 見た く、 譽 めら るれば、 喜び、 譏ら るれば 怒り、 心 
には、 恐し と 思 ふこと や" 恥 かしと 思 ふこと が 充滿 し、 政治家の 前に 立てば、 世才を あら 
はして 見た く、 學者の 前に 出れば、 學識を あらは して 見た く、 酒褸 には 大盡 とまで 行かず 
とも。 あまり 貧乏人で なしと 思 はれた く、 美人には、 好男子とまで 行かず とも、 樣子の 好 
い 方と 思 はれた く" 我に 敵す る 人 あら ば、 恐れ、 我に 背く もの あら- は、 恨み、 我 身の 缺點 
は" 棚に あげて 人の 云 ふ 所、 なすこと が、 癥 にさは り、 員 くれば、 すべて 恥辱と 思 ひて、 
下らぬ 事に 員惜を 云 ひ、 萬 事、 氣 にか、 りて、 常にび く，^- し、 白 双を 見れば、 腰を 拔 t 
し、 どぅしても、 小我の 心を 去る こと 能は ず。 新 執の 偏見に かたょり、 執着 甚 しく、 愚痴、 
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不平、 未練、 胸に 溢れて、 一日 半時 も 安らかなる 能は ざるが、 まづ 、足、 地に 固着して 
世人と 取ッ 組合 ひを 爲す者 也。 

蘆原將 軍は、 これが 餘り甚 しくして、 一方には、 鼻が 餘り 高す ぎた る 者 也。 その子 分は、 
今の 文壇に、 頗る 多し。 學者 にも 多く、 政治家に も 少なからず。 世人 一般に 平均 すれば、 

百 人の 中、 十五 六 人 あるべ し。 學者 、文人、 美術家の 中には、 重患、 輕患を あはせ て 百 人 
の 中、 少なくとも 四 五十人は あるべし。 

今更、 か、 る 人を 救 ひて、 瘋癲 病院の 門より、 片足 ひきあげさせむ 乙す る も、 まづ^^ 
不可能の 事 也。 それに 力を つくす よりも、 ゆく^^は、 瘋癲 病院に 片足つ ッ込 ま t; とする 
人を、 ひきもどす 方が、 氣 のき、 たる わざ 也。 早計に 判 斷する こと 勿れ。 余は、 必ずしも、 
無理に 鼻を高くせ よと 云 ふ 者に 非ず。 德備 はれば、 其 鼻 自然に 高くなら ざるべ からす。 こ 
^1 人が進步する听也。されど、鼻の高きと共に、身體も、高く上らざるべからず。かく人 
をして、 足、 地を はなれし めむ とする は、 これ 余が 多年、 靑 年に 向 ひて、 說き つ、 ある 一 
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眼目に して、 今、 一朝一夕に 說 きつく し 得べ くも あらず 。唯一 言 すれば、 天成の 偉人なら 
ざる 限りは，* 机上の みならす、 酒樓 のみならず、 白 双の 下に も 立ち、 怒濤の 上に も 立ち、 
獨り 山上に も 露 宿し、 天下、 到る 處に 、難行苦行して、 膽を練 り、 氣を壯 にし、 新 執を 去り、 
名聞の 念を はなれ、 氣 取らず、 街は ず、 ぶらず、 飾らず、 侮らず、 恐れず、 驚かず、 恨み 
ず、 怒らざる やうに、 久しき 年月に かけて、 修養 すれば、 普通の & ょ、 五十 歳に 到りて、 
どうにか、 かう にか、 それが、 腹から わかる やうになる べし。 


諧謔 令る 馬 醫山岡 翁 

われ 敬して、 翁と 稱す 。姓は 山 岡' 名は 重劼 。劼 は、 『かた』 と訓 む。 馬醫 の官 となり、 
大尉 相當の 地位に て 現職を 去りた る 人 也。 嘗て 今の 大山 大將 、點檢 の 際、 軍人の 名を 讀 
み 上げて、 翁に 至り、 山 岡 重までは 訓め たるが、 あとの 一字が 訓めず 。左右に 問 ひて、 よ 
いかげ んな る訓み 方を なす。 眞の 名と 異なり 居る を 以て、 返答せ ざり きとい ふ。 

その 名のよ まれ 難き が 如く、 其 人物 性格 も 動 もす わ ば、 誤つ て 人に よまる。 凡眼 見て 愚 
物と 爲す者 多し。 され ど內は 細心に して、 思慮 あり。 氣骨あ り。 外は 飄逸 洒落 也。 毫も 銜 
氣な く、 妄りに 人と 爭はす 。一. たび 言を 吐けば、 圓轉 滑脫 、奇氣 人を 壓す 。年 七十に 及びて 
も、 極めて 壯健な 常に ひよこ^-出 步く 。冬は 好んで 銃獵 をな す。 よく 酒を 飮 む。 毫 
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も亂 る、 ことなし。 醉 つて、 飮 みかけの 盃を 手に しながら 眠る。 おい/、 と 起さ るれば、 
目を ひらきて、 直に 其 杯を 口にす 0 f こり やせ/ \』 と 手を 合さむ とする に、 兩 手入れち が 
ひて、 音を 發せず 。人 見て 笑へ ど、 平氣 にて、 とり かへ ず。 さう かと 思へ ば、 右手は 握り 
て、 叩く やうに 上下し、 左手を 伸ばして、 さする やうに 出したり 引 込ませた りし、 左右し 
.ば/、 交代す る ことべ 膝に 接して なら、 出來易 けれど、 翁は、 膝を 離れて、 巧に 之を 爲し 
て 『出來 まい <』 と 笑 ふ。 口を 左に ゆがめる と 同時に、 左手を 握り、 右手は 伸ばして 左 
手に もて ゆき、 次に 口を 右に ゆがめる と 同時に 右手を 握り、 左手は 伸ばして 右方に もて ゆ 
くこと を、 交る； \爲 して、 『出来まい^-』、 兩手の 一指 だけ 伸ばし、 面前に 相對 して 輪を 
空に 描く に、 普通は* 雨 指と も 同じ 方向を 取る ものなる が、 翁は 一を 右に 轉すれ ば、 他を 
左に 轉 じ、 交る-^ 之を 繰 返へ して、 『出 來ま い^-』 とて、 兒女を 笑は す。 

翁 將棋を 好む こと 十年一日の 如し。 され どきは めて、 へた 也。 毫も 勝負を 意に 介せ す、 
元氣 よく 突貫し、 待つ たとい ふことは、 おくび にも 出さず 。『員け たか、 は、 あ J と 笑 ふ。 
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翁 時に 人を 揶揄 ふこと あり。 翁の 一 親友、 短氣 にして、 酔狂の 癖 あるが、 からかは れ て、 
怒つ て 翁を なぐる に、 翁は 一向 平氣 にて、 びくと もせず。 酒 さむれば、 醉 狂の 翁、 往いて 
謝す。 依然として、 もとの 親友 也。 

翁は、 洒落を 云 ふに 妙に して、 言に 應 じ、 事に 應じ 、咄嗟 口を 衝いて 出で、、 いつも 人 
の 願を 解く。 嘗て 新に 煙草入れを 買 ひて、 酒席に 赴く。 口惡き 一友、 見て 冷やかして 『和 
主 や、 その 煙草入れを 何 處で盜 んで來 た』 と 云 ふに、 直に 『うん、 その 和 主の 盜ん で來た 
家の 隣り で』 と應ず 。冷やかし、 もの、 啞 然として 言な し。 或る 酒席に て、 婦人の 話は じ 
まり、 一人が、 『產後 七十 五日は 謹まねば ならぬ との 事な り』 と 云へ ば、 『いんに や、 きつち 
り、 十五 日と 極つ て 居るな り』 とい ふ。 『どうした 譯 で』 と 問 ひかへ せ ば 『それを 知らぬ か、 
小學 校の 生徒で も 知つ て 居る。 三 五の 十五 日に あらず や』 

現職に ありし 頃、 馬醫の 事な れば 、乘る 所の 馬は、 もとょり、 見す ほらし きものな り。 

一軍 人 途に逢 ひて、 冷やかす つもりに て、 『その 馬は 步け るか』 と 言へ ば、 『うん、 步 ける。 


御覽の 通り、 こ、 まで 步 いて 來 た』 と 答 ふ。 嘗て 馬に 乘り 、夜に 入りて 途を 行く。 提燈を 
もち 居らず。 巡查 見つけて* つか^^ 寄り 來 り、 # を 柿 へんと する ょり 早く、 『あぶない あ 
ぶない。 この 馬は 荒れ 馬 だ。 そり や 喰 ひ 付く。 跳ね 付く。 叩き 付く。』 吃驚して 茫然た る 
巡査を 後に、 『はい、 どぅ/、。』 

嘗て 近郊へ 銃獵に 赴き、 小鳥 五 羽 ばかりぅ ちて 路を 行く。 盛裝 せる 一貴 婦人、 子兒 をつ 
れ て來掛 りけ るが、 誤つ て獵 夫と 思 ひ、 『もし/.、 ぢ いさん。 其 鳥を 賣 つて くれない かネ』 
とい ふ。 翁 わざと、 とほけ て 『賣 るには 賣るが 、迚も お前では 買へ まい 0 』 婦人む つと し 
たる 樣 にて、 『全體 いくらと 云 ふんだ ね 0 』 『まあ 十圓な ら賣 つても い、 〇』 婦人 驚いて 『餘 
り 高い。 まけない かネ 〇』 『一文 も、 まからん P』 『餘り 人を 馬鹿にして るぢや ないか 〇』 『そ 
り や 見た ことか。 お前では、 買へ まいく 〇』 

翁、 容貌 魁 梧に して 怪異。 而 して 劍 術、 柔術に 長ぜ るを 以て、 身を こなす こと、 きは め 
て輕 し。 明治の 初年 頃、 高 知の 城下ょり 車に 乗りて、 其 居 村に 歸 らんと す。 一 坂に 至る。 
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狸が 出で、 人を ばかす と@が 高き 處な り。 『どり や、 おりて やらう』 と、 車より 下る より 早 
く、 車夫は 車を 其 儘に して、 雲を 霞と 逃げ 行く T こり や/、 車賃を やらう』 と 大呼 すれ ど 
耳に も 入れず して 去れり。 蓋し 翁の 顔が 人竝 はづれ て大な るを 變な りと 思 ひしに、 車夫に、 
らくさせ んと 身を こなす を 以て、 思 ひの 外に、 車が 輕けれ は、 『いよ^^-例の 古 M なるべし』 
と 思 ひたれば 也。 

翁は 土 佐の 人。 さきに 日露の 戰 役に、 軍使と なりて 旅 順の 敵營に 赴きた るを 以て 名を 彰 
はせ る 山 岡 中佐の 實父 也。 夙に 兄の 遺孤を 養うて 嗣とな す。 之を 視る こと、 我 子の 如し。 
その 人、 今、 陸軍 砲兵 大佐 也。 目測に 妙を 得た る こと、 日本 第一と 稱せら る。 一家み な 人 
材 也。 翁 や、 もとより 名聞を 好まず 。もし 余が 玆に 翁の 性行の 一 班を 書きし るせ る ことを 
知りな ば、 必ずや、 豎子、 餘計 な惡戲 をな すと 一笑す るなる べし。 

翁の 家、 漢籍 多し。 われ 十三 四 歳の 頃、 漢學 を學 ぶに、 書を 買 ふに 由な し。 常に 往ぃて 
借り 來れ り。 事は なほ 咋の 如し。 而 して、 余が 頭上す でに 二 毛 斑ら 也。 今昔を 思 ひくら ベ 
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て、 ぅた、 感慨に 堪へず 。 

翁が 大山 大將の 呼 方を 誤れる に 返答せ ざり しこと に 就いて、 一言、 余の 解釋を 加へ むに、 
今の 世の 實利 一方の 人より 見れば、 愚と けなすべし 。され ど、 妄りに 上に 屈せす、 權に媚 
びざる 土 州 人士の 氣風が 迸 出せる 也。 土 州 人は 一般に この 氣風 を帶 ぶる を 以て、 所謂 出世 
をせ ず、 撼蚵不 遇に 終は る もの 多し。 圓轉な らざ るは、 小と 云へ ば、 小な れど も、 氣骨な 
きに 優れり。 陰險な るには なほ 更 まされり。 土 州 人士は、 槪 して 氣骨 ありて、 毫も 陰險の 
風な し。 不遇に 陷 りて 屈せず。 あくまでも 正々 堂々 の 戰ひ を爲 して、 斃れて 後に 止む、 一 
種 男性的なる を 失は ざる 也。 板 垣 伯、 馬場 辰猎の 如き、 か、 る 氣 風の 代表者 也。 翁は 包む 
に 洒脫の 皮を 以てす。 土 倥に も 珍ら しき 人 也。 
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仁術の 實行者 根本 鯨坡 先生， 

『常 州 太 田に 過ぎた る ものは 根本 先生に 大 新樓』 と 謳は れた りけ む。 根本 先生は 太 田の 醫 
師 也。 大新褸 は 三 層に て 百餘疊 の大廣 間を 有せる 酒褸な り。 

太 田に 久しく 敎鞭を 執り 居れる 伊藤 ij 山を 訪ひ しこと ありけ るか、 壁 間の 一 軸に、 鱗坡 
と署 して、 藤 田 東 湖の 韻に 次せ る 七絕、  , 

突兀 奇巖聳 東海。  雄 俊 勢壓三 公褸。 

登臨 呼 酒發豪 興。  憶 起 先生 昔日 遊。 

鯨波の 何人た るかを 問 ひて、 始めて 根本 先生の 人となりを 知り、 欽慕の 情に 堪へざ りし 
が、 旅程 匇忙 、相 見 5> の 機を 得す。 再遊の 日には と 思 ひしに、 先生は 逝けり。 大新樓 は大 
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洗に 移されて、 遊 仙 閣と稱 する 旅館と なれり と 聞く。 

太 田に 過ぎた る ものと 稱せ られ しにても、 根本 先生の 名醫な りし ことを 知るべし。 其 診 
斷の 確實な りし こと、 注々 人を 驚かす、 ある 時、 多賀郡 田 尻 村 茅 根嘉吉 とい ふ 人の 妻 病み 
て、 來診を 乞 ふ。 先生 診て 日く、 この 病人 今夜 十二時には 必ず 死すべし と。 家人 それ迄 留 
まらむ ことを 乞 ふ。 唯は 居られず とて、 酒飲み 居りし が、 果して 其 言の 如くな りき。 

先生は 機智に 富めり。 或神經 病の 患者、 頻りに 熱度の 高き ことを 訴 ふ、 先生 日く、 藥を 
倍にして 飲めと。 患者 喜んで 去る。 家人 間ぅて 日く、 無謀に あらざる かと。 先生 笑つ て 日 
く、 唯 水を 與へ たるの みと。 

先生の 言行 一として、 超凡なら ざるな し。 病 家に 行きても 快癒の 見込なければ、 藥を調 
合せす して 歸れ り。 常に 日く、 病氣の 診斷 さへ つか ば、 之に 適する 藥は 一種に て 足る と。 
巳む を 得ざる 揚合の 外、 患者に、 二 種 以上の 藥を與 へたる ことな かりき。 意に 適せ ざれば， 
權 門と 雖も 、往診した る ことなし。 電話を 備へず 。人 其 故を 問へ ば、 徒に 事繁 くな りて、 
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面倒を 增す のみな ればな りと。 車上に ては 常に 目を 閉ぢ 居たり。 これ も 知人 等に 遇 ひて 挨 
拶す るを 面倒と 思 ひしなら む。 先生は 藥價を 記入す る 帳簿を 備へず 。得意の 病 家、 年末に 
藥價を 支拂 はむ とすれば、 其 資産に 應じ て、 一定の 額を 徵す 。二十 圓の 家は、 每年二 十圓 
也。 藥の多 かりし 年 も 二十 圓 、少 かりし 年 も 二十 圓也 。嘗て 藥價を 請求した る ことなし。 
又 藥價に 端錢を 付けた る ことなし。 一中 學 生、 長 病の 後、 藥價の 支 拂に往 きたる に、 十五 
圓な りと いふ。 生徒は それ 丈け の 額を 所持し 居らず。 實を 告げて 日く、 自分は 他人の 厄介 
になり 居る ものに て、 所持金 僅少な りと。 先生 日く、 さらば 御身の 好きな 丈け 置いて 行け 
と。 生徒 七 圓を拂 ひて 去れり。 病 家 貧困な れば 、金 錢を惠 むを 常と せり。 太 田より j 里餘 
隔れる 額 田 村の 一 貧家に 往診せ し 際の 如き、 其 窮狀を 見兼ねて- 竊に枕 下に 五圓を 置きて 
歸れ り。 この種の 行は 珍ら しからす。 一 患者 全快した るが、 貧困に して 藥價を 支拂 ふこと 
能は ず。 盆栽を 贈りて 謝意を 表しけ るに、 先生 喜びて これを 珍藏 したりき。 

先生は 漢學の 造詣 淺がら ず。 詩 書を 善くせ り〇猓 に 酒を 好む。 終日 酒氣を 絕たず 。患者 


門に 集まれ ども、 一人を 診して は 奥に 入りて 一杯を 傾けたり。 先生は 書生を 愛し、 學資を 
給した る もの、 前後、 數ふ るに 遑 あらず。 先生は 大正 二 年を 以て 逝けり。 年 五十 七。 

余が 先生に 就て 知れる ところは、 以上の 逸話に 過ぎず。 その 藥價 簿を備 へざる が 如き、 
貧者を 惠むが 如き、 以て 高風の 一 班を 知る に 足れり。 

擧世滔 々、名に 奔 り、 利に 走り、 物質的 文明い ょ/ \進 みて、 精神的 文明 愈々 下り、 人 
は 衣食住の 奴隸 となりて 士魂 地を 拂 つて 空しから むと す。 『醫は 仁術な り』 の 語、 われ 久し 
く 之を 聞く。 而 して 其 實行 者を 根本 先生に 於て 之を 見し に、 今や 亡し。 惜しい 哉。 
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大勇の 大工 某 

われ 嘗て 多數 の學 友と 北 ハに、 一 酒 褸に飮 みし こと あり。 いづれ も 血 氣の靑 年 也。 隣室に 
一群の 客 あり。 みな 大工の 兒分 也。 ふとした 事より、 衝突 起り て、 喧嘩 はじまる 。彼れ 寡 
く われ 多し。 多き もの 勢つ よく、 大工を 悉く 緣 側より 下へ なげつ くす。 唯 一人、 食 曝を 
よそに、 床柱に よりて、 平氣な 顔して 杯を かたむく。 二 三人 ゆいて、 之を なぐる。 毫も 抵 
杭せ ず。 なほ 平氣 にて 酒を 飮む 。人 か 木像 か、 怯 夫 か、 豪傑 か、 あ、 よめたり/ 、、これ 
大工の 棟梁に して、 萬 死び くと もせず、 なぐりあ ひぐ らゐ は、 何でもなし 。小 供が、 いた 
'つらは じめ たる かと おちつきす ましたる 也。 大勇、 沈勇とは、 か、 る 人の 事な りと、 ま ぢ 
入りて、 一同 ひきとりたり。 

これ 一靑 年の 余に 語りし 所 也。 記して、 血氣の 勇には やる 靑年の 士を戒 む。 
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亡き 叔父 

明治 四十 一年 八月 八日、 夜 十 時、 叔父は、 宿直 先にて、 卒中に て 頓死し ぬ。 年を 享 くる 
こと 五十八。 

わが 父は、 余の 十二 歳の 時に 病死せ り。 同胞 三人、 その 二人の 姉は、 今な I ほ 存 す。 一 は 
七十 九、 他は 七十 七、 みな 壯健 也® わが 兄 二 人。 伯兄は、 余の 十八 歳の 時に 早世し、 叔兄 
は 一阼 年の 秋を 以て 逝けり。 母 も 同胞 三人、 その上の 弟は、 五六 年 前 病死し、 母は 阼年の 
春 病死し、 その 下の 弟、 卽ち 余の 小 叔も亦 終に 逝けり 0 

父方 母方 直系に 於て、 余は 男子の 中の 最 年長者と なりけ る也〇 七月の 半ばょり この 方、 
余は 鹽 原に 遊 ひ、 天幕 旅行に 赴き、 家に ありし こと 稀な り。 八月 四日、 小叔來 る。 ' M を 置 
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いて 其に 飮む 。われ 鹽原 のこと を 語り、 明日より また 那須 山に 赴く ことを 告ぐ 。さらば、 
十日 頃、 また 那須の 話を 聽 きに 來む とて 去りけ るが、 誰か 知らむ これ か 今 牛 一 の 見納めな 
らむ とは。 

余は その 翌日、 旅程に 上 幻、 十一 日の 夜、 おそく 歸り 來れば 、叔父は 旣に 世に あらず。 
處 定めず 進み ゆく 旅な れば 、家より 余に 叔父の 死を 報ずる に 由な かりし 也 q 

叔父は 酒量 大な りき。 殊に 多血質に して、 頸 太く、 胴 方形な りければ、 必ず 卒中に て 逝 
くべ しと、 心に 思 ひ 居た れど 、平生 極めて 元氣 にして、 極めて 壯健な りければ、 六十 歲未 
滿 にして、 かく 早く 卒中に か、 らむ とは、 夢にも 思 ひがけ ざり き。 

十二 日朝 早く 叙 父の 家に 赴けば、 拾 も聲の 黑住繁 太と、 長男の 喜 之 己と が、 骸骨を 收め 
て來 りたる 處也 。あ、、 昨日まで も、 壯健に して 能く 飮み 、快活に して 能く 語り、 能く 笑 
ひし わが 叔父 も、 今日は 唯 一壺の 灰と なりぬ。 近親の 誰彼、 より 集りて、 代々 木の 寺に 葬 
りぬ。 埋 i 葬に 間に あ ひたる は、 せめても の 余の 心 やり 也。 


叔父の 家は、 世々、 要 馬の 指南役を つとめたり。 その 父 四十 三 歳に て 病死し ける が、 時 
に大叔 はわ づ かに 九 歳、 小 叔は四 歳、 要 馬の 指南の 家は、 叔父の 家の外に、 寺 村 氏 ぁり。 
寺 村 左 膳と いふ 人、 斯道の 達人 也。 父に 代りて、 二 叔を敎 育す。 小叔 は、 四 五 歳の 頃ょり 
馬に 乘り 始めて、 要 馬の 術を 學 び、 十五 六 歳の 頃には、 旣に その 蘊奥を 窮めつ くしぬ。 

今日 この頃 にても、 談 、馬の 事に 及べば、 微に 入り、 細を 穿ち、 夜の 更 くるの も 知らず、 
而して 親戚の 中に て、 身にしみて、 其 談を きく ものは" 唯 余 一人の みなり 〇 今日は、 類 稀 
なる 名馬を 見たり。 昨日は 乘 方の 實に 上手なる 人を 見たり など 語る 〇世が 昔の 世なら ば、 
立派なる 要 馬の 先生 也。 され ど、 明治の 世には 役に立たず 。殊に 不幸に も、 開港と 云 ひ、 
攘夷と 云 ひ、 勤王と 云 ひ" 佐幕と 云 ふ、 物騷な る 世の中に 人と 爲 り、 唯 一死 君に 報ぜん こ 
とを 期し、 落つ きて 學間 をす るに 由な かりき。 

われ 折々 叔父に 向 ひて'  叔父さんに 刀 筆を もた？ は、 役に立たず、 算盤を もたせて は、 
猶更 役に立たず、 家に とざして は、 無能の 父 也〇無 能の 夫 也。 元來 、家庭の 人には 非す。 
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馬に 乘ら せて、 槍を 持たせて、 陴 頭に 立たし むれば、 本領、 はじめて、 あらは る。 天晴 3 
の 勇士な りと いへ ば、 叔父 呵 々として 笑 ふ。 もし 昔なら は、 お 弟子入りして 必ず 高弟に 
なりて 見ます ると 氣 張れば、 お前なら •物に なつた かも 知れぬ と 笑 ふ。 あ、、 わが 叔父は、 
適所に 適才を 發撣 する を 得すして、 あたら、 空しく 死せ る 也。 

要 馬と いふは、 我が 土 佐 藩に のみ 行 はれた る 武術 かと 覺ゆ 。馬に のりて、 擊劍 を爲 し、 
檜を つか ひ、 弓を 射る。 一騎 打 も 出 來れば 、隊 を爲 しても 出來 る。 明治 十三 年の 春、 舊藩 
主、 この 要 馬を 吹 上 御苑に て 天覽に 供し ぬ。 大叔父は 東京に ありて、 陸軍の 將校 たり。 其 
の 他 要 馬を 學 びし 人 も 東京に あり たれ ど、 それの みに ては 足らず。 鄭 里には、 一方の 指南 
役の 寺 村 左 膳 氏な ほ 在り。 小 叔父 も あり。 その他、 要 馬を 學 びし 人 少なからず。 凡そ 數千 
、、舊 藩主ょり 東京へ 呼びょ せらる。 寺 村 氏は 更なり、 小 叔も其 中に あり。 われ 時に 年 十 
1 一歳、 母と 共に、 小 叔に伴 はれて、 東京に 上り、 大叔の 家に 養は る、 こと、 なりぬ。 われ 
要 M のことは 、た V' み、 にき、 しのみ な 6 が、 この 時、 吹 上 御苑に 倍觀 する を 得しは、 要 
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馬の 見 始めにして、 兼ねて 見納めな り。 寺 村 先生は、 要 馬の 奧書を 小 叔に傳 へて 逝きぬ。 
小叔 は傳 ふるに、 適任者を 得ず して 逝きぬ。 嗚呼、 あらゆる 武術を 兼ねて、 痛快 猛烈を 極 
めた る 要 馬は、 永遠に 世に涫 減す る 也。 

小叔 は、 五六 年 前に、 妻を 喪へ り。 子 四 人、 上の 二人は 女に して、 下の 二 人は 男 也。 殊 
に 下の 男子は、 今年 始めて 學齢に 達せし ばかりにて、 當時 はほんの 二 三 歳の 幼 兒也 。家に 
妻な きは、 火鋅に 火な きが 如しと やら、 何 かにつ けて、 不便なる こと 多し。 人 多く 後妻を 
す、 む。 叔 又も その 氣に なりし が、 繼母は 子に 取りて 弊害 多し。 願く は、 子供の 爲に 不便 
を 忍ばれょ と 諫止せ しが、 今にな りて 見れば、 其方が 都合ょ かりし ぞ 悲しき。 

小叔 急病の 報、 家に いたりし は、 夜の 一時 頃な り。 長男は 東海道 筋へ 旅行して、 家に あ 
らず 。家には 次の 娘と 幼 兒とあ るの み 也。 娘 驚いて、 伯母の 家に かけつく。 この 伯母は、 
大叔の 妻 也。 男の子 三人、 みな 東京に 居らず。 娘 五 人、 みな 嫁して、 ひとり 家に 居る。 一 
人 も 男 無し。 伯母 また 近くに 住める 黑住 にかけ つく。 小叔の 長女の 嫁せ る 所 也。 . 
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世には、 いろ^- の 事が 一時に かちあへ ば、 かちあ ふ もの 哉。 小叔の 長女の 黑 住の 妻と 
なれる もの、 孕みて、 臨月と なり 居りけ るが、 この 時、 正に、 產 氣を傕 して、 苦み 始む。 
初産の 事に て、 黑住も 途方に くれ、 か、 る 時は、 經驗に 長け たる 伯母に 相談す るに 若く は 
無しと て、 黑住は 生を もたらし、 伯母は 死を もたらす 。生と 死と が、 不思議に も、 こ、 に 
行き あ ひたる 也。 

伯母を 呼び入れて、 產婦を 見て もら ひ、 車を 走らせて、 產婆を 呼ぶ。 舅 氏の 急病 も 大事 
なれ ど、 妻の 產も 大事 也。 黑 住は 伯母と 相談の 上、 使を 余の 家に 走らす。 ほんの 五六 日の  2 
旅の ことと て、 われ 旅する ことを 伯母には 告げ. ざり し 也。 使歸 りて 始めて 余の 旅せる こと 
を 知り、 黑住は 止むを得ず 、産婦を 伯母に 托して、 小叔の 勤 先へ 赴きぬ。 夜 十一 時、 卒倒 
してょり， 金く 人生を 辨へず 、翌朝 十 時半に いたゎて、 全く 息絕 ぇぬ。 

小叔の 急報、 產婦の 耳に 入れ じと 力め たれ ど、 自然と それと 知りた るが、 氣丈の 女の 事 
とて、 心身に さはり 無く、 小叔の 死と 幾ん ど 時を 同じく して、 子を 生みぬ。 これ 小叔の 初 


孫な り。 小叔は 猛烈に して 氣丈な るが、 よく^^- 氣 にか、 りしと 見えて、 たび， \ 立ちよ 
り、 まだ 生れぬ か< と 問 ひける に、 終に その 初孫の 顔を 見ず して 逝ける 也。 黑住 夫婦は、 
1 方に 死を 見、 一方に 生を 見る。 悲喜 一時に 到る。 其 心中、 想 ふべき 也。  . 

叔父は、 要 馬の 達人に て、 武術に 心身を きた ひ tc る 人 なれば、 もとより 生死を 度 外に 付 
せり。 一死、 叔父に ありて、 何の 事 も 無し。 唯 死して、 借財 こそ 無 けれ、 遺産の 一つ も 無 
し。 一一 十 歳の 女の子、 十六 歲の 男の子、 ■七 歲の 男の子， 今や 母な く、 父 もな き 孤 子 也。 
，余の 外 父は 大酒 家 也。 大叔 も、 小叔 も、 年壯な る 時は、 二 升の 量 ありたり とい ふ。 而か 
も醉 つて 亂る 、こと 無し。 孔子の 所謂 酒は 量な し。 亂に 及ばす とい ふ もの 也。 我 父は、 酒 
をのまず* 飮む もほんの 一二 合の 量な り。 祖父 も 亦 酒を 好まず、 曾祖父 も 亦 酒を 好まず。 
余の 酒を 飮む は、 母方より 傅は りて、 我家の 格を 破りし と覺 ゆ。 酒量は 一一 叔の 半に も 及ば 
ず。 た V 醉 つたる 上の 態度は、 よく 小叔に 似た るが 如し。 氣も相 合へ り。 相 逢ぅて 飲む 毎 
-2、 覺えす 興に 乘じ て、 小叔 も飮 みすごし、 余 も飮 みすごす。 母が 世に ありし 頃までは 母 
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への おつとめを 兼ねて、 二 三日 目锦に 必ず 來 りて 大に飮 みしが、 母の 死後、 余の 家ます ま 
す 貧に なり、 余の 體ます 病弱に なりけ るに、 遠慮 やせられし、 來ら る、 こと も、 月に 
二 三 囘ぐ らゐな りき。 これ 小 叔に對 して、 ひそかに 遺憾に 堪へ ざる 所 也。 

九日の 夜、 伯母、 小 叔の靈 前に 通夜せ むと せし が、 何となく 家の 事が 氣 にか、 りて堪 へ 
られず 。余の 義兄 大谷 善三郞 、同じく 在り。 今夜は われ 通夜す ベければ、 歸 りて、 つかれ 
をな ほされよ とい ふに、 さらばと て、 家に かへ りて 臥す。 井上 未亡人、 この頃 來 りて 逗留 
せり。 伯母の 第三 男、 生れし 時より 貰 はれて、 其 養子と なりけ るが、 近年、 故 ありて、. 離 
緣せ られ 、今は 東京に あらす。 され ど 井上 家と 伯母とは、 舊 によりて 親しく 相往來 せる 也 0 
夜半は からず、 どつ と大な る 物音す。 伯母， 傍に 臥した る 下婢を 呼び おこして、 あの 物音 
は 何ぞと 問へ ば、 なに、 鼠で せぅ。 いや-^ とて、 自ら 燭を點 じて* 音した る 方に 往いて 
見れば、 こは そ も 如何に、 井上 未亡人、 便所の 戶 口の 緣側に 倒れ、 目を 開き、 ill 動かず、 
齒を くひし ばりて、 泡を 吹く。 見る も 恐し き 鬼 相な り。 
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こは 大變 と、 伯母 直に 飛び出して 醫師 にかけ つく。 醫師來 る。 診して 日く、 腦 貧血 也。 
危篤 也。 早く 親戚の 方へ 電報を 打たれょ と。 車屋へ ゆけば、 出 はら ひて 居らず。 止む を 得 
ず、 自ら 郵便局まで 出掛けたり。 草木 も 眠る 夜半の 事 也。 下女は 四十 あまりの 女なる が • 
夜を 恐れて、 一步も 屋外に 出 づる能 はざる 也。 嗚呼 危機一髪、 伯母 もし 小叔の 家に 通夜し 
居 〇 て、 下婢の みに 家を まかせ おきしなら むには •未亡人の 倒れし 音を 鼠の さわぐ 音と 聞 
きな して、 その ま、 に 置. きしなる ベく、 さすれば、 未亡人は その ま、 に 死せ しなる ベ けれ 
ど、 伯母が 家に ありし 爲 めに、 伯母が 早く 物音に 氣づき たるた めに、 伯母が 早く 醫師の 手 
當を したる 爲 めに、 井上 未亡人は 漸く 蘇生す る ことを 得た る 也」 未亡人の 喜、 知るべし。 
げに 、いろ^-の 災難が 一寸に 集る もの 哉。 それ も、 わが 伯母な れば こそと 思は る。 女 も 
氣が 弱くて は、 世に 一身を 全ぅする こと 能は ざる 也。  ' 

同じく 那須に 遊びし 島 崎 未亡人 も、 長屋 權太郞 も、 みな 余の 傍系の 親戚 也。 歸り 來れば * 
余には 小叔の 凶報 來り 居り、 未亡人に も 同じく 其 叔父の 凶報 來り 居り、 權太郞 には 其 純 知 耳 
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の 凶報 來り 居りたり。 三人ながら 揃 ひも 揃ぅて、 凶報に 接す。 おもしろ、 可笑しく 旅に 遊 
びし 一場の 夢 さめて、 今は 語る も 互に 淚也 。わが 叔 兄の 遺 家、 伯母の 家の 迎 へに 住す。 嫂、 
五 人の子を 擁して 寡居す。 われ 訪な ひて、 變り はなし やと 問へ ば、 人には、 變りな し。 た 
だ 犬が 死にたり。 御存じの ロス 也 T まろ』 と 仲よ かりし が 『まろ』 にさ かりが つきて、 近所 
より 犬 多く 集り 來る 。『まろ』 は、 ロスと 親しみて、 他の 犬を 嫌 ふ。 犬 にても、 戀の 意趣 ある 
べし。 ロスは 他の 大なる 犬に、 さん f 嚙まれ て、 あはれ や、 終に 死したり。 交番に 屆け 
出で しに、 犬 殺しに 渡さるべし とい ふ。 され ど、 十三 歳の 娘、 それは、 かはい さぅな りと 
て •泣いて きかず。 止むを得ず、 寺に 葬りたり など 語る。 犬 も 弱くて は、 戀人 たる 能は ざ 
る 也。 

わざは ひは、 これの みに とどまらず。 わが 父の すぐ 上の 姉は、 余の 家の 近くに 住む。 夫 
は 郡 奉行まで つとめ たれ ど、 早く 死せ り。 長男は、 明治の 初、 藩より 西洋 留學を 命ぜら る 
るまでの 秀才な りしが、 歸 朝して 間もなく 死せ り。 次男は 養子に ゆき 居りし が、 これ も 二 
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三年 前に 死せ り。 三男は 身を エ學士 より 起して、 今は 南滿 洲鐵 道の 理事までに 世 出し、 く 
らし もよ し。 この 春 七十 七の 壽筵 盛に 開かれて、 げに 老後の 幸福なる 身の上と 余 も ひそか 
に 喜びけ るが、 天氣晴 日の みはつ V かず。 人には 吉凶 代る^^ 來る 。かは ゆ さ 盛の 孫の 第 
三女、 この頃 腦膜 炎に て 死せ りと て、 歎 喜 111 、袂を 秋風に しほる。 

われ 鄕を 出で てより、 旣に 三十 年、 未だ 歸 りて 父の 墓に 謁する を 得ず。 靑 山の 墓地には、 
母 や、 大叙 や、 伯兄 や、 叔兄 や、 從妹 や、 墳墓 蘩々 として 相拉べ り〇代 々木の 寺には、 外 
祖母 や、 小 叙 や、 叔母 や、 相 前後して 地下に 永眠す。 生れて は 死し、 死して は 生る 〇 伯兄 
の 遺子、 兄妹 二人。 一一 人と も、 小叔の 死と 前後して 子を あげたり。 叔兄は 五 人の子 あり。 
われに 四 人の子 あり。 死を 弔ぅて 及ばず。 幼き もの、 おひ 立ちを 樂む ぅちに、 知らず 知ら 
ず われ も 老い ゆく 也 0 
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常 陸 山 君 足下 

常 陸 山 君 足下。 われ、 深 川の 八幡 祠畔 に橫綱 碑を 見る 每に 、轉た 感慨に 堪へず 。維新 以 
前の 事は 知らす。 明治 以後、 角力の 盛なる は、 實に 今日を 以て 第一と なす。 その 角力の 盛 
なる 事の 大なる 一原 因は、 實に 御身 あるを 以てな り。 され ど、 角力は、 獨り にて は 取れず。 
御身の 强敵 として、 梅ヶ谷 あり。 御身 あるが 故に、 梅ヶ 谷ます/ \勵み 、梅 ヶ咎あ るが 故 
に、 匐 身の 技、 ます< 進む。 御身と 梅ヶ 谷とは 明治の 角力 界の雙 璧な り。 

余の 趣味を 以てすれば、 余は、 御身の 角力 振りに 隨喜渴 仰す る 者な り。 ま づ 御身の 體格 
完全に 發 達して 偉大な り。 顔 付は、 力士と しては 威嚴 あり。 武家の 出に して、 中等教育の 
素養 ありと 聞く。 其 土俵の 上の 態度は、 如何にも、 どつ しりと して、 貫目 あり。 覇氣揚 を 
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壓 して、 見る目 も、 痛快な り。 而も 機敏に して •粗笨なら ず。 いは ゆる 放膽 と、 小心と あ 
はせ 得た る ものな り。 われ、 御身に 於て、 はじめてい は ゆる 橫綱 らしき 角力を 見るな り。 

われ かく 御身の 角力 振りに 隨喜渴 仰す るに つれて、 亦大に 悲しまざる を 得ざる もの あり。 
他な し、 御身に 寄す る 年波な り。 演劇 や、 音樂 や、 年長 じて、 技 益々 長ず。 圍藏は 近く 七 
十に して、 滿都の 大 喝采を 博せ り。 され ど、 體力は 年と 共に 衰弱す。 あはれ、 御身の 全盛 
は、 いつまで 續く べき か。 今まで こそ、 梅ヶ 谷は 御身に 對 して 弱味 あれ。 され ど、 年は 若し、 
今日は 人の 身の上、 明日は 我が身の 上、 幾年 かの 後には、 弱味は 必ず 御身に 移らむ。 駒 ヶ 
岳 や、 錦洋 や、 或は 御身の 上に 出で む。 今や、 櫻 花、 夢の 間に 散りて、 新綠旣 にこま やか 
なり。けに、花の盛りの短きにも似て、角力の盛りも短きものなるかな。知らず、御身は 
力衰 へても、 なほ 揚に 上らん とする か。 力衰 へざる 前に、 早く 善後策を 講ずる か。 御身の 
氣象 としては、 必ず、 後者に 出づ るなる べし。 

老衰せ る 力士が、 年寄 株を 讓 りぅけ て、 年寄と なる は、 尋常一様の 徑路 なり。 御身に あ 
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りて は、 容易の 事なる べし。 さは 云へ、 これ 少數の 有力者の 事な り。 力衰 へて、 年寄と な 
る 能は ず。 殆んど 生活に 窮 する もの も少 からず。 中には 幕の内より 貧乏神に 下り •二 段に 
下り、 三 段まで も 下りて、 漸く 命を つなぐ もの も あり。 それでも、 幕の 內に 上りた る もの 
は、 ま fi 仕 合な り 〇 1 生、 三 段より 上に の B- る 能は ざる もの も 多 かるべ し。 さる にても、 
鬼ヶ 谷は、 幕の内に ありし こと、 二 十餘 年、 第一流とは なる 能は ざり しか ど、 幕の内に と 
まりて、 力士と しての 一生を 終れり。 その 盛りの 長 かりし こと、 他に 比倫を 見ず。 一種の 
勇者と いふべ し。 力士は、 斯く あらま ほしき ものな り。 大砲は、 御身 か 橫綱 となら ざり し 
前、 旣に橫 綱と しての 實力 はつき たりし かど、 なほ、 咋 今まで も、 凡俗の 嘲笑を よそに、 平 
氣に て揚に 上りき。 角力の 爲に盡 したる ものと 云 ふべ し。 われ 大砲の 稚量を 多と し、 鬼ヶ 
谷の 勇氣を 多と す。 おもへ らく、 この 二 人の 如きは、 力士と しての 一種の 標本な り。 御身 
は 如何なる 善後策を 講ずる かは、 もとより、 余の 知り 得る 所に あら ざれ ども、 もし 梅ヶ 谷に 
資 けぬ 前にと て、 逃げ支度を するならば、 これ 餘 りに 神經 過敏な り。 卑怯な り。 凡俗の 嘲 


一丨  1 


笑を 氣 にしす C るの 小才 士な り。 一身を いさぎよくす るに 急に して、 力士に 忠實 ならざる 
ものな り。 一寸、 氣が き、 たる やぅに て、 却つ て、 天下の 識者の 同情を 失 ふべ し。 

御身は、 さきに、 海外に 遊ぶ こと、 數 月に 及べり。 余は、 その 何の 目的な りし かを 知ら 
ず。 もし、 御身が 老後、 尋常 I 樣の 年寄た るを 甘んぜ ずして、 海外に 力士の 新 領土を 開か 
むと せし ものと すれば、 余は その 意 氣を壯 とす。 川上は 演劇を 以てし、 天 一は 手品を 以て 
し、 山 下 七 段は 柔道を 以てして 海外に 成功したり き。 力士 も、 その やぅに 行けば、 洵に結 
構なる ことなれ ども、 西洋人が 力士の 趣味を 解せ むには、 今日は、 時機な ほ 早し。 西洋人 
は 裸體堂 i を 喜べ ども、 實體の 裸體を 忌む。 然るに、 力士の 美の 一半は、 裸體に 在り。 日本 
人は、 在來は 裸體衋 を 忌みながら、 力士に 實 際の 裸 體美を 感受せ るな り。 單 に、 この 一事 
を 以てする も、 今日の 處 "西洋人の 趣味は、 角力を 目して 野蠻の 技と 斥く る こと 必せ り。 
われ 想像す るに、 御身の 洋行は 角力の 上には、 恐らくは 得る 所 あら ざり しなるべし。 御身 
の 歸朝 する や、 五月 揚所 までには、 十分、 下稽古す るの 時日 ありし なり。 然るに 下稽古 こ 
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熱心な りとの 噂は 傳はら ずして、 却つ て、 議員の 候補者と ならむ との 噂 傳れ り。 これ、 若 
し 事實な らむ には、 大に 滑稽な り。 苟 くも、 常識 ある ものは、 みな 之を 非難せ り。 御身 請 
ふ、 深く 反省して、 その 非難に、 道理 ある ことを 悟れ。 力士 必ずしも 永遠に 議員の 資格な 
しとせ ず。 され ど、 今日の 處 、御 祝儀に 命を つなぐの 力士は、 紳士よりも、 むしろ 帮 間の 
域に 近し。 斷じ てこれ 議 會に國 政を 議す るの 資格な きものな り。 今の 議員に •力士よりも 
甯 間よりも 下れる 人な しとせ ざれ ども、 我が 國は 、力士まで も 煩は せねば ならぬ 程に、 人 
材は缺 乏し 居らざる なり。 また 他の 方面より 云 ふ も、 角力を 代表す る 議員の 必要、 いづく 
にか 在る。 果せる かな、 御身は 候補者を 辭した り。 その 辭し たるは、 賢な り。 辭せ ざる 前 
に 候補者に なつて 見よぅかと 野心を 起さ S'' らしめば、 なほ 更賢な り。 而 して 洋行の 失策は 
致し方な しとす 〇 も、 歸來 一心に 下稽古を 勵みな ば、 なほ 一層 賢な り。 これ 實に 角力に 忠 
實なる ものな り。 日 下 開山の 光滎 を擔 へる 常 陸 山に して、 苟 くも 己れ の 任務を 知ら ば、 當 
然 かく あるべき なり。 
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御身は 力士と しては、 餘 りに 小才が き、 過ぎて、 いつも 腹の 見えす きたる 小策 略を 弄す 
ろ やぅな り。 一 揚所每 に、 御身は、 必ず 苦情を もち 出す が 常な り。 新聞紙の 報す る 所に よ 
れば 、この度の 五月 場所 とても、 例の 苦情を 持ち出して、 半揚 より 出場せ むと、 だ >を 捏 
ねたる に、 さらば その 出場の 日を 初日と せむ とて、 御身は、 小策 略の ぅらを か、 れた り。 
御身、 苟 くも 力士た る 以上、 角力に 忠實な れ 。角力に 忠實な らば、 員く とも、 同情 あるべ 
し。 餘 りに 傲慢に して、 我儘に して、 小策 略を 弄しな ば、 勝つ とも、 同情な かるべ し。 元 
來 角力は、 二 千年 來の 我が 國 特有の 技な り。 大和魂の あら はれた る 一種の 武技な り。 力士 
は その 力士ら しき 處に 、力士と しての 價値を 見る。 小 俗才、 小策 略は、 却つ T 力士と して 
の 人格を 下すべし。 

勝敗の 決、 もとより、 あらかじめ 知る ベから ざれ ども、 この度の 五月 揚所 には、 梅ヶ； ： h 
に 六 分の 勝 味 ありて、 御身に 四 分の 勝 味 あるべし。 御身 もし 敗れな ば それは 無理 も 無し。 
二 年越し 洋行して、 稽古す るに 由な かりければ なりと、 いは ゆる 言 人 千 人は 味方す るか も 


知れ ざれ ども， 常識 ある ものは、 诀 して、 そんな 事では 承知せ ざるべし。 もし や 敗れたり 
とも、 それで、 直ちに 御身の 相 揚がき まる ものに あらす。 角力に 尙ぶべ きは、 意氣 地な り。 
區 々終局の 勝 員の みのものに あらず。 荒 岩を 最 属する もの 多く、 海山に 同情を ^ する もの 
少 からざる は、 日本人の 氣質が あら はれ 居るな り。 請 ふ、 男らしく、 梅ヶ 谷と 勝負を 決せ 
よ。 余は 切に 御身の 勝たむ ことを 祈りて 止まざる ものな り。 近年 力士の 風、 ir く M 落し、 

や、 も すれば、 事に 托して 休揚 し、 勝負の みを 氣に しすぎて、 角力の 根本の 大和魂を 失は 
むと する は、 角力 道の 爲にな げかは しき ことな 〇。 御身 苟 くも、 日 下 開山と して 世に立つ 
以上は" 自ら 卒先して、 か、 る 弊風を 一洗せ むこと を 圖ら ざるべからざる ものな り。 

力士には、 元來 、小策 略の 必要なし。 われ 御身の 爲め に圖 るに、 飽くまで も 力を みがけ。 
力の あらん 限り K1 へ。 いよ/、 力盡き たる 後、 然る 後、 年寄になる なり、 何になる なりし 
て、 角力 道の 隆盛を 圖れ 。これ 何の 奇もな く、 至極 普通 平凡の 事な れど も、 力士と して 世 
に 立ちた る 卸 身は、 かくして、 力士と しての 終りを 金ぅ する 外には、 斷 じて、 他の 道な き 
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なり 0 

谷風の 名は、 今の 世に も、 ひ V き 渡る。 われ 聞く、 谷風は' むしろ、 小 野 ill に對 して、 
土俵 上には、 多く 敗を 取りたり。 され ど、 人格が 立派な りしを 以て、 當時 にも 尊ばれ、 美 
名、 今にも 傳は ると。 御身、 よろしく 谷風を 學ぶべ きなり。 谷風なら ずと も、 近く、 鬼ヶ 
谷を 學 びて 可な り。 大砲を 學 びて 可な り。 われ こ、 に 御身に 對 して、 苦言を 呈す るは、 御 
身の 角力 振りに ほれ 込みた るを 以てな り。 御身を して、 眞の名 力士と して、 終りを 全ぅせ 
しめむ と 思 ふを 以てな り。 願く ば、 之を 諒 せよ。 


因業 爺 論  - 

いつの 間に やら、 我國 に、 元老と いふ ものが 出來 たり、 伊藤、 山縣二 公、 井上、 松 方 二 
侯が* その 元老な りとの 事な り。 山 縣公や 、高雅 敬すべし。 伊藤 公 や、 豪放、 愛すべ し。 
井上 松 方 二 侯に いたりて は、 敬すべき 所以を 知らず。 愛すべき 所以を 知らず。 大西鄕 や、 
小 西郷や 、大山 公 や、 薩 州には、 總理 大臣 以上の 人物 少なからず。 長 州には それほどの 大人 
物は なけれ ど、 その代りに、 總理 大臣 だけの 貫目 ある 人は 少なからず。- 伊藤 公之な り。 山 
縣公 之な り。 桂 公之な り。 兒 玉大將 をしても し 命 あらしめば、 或は 內閤を 組織す る こと あ 
りしなる べし。 薩の松 方 侯は 一寸 "% 總理 大臣に なりし こと あり。 長の 井上 侯は、 總理 大臣 
になり しことは なけれ ども* ともかくも、 總理 大臣の 株の ある 人に て、 從 つて、 元老に 列 
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せし なるべし 。聞く、 井上* 松 方 二 候は、 財攻の 事に 長ず と。 すべて 財を 司る ものは、 滥 
い 顔して、 財布の 口を しめ. て 居らざる ベから す。 敬 せらるべき ものに あらす。 愛せら るべ 
きものに あらず。 芝居で 云へ ば 敵役な り。 赤面の 悪者な り。 人世には 必要な 役な れど も、 
人氣は 得られざる 役な り。 

人心の 異なる は、 その 面の 如しと 云へ り。 され ど、 日本人は、 日本人 的の 顔 あり。 支那 
人は、 支那 人的の 顔 あり。 西洋人は 西洋人 的の 顔 ありて、 大別す る ことは 出來 るな り。 人 
物 も それと 同じく、 軍人 的、 學者 的、 宗教家 的、 政治家 的、 詩人 的な どと、 系統を 立て、 
分類す るを 得べ し。 世に 一種 會計吏 的 系統と いふ 人物の 系統 あり。 因業 爺と いふ も、 この 
系統に 屬 するな り。 余は、 その 因業 爺、 卽ち 一種の 會計吏 的 人物に 就いて、 少しく 硏究し 
て 見む と 思 ふなり。 

讀 者ょ、 誤解す る 勿れ。 余は 井上、 松 方 二 侯を 目して、 因業 爺と なす ものには あらず。 
二 候が 財政を 司る に 長ず とい ふの 一事に 因りて 判ず るに、 必ずや 會計吏 的 系統に 屬せ ざる 
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を 得ざる べし。 然らずんば、 財政を 司る に 長ず る 能は ざるべき 箸な り。 因業 爺と 云へ ば 惡 
く 聞 ゆれ ども、 もと^^ 會計吏 的 系統の 一種な り。 地位を 得て、 偉大に なれば、 井上 侯と 
もなる ベく、 松 方 侯と もなる べし。 少し 上りて は 會計 吏と もなる べし。 下りて 地位を 得ず 
んば 、高利 貸と なりて 成功すべし。 女と ならば、 尻目で 嫁を にらむ 惡姑 となるべし。 とに 
かくに、 よく 金錢 を處理 して、 至極 必要なる 人な り。 

井上、 松 方 二 侯の 如き 名士に ありて は、 國士的 分子 も あるべ く、 武士 的 分子 も あるべく 
政治家 的 分子 も あるべ し。 され ど、 知らず、 普通 一般の 因業 爺とは、 如何なる 性格の 人ぞ 
や。 

余の 想像す る 所に よれば、 因業 爺とは、 私利と 自愛との 兩念を 相 合して、 その 念の 非常 
に强き 者な り。 もし 自愛の 方が 强 くして、 私利の 方が 淡なら ば、 厭世家と なるべく、 煩悶 
家と なるべく 、宗教 信者と なるべし。 華嚴瀧 の 亡者と 宗敎 信者とは、 その 差、 わ づ かに 一 
步のみ 。因業 爺は 自愛 もつ よけれ ど、 私利の 念も强 し。 どんな 目にあ ひても、 煩悶せ ず、 


厭世と ならず。 まして、 華嚴の 亡者とは ならず。 命よりも 金が 大事、 一生懸命に、 金に か 
じりつく。 とても、 從容 、義に 死す るの 武士とは なれず。 その代りに、 面の 皮が 千枚張り 
なる を 以て、 金は 溜るな り。 猶太 人、 これな り。 支那 人 も、 か、 る 人 多し。 日本人の 中に 
も、 をり"^^ 斯る人 あるな り 0 

因業 爺は、 一轉 して、 甚助 爺と なる。 その 强き 自愛の 念は、 我が 子に 及ぶ。 我が 愛する 
女に 及ぶ。 その 愛する 女が、 猫で も、 牡猫を 愛すれば、 忽ち 目を 丸く す。 芝居に 行きたり 
と 聞か ば、 瞋恚 の焰 、忽ち 胸 一杯になる。 嫉妬の 念、 非常に 强し 。我が 女に、 のし 付けて 
進 b するとい ふ雅懷 は-蚤の 垢 ほど もな し。 女の 髮を 切る。 進んで，、 女を 殺す。 まことに 
厄介 千 萬なる 人な り。 

されば とて •因業 爺は、 案外に、 金錢 上には 正直な り。 小心な り。 會社の 金を つか ひ 込 
む やぅな 事は、 せざる ものな り。 またよ く、 人の 世話を 爲す 。その代りに 報酬の 念强 し。 
世話にな つた 者が、 絕ぇず 御機嫌を 词 はねば、 機嫌 惡し 。あれほど 世話して やりた るに、 
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ちつと も 寄りつ かず、 輕薄な り、 恩 知らすな りな ど、 直ちに、 むか ッ腹を 立つ る 者な り 0 
怒る、 恨む、 やく、 邪念 胸に滿 つ。 到底、 成佛 する 能は ざるべ し。 

玆に 、因業 爺の 一 特質と して かぞ ふべき は 女に のろき 事な り。 英雄は 色を 好む と 云へ り。 
され ど 色を 好む 者、 必ずしもみ な 英雄なる にあらざる なり。 因業 爺は 金錢に 執念深き とと 
もに、 色に も、 執念ぶ かし。 一方には、 殘忍 非道、 鬼の 手と なりて、 金錢を かき 込め ど 
も、 一方には、 必ず、 にや < と 目尻を さげ、 菩薩の 手と なりて、 金を 女に わたすな り。 
されば、 女に もてる かと 云 ふに、 少しも もてざる なり。 如何に 愚なる 女 とても、 因業 爺に 
ほれる ものは あら じ。 た. V' 金が 仇の 世の中、 因業 爺には、 ほれざる も、 金に ほれるな り。 
いやな 爺と 思へ ども、 ^ 箱と する には、 至極 好都合な り。 金 故に 笑 ふを、 それと 知らぬ ま 
でも， 女に、 のろし。 愚直なる 者の 金を 奪つ て、 之を 女に 與 ふ。 金の；^ る わりには、 たま 
り もせず。 天の 配 劑も亦 妙なる かな。 


乃 木大將 

晚 年の 乃 木將軍 

東京の 西郊を 逍遙した る ものは、 處々 、路傍の 樹 枝に 布 切の 結びつけられた るを 見し な 
るべ し。 これ 八十 八 箇所 詣 での 連中が、 深切に も其參 詣の路 筋を 示せる ものな り。 この 心 
を おし ひろむれば、 釋 迦の大 慈悲と もなる べし。 古人 日く、 人 若ぅ しては、 學ばん ことを 
願 ひ、 老いて は敎 へむ ことを 欲すと。 干戈 百戰 の猛將 乃 木 大將が 、首を 囘らせ ば 卽ち 神仙 
ならで 聖賢の、 學習 院長と なりて、 華 胄の 子弟を 敎育せ らる 、は、 世に も 尊い 哉。 

日露 戰爭に 於け る 旅 順攻擊 ほど 猛烈なる 戰鬪 は、 武强 無雙な る 我 日本 國の 歴史に も 未だ 
曾て あらざる 所。 海外 諸國の 歴史に 於て は 尙更の 事な り。 乃 木 大將は 實に其 攻撃軍の 大將 


なり。 十 年 前の 日 淸戰爭 の 際に も、 旅團 長と して、 こ、 を 拔き たり。 『山川 草木 轉荒凉 0 十 
里 風醒 新戰揚 。征 馬不， 前人 不， 語。 金 州 城外 立 n 斜陽？』 とは、 何等の 高風 ぞ 。當年 七 尾 城外に 
賦せし 上 杉 謙 信の 詩に 比する に、 氣韻の 一層 高き を覺ゅ るな り。 かくて、 苦戰 半年の 久し 
きに 及びて、 終に 之を 拔き たり。 旅 順 口の 陷落 は、 實に 日露 勝敗の 決の 判れし 所なる が、 
これ 全く 日本 男兒の 鮮血を 以て 拔くを 得た る 所 也。 而 して 大將の 子 二人とも 戰 歿した る 也 0 
城下の 盟の 日、 敵將 、其 二子の 戰死を 聞いて、 涕を 流して 哀悼せ りと いふ。 人 誰れ か 子を 
愛せ ざらん や。 され ど 日本は、 我 子 見事に 討死して 敗軍の 串譯が 立ちたり と 云 ひし 瓜 生 夫 
人を 有する 國 也。 

大義の 前には、 親な し。 大將 にあり ては、 十 萬の 部下、 みな 我 子 也。 もし 事情の 許すな 
らば、 大將 自ら 塹 濠の 埋草 とならむ ことを 期せし 也。 日本の 勇强な る 所以は、 實に 此に存 
す。 

大將 今や 家に 子な し。 學習脘 幾 百の 子弟は、 皆 我 子 也。 職に ある、 未だ 久しから ざれ ど 
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も •成績 大いに 擧 り、 校風 頓に 振へ りと 聞く。 大將が 老軀を 以て、 擊劍の 相手を なし、 夏 
期 旅行に 學 生と 同じく テントの 中に 起臥す るな ど、 一 班 以て 大 將の敎 育を 推すべし。 武强 
一方の 人に あらざる こと も、 金 州の 詩に て 推 T べし。 學習院 は、 良 校長を 得た る 哉。 大將 
は、 其 所を 得 ^ る 哉。 かくて、 子な き大將 の晚年 も、 寂寞なら ざるな り。 

乃 木 大將を 吊 ふ 

大正 元年 九月 十三 日 午後 八晾 、靈輻 將に 宮城を 出で むと する 合圖の 號砲の 聲と北 ハに、 乃 
木 大將は 其 夫人と 共に、 自邸に 於て 自殺したり。 其 遺書の 一節に 日く、 

自分 此度御 跡を 追 ひ 奉り 自殺 候處 、恐 入 候 儀、 其 罪は 不 A 輕存 候。 然る 處 、明治 十 年 役 
に 於て 軍旗を 失 ひ、 其 後死處 得度 心掛候 も、 其 機を 得す。 a 恩の 厚に 浴し、 今日 迄 過 
分の 御 優遇を 蒙り、 追々 老衰、 最早 御 役に立つ の 時 も無餘 fl 候 折 柄、 此度の 御大 變何 
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共 恐 入 候 次第、 玆に覺 悟 相定候 事に 候。 

嗚呼 乃 木大將 夫妻は 明治天皇に 殉死した る 也。 なほ 大將が 辭 世の 歌に 日く、 

ぅつし 世を 神 さり まし、 大君の 

御 跡した ひて 我は ゆくな り 

誰か 圖 らん や' 大正の 世、 殉死す る もの あらんとは。 而 かも 夫妻 諸共に 殉死す る ことは、 
古來 未だ 曾て 聞かざる 所 也。 

伏して 惟る に、 明治天皇は 天皇に して 神に おはす。 乃 木 大將は 軍人に して 神なる 者 也。 
神と 神と 相感 字す る 所、 兹に 異例の 淘死 あり。 此 間の 消息は、 平生 天顔に ^ 尺せ し 大官上 
流と 云へ ども、 妄りに 忖度す るを 許さず。 況んや 天下 一般の 人民を や。 一死 以て 聖 明に 酬 
いたる 高潔 至純の 精神は、 唯 神と して 仰ぐ の 外な き 也。 

海外には 殉死の 例な し。 殊に 一切の 自殺を 不道德 とせり。 海外の 人は、 大將 殉死の 精神 
を 解せ ざる もの 多 かるべ し。 日本人 とても、 武士 的 精神を 解せ ざる 者は、 海外 人と 同じく、 
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大將 殉死の 精神を 解せ ざる もの 少なから ざるべし。 余豈に 敢て 之を 解す と 云は んや 。余は 
唯 大將の 高潔 至純の 精神に 打たれて、 一に も 二に も 感歎の 外な く、 大將の 一死は 楠 公の 討 
死に もま さりて、 萬 古 永遠、 日本 國民を 感化す る ものな りと 信ずる 也。 

常人に 在りて こそ、 死は む 〇 かしき 問題な れ 。武士に ありて は、 先诀 問題 也。 武士の 種 
に 生れ 落つ ると 其に、 馬 前の 討死は、 其 先天的 運命 也。 これが 他動 的に ては、 まだ 眞の武 
士に 非す。 自動的に なりて、 始めて 眞の武 士 也。 而 して 日本 男 兒は 、武士 以外の 人と て も、 
苟 くも 男らしき 人は、 自動的に 發し たりき。 I 席の 上に 死ぬ ると いふ ことは、 武士に 取りて 
不本意 極まる 所 也。 又 遺憾に 堪へ ざる 所 也。 大將は 武士の 子 也。 普通 一 般の武 士な りと す 
る も、 一死 甘き こと 飴の 如くな りしなる べし。 況んや 忠魂 義膽 一世に 傑出した るに 於て を 
や。 日本 男兒、 請 ふ 地を 換 へて 大將の 境遇に ありたり とせょ。 大將の 父は 硬骨の 古武士 也。 
大將は 江戶 麻布の 毛 利 邸内に 生れたり。 十歲 までは、 そこに 生 ひたちたり。 毛 利 邸は 當年 
赤穗の 義士の 中 武林唯 七 等 十 人の 切腹した る處 也。 父は 毎月 二 囘毛利 家の 菩提 所 高 輪 泉 岳 
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寺 御 墓所へ 參詣 したる が、 其つ いでに 四十七士の 墓を 拜した り。 大將は 八歲の 時ょり、 い 
つも 父に 伴は れ たり。 その 頃 流行せ し 一枚 摺の 義士の 錦繪を 愛玩したり。 母は 座を 正しぅ 
して 熱心に 諄々 として 義士の 事を 語れり 。武士の 子の 敎育 として、 これに. ましたる 敎育や 
ある。 吉田松 陰の 叔父に 玉 木 文 之 進と いふ 人 あり。 _ 毅嚴格 にして 學問も あり。 松 陰 等 も 
師事した りき。 大將 も其敎 育を 受けたり。 殊に 多く 山 鹿 素行の 書を 讀 まされたり。 素行は 
赤穗 義士の 師な りきと 思へ ば、 大將 一層 素行を 崇拜 したり。 松 陰の 書 も讀み たり。 斯くて 
大將は 明治の 世に 軍人と なりぬ。 なほ 大將 は自 から 幼時の 事を 語りて 云へ り。 八 歳の 冬の 
事 也。 能く 勉强 すれば、 木履の 爪掛を 買ぅて 與ふべ しと、 母 約束し ける が、 或る 雪の 朝 手 
習に 行かん とせし に、 友人 どもは みな 爪掛 あれ ど、 われは 無し。 羨し くな りて、 ぢれて 木 
履を 玄闞 先に 投げ出したり。 父 出勤 せんとして、 之を 見て 大に 怒り、 雪の 中に 押 倒し、 下 
男が 運びつ、 ありし 荷 桶の 水を 二 杯まで 浴せ かけたり。 今囘想 して 覺ぇず 肌に 粟を 生す。 
父は 平生 やかましく 言 ひたる ことなく、 前後 これ くら 〇 までに 父ょり 叱られた る ことなし 
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とぞ 〇大將 は斯る 古武士 的の 父の 血を ぅけたり。 玉 木 や、 松 陰 や、 山 鹿 や、 赤穗 養士や ’ 
如何 ばかり 大將を 感化したり けむ。 明治の 世の 軍人の 中に て、 大將は 殊に 傑出して、 古武 
士的 也。 一死 大將に 於て 何 か あらむ。 

明治 十 年の 役には、 小 倉の 聯隊 長な りしが、 武運 拙く、 敗れて 其 聯隊 旗を 失へ り。 聯隊 
旗は 天皇陛下ょり 各 聯隊に 下し 賜は る ものに て、 一た び 之を 失へ ば、 萬 古 永遠、 其 聯隊 
には 聯隊 旗な し。 旗手と して 少尉 之に 當る 。聯隊に 取りて、 聯隊 旗 ほど 大切なる ものな く、 
又 聯隊 旗を 失 ふ 程耻 辱なる ことなし。 其 聯隊 旗を 失 ひし 時の 次 將の 心の中 や 如何な りけ む。 
忠魂 義膽の 凝り かたまりし 將軍の 事な れば "萬 死な ほ 其 罪を 聩ふに 足) らずと 思 ひ 込みし や 
必 せり。 ^ ± の 子と 生れて、 死は 固ょり 覺悟 せる 所なる が、 この 時 ほど、 痛切に 死を 思 ひ 
しことは なかるべし。 遺書に、 明治 十 年 役に 於いて 軍旗を 失 ひ、 其 後死處 得度 心掛 候と あ 
るは、 耻を 知れる 武士の 本意 也。 然るに、 大將 は不宰 にも 十 年 役には、 死處を 得 ざり き。 
日淸 戰爭 には、 山地 中將の 部下の 旅 園長と なりて、 旅 順 口を 陷れ たり。 され ど、’ 不幸に も 
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死處を 得 ざり き。 日露 戰爭 には、 大將に 進みて、 再び 旅 順 口を 攻む 。支那 兵の 守りし 旅 順 
口は 陷れ易 かりき。 露 兵の 守れる 旅 順 □ は 防備 至れり。 盡せ り。 世界 一般に 難攻不落と 稱 
せり。 乃 木 大將な らこ そ陷れ たれ。 又 日本 兵なら こそ 陷れ たれ。 我 兵の 死傷 多 かりし こと、 
古今 內 外の 戰史に 其 類を 見ざる までの 惡戰 苦鬪を 試みた 〇。 而 かも 久しく 拔け ざり き。 内 
外の 非難 甚 しかりき。 もしも 明治天皇 不明に おは さば、 他の 將軍 にか へられて、 乃 木大將 
は 天草の 亂に 於け る 板 倉 重昌の 境遇に 陷り しかも 知るべからず。 大將が 板 倉と なりて 死せ 
ざり しは、 上に 聖 天子の 明鑑 ありた るに 由る。 此際 大將の 生死は、 一に か、 りて 主上の 2 
明 不明に あり。 大將豈 に 聖恩に 感泣せ ざるを 得ん や。 下に 日本人の 忠勇 あり、 上に 聖 帝と 
名將 との 感字 ありて、 不 落の 旅 順 も 終に 落ちたり。 この 際、 餘り 多くの 兵を 失 ひて、 非難 
の 聲高 かりき。 大將は あとに もさき にもな き 二 兒を 失へ り。 され ど、 不幸に も、 大將自 か 
ら死處 を 得 ざり き。 嗚呼 旅 順の 堅城、 將 軍の 勇に 非ず んば拔 く 能は ず。 然れど も、 將軍の 
胸中には 萬 斛の淚 あり。 詠 じて 日く、 


山川 草木 轉 荒凉。  十 里 風 腥新戰 場。 

征馬不 ，前人 不 fe。  金 州 城外 立 U 斜陽？ 

旅 順は 抜けたり。 我 軍 勝ちに 勝ちて、 講和 成りぬ。 上下み な 歡呼せ り。 獨り 大將の みは 
喜ばず。 嗚呼 旅 順に 失 ひし 十 萬の 生靈は 何の 日 か 還り 來る べき。 大將詠 じて 日く、 

王師 百萬征 n 强虜？  野戰攻城屍作，山。 

恥 我 何 顔 看 n 父老？  凱歌 今日 幾人 還。 

『子等は みな 軍の 庭に 出では て、、 翁 や 獨り山 田 守る らん』 の 御製、 日本 國民 をして 感泣 
措く 能は ざら しむ。 乃 木 大將の 身に なりて 見れば、 『出では て、』 が 『死には て、』 となる ベ 
く、 我 身が 萬 死す るょりも 苦しき 思せ しなるべし。 斯くて こそ 眞の 名將な れ 。『一 將功成 萬 
骨枯』 の 境遇に 平氣 にて、 己れ 獨り 功名を 貪る は、 武士の 魂の 拔 けたる もの 也。 日露 戰爭 
後、 三浦將 軍、 乃 木 大將に 向って、 君は 多くの 人を 殺したり。 今ょり 熊 谷の 蓮 生 法師を 學 
ベと 云 ひたる こと ありと 聞く。 三 浦 將軍は さまで 深き 考も あら ざり しなる ベ けれども、 乃 
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木大將 にあり ては >  其 一 言 萬 雷の 落つ る 如くに や 感じけ む。 日露 戰爭 中、 彈 丸の 届かぬ 處 
に 穴を 掘りて 潜んで ばかり 居りし 聯隊 長 も あゎしと 聞く。 日本 男兒は 之に 百 棒を くらは す 
も、 なほ 慊らず 思は る。 況んや 乃木大 將の氣 象に 於て を や。 嗚呼 死を 恐る、 ものは、 死を 
恐れて、 席の 上に 死なし めよ。 恥を 知らぬ ものは、 脱を 忘れて、 榮華の 夢を 貪り 見せしめよ。 
名に 執着す る ものは 名を 得しめ よ。 利に 執着す る ものは 利を 得しめ よ。 權に 目の なき 者は、 
權を 握りて 放さ V' らしめ よ。 大將の 心中 唯一 死 以て 君國に 報ぜん とする の 一念 あるの み。 
權や 、名 や •利 や、 榮華や 、家庭の 快樂や 、大將 にあり ては、 輕 きこと 塵の 如し。 死處を 
得ん として 苦み し大將 は、 思 ひがけず も、 明治天皇の 崩御に 遭へ り。 古來 死を 悼める 歌に 
名吟 多し。 一 ひんが しの il のみ かどに さもら へど 昨日 も 今日 も 召す こと もな し』 の 如き、 萬 
葉 集中の 絕 唱と稱 せらる。 され ど 唯殯殿 に 侍する だけにて は、 なまぬるき 也。 鐵路 は 〇 
伐 見 桃 山陵まで 御 伴した る' たけ にても、 まだ/、 なまぬるし。 士は 己を 知る もの、 爲 
めに 死す。 大將 はこ、 に 始めて 死處を 得たり。 殉死の 歌、 萬 葉 集に なく、 一一 十一 代の 勅選 
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集に も 無し。 乃 木大將 に 至りて はじめて、 これを 見る。 開闢 以來 、歌壇の 寂寞を 破りて、 
武士の 精神、 萬 古に か  > やく。 嗚呼、 偉なる 哉、 乃 木 大將の 死 や。 

殉死と いふ 事は、 海外 人の 到底 了解す る 能は ざる 所なる べし。 日本 國民も •大正の 世の 
人は、 或は 奇異に 感ずる もの あるか も 知れず。 請 ふ暫し 國史に 溯りて 見よ。 上古に 殉死 行 
はれたり き。 され ど、 上古の 殉死は 自動的に あらず して、 他動 的な りき。 感心すべき こと 
には 非ず。 上古の 殉死は 潔癖より 出で たり。 死した る 者の 居りし 家は 穢れ たる もの 也。 諸 
道具 も穢れ たる もの 也。 近く 之に 仕へ たる もの も穢れ たる もの 也。 後繼 者は 新に 家を 造り、 
諸道 具は 屍と 共に 地： 卜に 埋め、 近侍 者は 墓の 周圍に 半ば 埋めて、 苦悶して 終に 死なし めた 
り。 其 命の ある 間は、 叫喚の 聲 四方に 聞ぇ、 命絕ゆ れば 、犬 や、 烏 や、 来りて 爭ひ 食ぶ。 
慘狀實 に 目も當 てられす。 垂仁 •天皇の 朝に 至り 殉死を 禁じ、 土偶を 以て 之に 代へ 給へ り。 
降って 戰國 時代の 末より、 江戶 幕府の 初へ かけて、 殉死 復行 はれたり。 この 際の 殉死は、 上 
古の 殉死と 異なりて、 武士 的 精神を 發 輝した る もの 也。 他動 的に 非ず して、 自動的 也。 我 
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一身は 君に 捧げたり。 然るに 戰揚に 馬 前の 討死を 爲す 能は ずして、 世は 太平と なりぬ。 何 
日 かまた 屍を 戰揚に 曝すべき。 如かず 君に 從 ひて 死なん にはと いふが、 後世の 殉死の 精神 
也。 德川 三代 將軍 薨去の 際には、 國家 有用の 大人物 多く 殉死して、 忽ち 政治 上に 困難を 來 
せる こと さへ あり。 諸侯 互に 殉死の 多き を 誇る 風 も 生じ、 子孫の 後 榮の爲 めに わざ^^ 殉 
死す る もの も ありて、 弊害 多くな りければ、 殉死を 禁ぜられたり。 大正の 世、 誰か 殉死 者 
あるを 思は んや 。乃 木大將 一人の みならず、 其 夫人まで 共に 殉死す るは 益 異例 也。 嗚呼 こ 
の 夫に して、 この 妻 ありと 云 ふべ し。 聞く、 大將 師團 長と なりて 讃岐の 善 通 寺に 赴任せ し 
時、 草創の 際の 事と て、 大將は 妻子を 伴は す、 一 寺院に 寓 して 簡素なる 生活を なしたり き。 
夫人 薪水の 勞を 取らん とて、 遙 々之に 赴きし に、 軍人の 妻は 家を 守る が 務な るに、 家を 棄 
て、 主人の 許を 得ず して、 此 處に來 るは 何事 ぞ とて、 相 逢は ずして 追 ひ 返せり とぞ 。げに 
軍人と して、 あっぱれの 心掛な るかな。 その ま， 歸 りし 妻 も 妻 也。 大將の 雄偉なる 精神は、 
その 妻まで も 感化したり。 而 して 玆に 夫婦 諸共の 殉死 あり。 大將の 遺書は、 十二 日夜の 日 


付に て 夫人の 宛名 も あれば >  前夜まで も >  一 人に て 殉死 せんとせ し 也。 夫人 之を 承知せ し 
こと も、 その 文中に 明か 也。 然るに、 いよ ノ， \ 十 三日に なりて、 夫人 も 諸共に と 言 ひ 出し 
たりけ む。 夫人 絕 筆の 歌は、 自害を 覺悟せ ざり し 前の 作なる べし。 

出で まして 歸 ります 日の なしと 聞く 

今日の 御幸に 逢 ふ ぞかな しき 

世には 三軍を 化して、 未だ 其 妻子を 化する 能は ざる 名將な しとせ す。 これ 其 人格 眞に到 
れる ものと 云 ふべ からず。 乃 木 大將は 旣に其 夫人を 化したり。 二子 また 化せられぬ。 兄の 
中尉は 南山に 死し、 弟の 少尉は 旅 順 口に 死した るが、 いづれ も 潔き 最期 也。 乃 木の 子た 6 
を 辱めず。 長子 員 傷 重く して、 將に瞑 せんとす る や、 友人なる 某 中尉、 其 枕頭に 就き、 遺 
言な きかと 間 ひしに、 忽ち 眼を 開き、 大喝して 、『馬鹿、 何を 云 ふ。 軍人が 戰死 する は當然 
也。 何の 遺言 か あらむ』 とい ふ。 『然 り、 軍人の 戰死 は當然 也。 遺言と 云 ひたれば とて、 女 
女し き 繰言を 問 ふに 非ず。 君には 父上 あり。 母上 あり。 令弟の 少尉 も あり。 此世を 去る に 
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臨み、 何 か 言 ひ殘す ことは 無き かと 間 ひしの み』 と 云へ ば、 暫 らく 默 したりし が、 頓て言 
葉靜に 、君の 情は 感謝に 餘り あり。 然し 何も 言ひ殘 すべき 言葉な し。 唯 遺憾に 堪 へざる は、 
出征に 就く 時、 父は われに 別杯と 共に、 こ、 にある 名刀を 與 へ、 この 刀の 折る、 まで 國賊 
と戰 はざる ベから すと 云 ひしが、 未だ 一 敵 兵を も 斬らぬ に、 この 重傷を 員 ひし ことなり。 
今、 之を 君に 贈る。 請 ふ 我に 代りて 此刀 にて 敵を 斬つて ノ 斬り まくつて 吳れ 給へ』 
と 言 ひ 終つて、 微笑を 浮べて 永へ に 瞑目せ り。 げに 潔き 若武者の 最期なる 哉。 乃 木大將 
は臺灣 の總督 たりし 時、 墳墓の 地と 覺悟 して、 其 母を 伴 ひしに、 母は 瘴癘 の氣に 中り て 病 
死せ り。 大將 夫妻は、 明治天皇に 殉 し、 其 一一 子は 戰 死し、 其 母 さへ 間接に 王事に 死して、 
乃 木 家は 後な し。 乃 木 一家の 血肉 悉く 國 家の 爲 に斃れ たりと 云 ふ も 不可な し。 世に も壯烈 
なる 哉。 大 將の實 弟は、 大將少 時の 恩師なる 玉 木 文 之 進の 養子と なりけ るが、 前 原 一誠の 
亂に與 みして 討死したり。 文 之 進は 亂 には 加 はら ざり しが 自殺したり。 大將 にあり ては、 
一死 以て 弟が 朝歒の 罪を 履は ん との 心 も 切なる もの ありし なるべし。 海外 人なら いざ 知ら 
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ず、 日本人と て ^ 、 名利に 戀 々として、 恥を 知らざる ものなら いざ 知らず。 苟 くも 一片の 
大和魂を 有する 者、 誰か 大將が 死處を 求めし 心を 諒とせ ざらん や。 又 誰か 明治天皇. に 夠す 
るの 其 死處を 得た るを 感歎せ ざらん や。 

人 或は 日く、 大將は 軍事 參議官 たり。 又學習 院長たり。 なほ 生存して 今上陛下に 盡す 
べき こと あるに 非ず やと。 軍事 參議官 は 大將な らず とも、 他に 其 人 あり。 學習院 は、 大將 
旣に路 を 開き たれば、 必す しも 其 人な きを 憂へ ず。 大將は 生きて、 今上陛下に 盡 すょり 47 
も、 死して 先帝に 盡す 方が、 大將 として、 最善の 途を 取りた る もの 也。 將 軍の 一死、 海外 
人は 嘲れ。 日本人 とても、 廉恥を 解せ ざる ものは 疑へ。 疊の 上に 死ぬ るを 男子の 不本意と 
する 日本 男兒 にあり ては、 唯々 隨喜渴 仰の 外な し。 楠 公 以後" 玆に また 楠 公 あり。 明治以 
來 、小 軍神は 少なからず。 大將 死して、 玆に大 軍神 あらは る。 大將 は眞に 死後を 得た る 哉。 
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かと 驚く 乙と などは 決して 少なく ^ 6 ませ 
ん。 名士の 癖を 知る 1 とは、 知る 乙と それ だ 
けで 旣に 無限の 興味が あぅ 1 すが、 猶 彼等 0 
眞栢を 促 ふる 者に 尠か 6 ぬ 暗示 1: 與ふる ^ の 
であると 思； 3 ます。 
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